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第6節 黒色砂 1～黄色砂 1上面の調査

部に突帯が巡る直口壷で、弥生土器や古式上師器には見られないような器形だが、胎土から古式上

師器 と判断した。637は 鼓形器台、6381ま 低脚郭である。

弥生土器の底部・蓋 (639～651)639・ 645は厚みのある大 きな底部で、胎上に5alm大の礫を多 く

含むことから I様式までさかのぼるものかもしれない。640。 642～ 644も 厚みのある大 きな底部で

ある。642・ 643は上げ底状になっている。644は底面に木の葉状の線刻が施され、645に は木の葉の

圧痕、もしくは木の葉状の線刻が見られる。646に も底面に弧状の線が観察できるが、線刻か調整等

による擦痕か判別できない。650は焼成後に穿孔されている。651は蓋のつまみ部分である。

(7)土製品 (第73図 652～658)

652～ 656は土器片転用円盤である。652・ 653は中央に穿子しされたもの、654・ 655は穿孔途中のも

の、656は穿子しされていないものである。655の土器片の内面側には、中央とその周 りを取 り囲むよ

うに穿孔途中の孔が見られる。657・ 658は用途不明の土製品である。657は 図の表面側は指頭圧痕

が顕著に残 り、裏面狽1は なでられて平坦な部分に刺突が施されている。658は蒲鉾形の断面形の土

製品で、図手前側の側面は棒状のものを押 し当てるようにして線が引かれている。

3 石器 (第74～77図 )

北原本郷遺跡出上の石器は、遺構内出土のものも含めて総数5密点であった。

石鏃 (第74図659～671) 未製品を含め、30点出上 している。659～ 668が安山岩類製で669、 670が

黒曜石製、671が石材不明であった。659は横長剥片素材の小型品である。先端部に調整が見られな

いことから未製品の可能性 もある。660、 6631よ 五角形を呈 しており、素材の周縁部のみを荒 く加工

している。661、 662、 665は正三角形を呈する弱凹基式で、全面を調整 している。中央に素材面を

わずかに残す。666は素材面を多 く残 し、周縁部のみを押圧剥離で加工 している。669は全面を丁寧

な押圧剥離で加工 してお り、弱凹基式である。670は実測図裏面に、素材剥片時のポジ面を大きく

残 している。671は大型の石鏃で斑晶を含む玄武岩質の石材を用いている。基部の一部を大 きく欠

損 している。また先端部に若干摩滅が見られ、石錐 として転用された可能性 もある。

石錐 (第74図 672、 673) 石錐は 8点出土 している。672、 673と もに素材面を大きく残 し、周縁部

から押圧剥離を加えて錐部を作 り出している。両者 とも安山岩類製である。

スクレイパー類 (第74図674～ 680、 第75図 681～683)全部で18点 出土 している。石材は674～ 680、

682がサヌカイ トを含む安山岩類、683は大粒の斑晶を多量に含む安山岩質のもので、681は石材不

明であつた。674は縦長の剥片の側縁にほぼ一周するように刃部を作 り出している。また実測図正

面の下端部左に折断面が残ってお り、折断部より押圧剥離を行なっていたことがわかる。675は分

厚い横長剥片の端部に細かな剥離を加えて刃部としてお り、両面調整である。676は横長剥片素材

で、剥片の下端部に刃部を作 り出している。また剥片の上端部は折断されてお り、677も 同様に実

測図上端部を2か所折断している。678は大型の横長剥片を素材 として、剥片の打点部に両面調整

が施されている。679は小型の横長剥片の端部に刃部を作 り、上端部は折断されている。680は石包

丁状のスクレイパーで大型の横長剥片を使用 している。681は縦長剥片素材で上端部は折断されて

いる。682は石匙で、押圧剥離、直接打撃によつてつまみ部を作 り出している。683は端部から側縁

部にかけて調整を施 している。実測図正面左側縁は折断されている。

加工痕のある剥片 (第75図684) 以下RFと 呼称。27点出土 している。684は安山岩類製で、狽1縁

部に数枚の剥離が見られる。
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第3章  1～ 3区の調査

使用痕のある剥片 (第 75図 685) 以下UFと 呼称。 4点出土 している。黒曜石製の横長剥片の端部

に微細剥離痕が見られる。

楔形石器 (第75図686～689)楔 形石器は26点出上 している。686は黒曜石製の小型品で、実測図

正面に両極剥離痕を残す。実測図裏面は素材剥片時のポジ面である。687は上下両端につぶれが見

られるが、実測図裏面上端部のつぶれが顕著でないため、削片の可能性がある。実測図中央上端に

数枚の押圧剥離が観察された。黒曜石製である。688は両面に顕著な両極剥離痕が見られる。黒曜

石製で、実測図中央に礫面が残る。6891ま安山岩類製の大型品で、上下両端につぶれがある。実測

図中央に折断面が見られる。

石核 (第75図690～694) 本遺跡で出上 した石核は11点 であった。690は黒曜石製の石核で打面を

転移 し、多様な形状の剥片を剥離 している。実測図下面→実測図裏面の順に作業面を変えている。

剥片素材で、実測図右面には素材剥片時のポジ面が残る。691は安山岩類製の石核で、礫面が多 く

残る。分厚い板状の剥片を素材にし、石理にそって求心的に剥離 している。692は安山岩類の剥片

を素材 とした求心剥離石核である。実測図正面に素材剥片時のポジ面が残る。693は安山岩類製で、

分厚い剥片を素材 として求心的に剥離 している。実測図正面にはポジ面が残る。また実測図裏面に

は薄 く礫面を剥いだと思われる痕跡が確認される。実測図上面に折断が見られる。694は チョッピ

ングトゥール状の石核 と思われ、川原石を用いている。直接打撃の交互剥離によって剥離されてい

る。しかし、剥離された剥片がどのような製品に用いられたかは不明であるため、石核ではなく打

製石斧の未製品である可能性もある。

打製石斧 (第76図695～698) 全部で11点 の打製石斧が出上している。695は小型の打製石斧で全

面を直接打撃によって細かく加工している。696は小型品で、上端部が欠損している。697は 粘板岩

製の大型打製石斧として捉えたものである。しかし、刃部が明瞭でないことや一部に折断部が残る

ことから、未製品もしくは石核の可能性もある。698も 上端部を一部欠損しており、刃部には細か

な剥離痕が見られる。

磨製石斧 (第76図699～702) 磨製石斧は7点出上している。699は太型蛤刃石斧で弥生時代のも

のと思われる。刃部付近に顕著に研磨が見られ、剥離痕と敲打痕も残る。700も 刃部付近を丁寧に

磨いている。側縁部に細かな剥離で袂 りを作 り出している。701は全面を研磨しており、上端部を

一部欠損している。702は一部に研磨痕が見られるものの、敲打痕が顕著に残 り未製品の可能性が

ある。

石錘 (第77図703～705) 石錘は13点 出土している。703、 705は打欠石錘で、704は切目石錘であ

る。いずれも近隣で取れる川原石を使用し、長軸上に打欠もしくは切目を施している。

磨石・敲石類 (第77図706～710) 磨石・敲石類は30′点出上している。706は磨石である。川原石

を使用し、礫の平坦な面に顕著な磨痕が見られる。707は 敲石である。実測図下面に敲打痕が残る。

708は敲石で、一部を被熱している。実測図のトーン部は被熱をあらわす。709は敲石で実測図左面、

正面、右面、裏面にそれぞれ敲打痕が残る。710は 磨石兼敲石である。

石皿 (第77図711)4点出上している。711は一部を欠損しており、ほぼ全面に磨面が残る。

その他 (第77図712～715)712は独鈷石状の石製品である。礫の短軸に2か所、一周するように

快 りを入れている。実測図裏面には被熱の痕跡が見られる。713は線刻礫である。礫の平坦な面に

弧状の線刻が施されている。比較的柔らかい石を使用しているため、摩減が見られ線が一部消えて
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第 7節 古墳時代～中世の遺構・遺物

いる。実測図裏面には若干磨面が見 られるが、風化のため判然 としなかった。714は擦切用の砥石

である。実測図正面の右側縁側 に刃部がある。715は砥石で小型品である。

第 7節 古 墳 時代 ～ 中世 の遺橋・ 遺 物 (第78～88図 )

古墳時代～中世の遺構は、上層黒色土や上層責色砂、黒色砂 1か ら掘 り込まれたものがあり、そ

れ以外の遺構でも灰色がかった粘質土を含むものや、黒色上がプロック状に入るものなど、縄文時

代～古墳時代初頭の遺構 とは埋上の色調・土質が異なっていた。遺物についても黒色砂 1のほか、

その上層の暗灰褐色砂質土や上層黒色土から出土するものが多かったため、縄文時代～古墳時代初

頭の遺構・遺物 と節を分けて報告することとした。

(1)掘立柱建物跡 (第79図 )

SB05は D38,E38の 上層黒色土上面で検出された 1間 × 1間の掘立柱建物跡である。柱穴埋土

には暗灰褐色粘質上が入つていた。遺構に伴う遺物は出土 していないが、中世以降の建物跡と考え

られる。

(2)配石這橋 (第30図 )

配石遺構 1は G36・ H86に 位置し、上層黒色土あるいは黒色砂 1を掘削 していく過程で検出され

た。配石は全長1.19m、 幅0,78mで、長さ20～ 50cm弱 の河原石が敷 きならべ られ、その西側に長さ

75cmの 石が側面を立てるようなかたちで据えられていた。配石の下から、長さ1.33m、 幅1.03m、

深さ0.25mの 隅丸方形の上坑を検出した。埋土は l cm前後の責灰色粘質土プロックを若干含んだ黒

褐色砂で、上部には l cm大 の炭化物がまばらに入 り込んでいるが、周囲の上と区別がつけにくかっ

た。周辺で中世の上器や鉄津が出土していたことから、遺構の時期は中世以降と考えられる。

(3)土坑 (第 81・ 82図 )

SK33・ 34。 39は 黄色砂 1上面で、SK35～ 38は上層責色砂上面で検出された。SK37は東側が調査

区外 となるため一部分 しか確認できなかったが、土坑西端付近で鉄短刀 (第 103図F87)が出上 し

た。SK38は 円形の上坑で、覆土中から土師器邦 (716・ 717)が出土 した。716イよ高足高台のもので

10世紀後半～ll世紀頃のものと思われる。このほかの遺構は覆土や遺構検出面から中世以降のもの

と思われる。

(4)溝 (第83～85図 )

SD05・ 06は 黒色砂 1で、SD07～ 13は上層黒色土で検出した。SD05～ 07・ SD09～ SD12は南東一

北西方向にのびてお り、SD08は 南東―北西方向にのびていたものが途中で直角に折れ、北東方向

に向かう。SDllは南西―北東方向にのびる溝で、SD12に切られ、SD13を切つている。SD10～ 13か

ら鉄淳が出上 していることや、遺構検出面や覆土から、これらの時期は中世以降と考えられる。

(5)土器群 (第 86図 )

土器群 1は D43の 黒色砂 1上面で検出された。炊事具である土師器の甕 (718)・ 甑 (719)・ 移

動式竃 (723)と 食膳具の杯 (722)が 1か所にまとまって出土 してお り、土器の使用・保管状況を

示すものと思われる。甕は移動式竃の破片の上に重なって出上 し、甑は口縁部を逆さにしていた。

杯は移動式竃の破片 と混ざって取 り上げられたため正確な出上位置は不明である。なお、甑の把手

(720。 721)は土器群 1か らやや離れた位置から出土 したが、719と 同一個体になる可能性 も考えら

れるため第86図 に掲載 した。甕は口縁部が外反し、肩部が張 らず胴部下半に最大径をもつもので、

7世紀初頭から前半のものと思われる。
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第80図 配石遺橋 1(S=1/20)

0            2m

l田

A′

配石下の上坑

ltIJ

黒褐色砂 (φ lcm前後の黄灰色粘賞上プロックを若干含む。)

SK35
1 黒褐色砂 (ゅ lom大の炭化物粒を含む。)

SK34

1 暗灰褐色砂 (黒色砂まばらに入る。)

2 淡黒色砂質土

第81図 SK33～ 35(S=1/40)
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1 黒褐色砂 (黒色砂まばらに入る。)

2 晴褐色砂



1 淡黒褐色砂
2 淡黒色砂 (炭化物粒多く含む。)

3 濁黄掲色砂 (黒色砂プロック状に入る。茂化物若干混じる。)

1 黒褐色砂質土 (o lcm大 の炭化物粒多く含み、ゅlcm大の焼土塊も少し宮む。)

2 暗褐色砂質土 (φ lcm大の炭化物者干含む。)

第82図 SK36へ,39 (S=1/40)、 出上遺物 (S=1/4)

1 黒褐色砂質土 (粘性あり。炭化物や焼土プロックを多く含む。)

2 皓褐色砂 (¢ lcm大の炭化物若千含む。)

716。 717はSK38よ り出土

A157 0m           A
ml

SD05・ 06(平面 :S=1/80、
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1 暗灰褐色砂買土 (粘性ややあり。)

2 淡暗灰色砂買上 (黄灰色粘質上がブロック状に入る。)

SK37
1 淡黒褐色砂質土

S=1/40)
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A B1580m

SD07上層
1 暗灰褐色粘質土
2 黒色粘買土 (晴灰褐色粘質上がプロック状に入る。)

E1575m

C1580m

E′

1 淡黒掲色粘買土 (やや灰色おびる。)

H1575m

SD09土層
1 暗灰色粘質土
2 濁暗灰褐色粘質土 (晴褐色土に暗反色粘質土まだらに入る。)

3 黒褐色土 (暗灰色土プロック状に入る。)

第84図 SD07～09(平面 :S=1/150、 断面 :S=1/40)

SD88土層
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A1570m

C1570m

0                        1om

SD10上層

1 黒灰色土 (灰色多く入る。)

2 黒褐色土

C′ D1570m D′

SD13土層
1 暗褐色土 (暗灰色粘質土まだらに入る。)

第85図 SD10～ 13(平面 :S=1/200、 断面 :S=1/40)

SD12土層
1 晴褐色土 (淡贈灰色粘質土混じる。)

2 黒褐色土 (暗灰色土少し混じる。)

0          1m
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第3章  1～ 3区の調査

(6)遺物 (第87・ 88図 )

724～732は古墳時代～古代の上師器である。724～ 727は奏で、7241よ肩の張 りが強 く、725,727

は肩の張 りが弱い。728は郭、729～ 732は高杯である。729は杯部の内面が削られている。

733～756は古墳時代～古代の須恵器である。733～735は古墳時代の郭蓋で、734は体郡外面に 2

本の沈線、口縁部内面に1本の沈線が入る。737・ 738は古墳時代の蓋杯で、日縁部が短 く立ち上が

る。736は杯蓋 もしくは蓋杯で、天丼部 (も しくは底部)にはヘラおこし痕が残る。739は奈良時代

の皿、740は杯である。741～留4は杯の底部で、7411こ は外反する高台が、馳4に は短 く立ち上がる

高台がつく。745・ 盈6は古墳時代の高杯で、犯6は脚部に「×」のヘラ記号が入る。747・ 748は 腺

で、7471こ は波状文が、748に は沈線間に刺突が施される。7491ま瓶の口縁部、752は胴部、751は底

部とである。750は 同心円状にカキロが入るもので、提瓶胴部と思われる。753～ 756は大甕である。

1         
拷5

 `727

＼

発

ヽ
，

′

一打ＦＦＦ
‐‐
７５３

ｍ
758

0           1ocm

:)´i

731

雲二・Ξ子|″ 奮鴛自身
｀
〉

747               748

ォf下樺′/守恥
｀

 7“

Uw
758

第87図  1～ 3区土師器・須恵器・製塩土器 (S=1/4)

7〒 可面`と生ゴ
741

 ヽ             1             //

42
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第7節 古墳時代～中世の遺構・遺物

757・ 758は小破片ながら製塩土器と思われるものである。

759～ 794は古代末～中世の遺物である。759は 内面が丁寧に磨かれ、黒色処理された皿である。

760～ 764は土師器郭、765～ 773は土師器皿である。不は口径 13～ 14cm、 底径6cm前後のものが多 く、

皿は日径が6。 6～ 11.6cmで、底径 4 cm前 後のものが多い。底部の切 り離 しの分かるものはいずれも糸

切 りであつた。764。 772・ 773は 高台が付 くもので、7721ま 柱状高台になっている。土師器杯・皿の

うち763。 764・ 772・ 773はM37の鉄淳が分布する範囲やその周辺で出上 したものである。774は土

師器の片口鉢、775は指鉢である。776～ 781は須恵器大奏で、焼成の悪いもの (776～ 778,780)と

良好なもの (779'781)が ある。胴部の調整は、タト面が格子 ロタタキで、内面はナデのほか、ハケ

目が施されたものもある。7821よ 瓦質土器の指鉢、788は瓦質土器の鍋脚部である。784・ 785は 備前

焼の橋鉢で、784は 口縁部から14世紀のものと思われる。786～ 788は 、白磁碗で、786は玉縁状口縁

をもつⅣ類のもの、787は V類のものである。789～ 791は青磁碗、792,793は 青磁皿で、789は花弁

の中心に稜線のはいる連弁文をもつ。794は 中国染付皿である。

｀
こ`こ三三三三三三」!」!!!!!【 ,″

:59 説 琉
す鍵

｀
〉積 与72

フ
伽

Ⅷ影％‰

７８０

飴１１ｕ■■■■胃勺９
鯵
７７

糾

第38図  1～ 3区中世土器 。陶磁器 (S=1/4)
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第 3章  1～ 3区の調査

第 8節 鉄 生 産 関連 の遺橋 ・ 遺 物

(1)鉄生産遺構と鉄滓の出土状態 (第89図 )

M87で は、鍛冶作業で鉄床石 として使用されたと思われる自然石 (以下、鉄床石)と 、鉄淳がま

とまって分布する範囲が確認された。鉄床石は全長1.85m、 幅1.2m、 厚さ0,9mの もので、この上面

が鍛打面として使用されていた。上面の長さは1。44m、 幅は0.64mで、上面の縁辺部に敲打痕が顕

著に見られることから、鉄床石の角を利用 して鉄を折 り曲げたり、へ し折ったりしたと推測される。

また、上面中央も使用のためか浅 く皿状に窪んだかたちになっている。鉄錆や津の付着は、鉄床石

上面よりも20～ 25cm程度下がつた位置には見られるが、これよりも下にはないことから、鉄床石は

本来地面から20～ 25cmほ ど出た状態で使用されたと考えられる。鉄床石の北西から南側にかけては

再結合淳が厚 く形成されていた。鉄津は、上層黒色砂 もしくはその上層の暗灰褐色砂質土層から出

土 してお り、鉄床石周辺から北西約 4mに かけての範囲に多 く分布 していた。もともとの地形は北

西方向へ向かって緩やかに傾斜 していたようであり、作業面から下方へ鉄淳を廃棄 していたのであ

ろう。なお、鉄床石周辺で出上 した鉄淳は lmメ ッシュで取 り上げ、また、メッシュごとに一定量

の土砂を採取 し、鍛冶作業の際に生成する粒状淳・鍛造剥片の抽出を試みた。粒状津・鍛造剥片は

M37オ ーcで多 く見られることから、鉄床石の北東部で鍛錬鍛冶作業が行なわれたと推測される。

操業年代は、鉄滓の分布範囲やその周辺で出上 した中世の上師器杯・皿から、12～ 13世紀と考え

られる。なお鉄淳の分布範囲で採取 した炭化物の放射性炭素年代の測定も行なっているが、良好な

データは得られなかった (第 7章参照)。

M37周辺以外の地点でも鉄津は分布 しているが、出土量は少なく、製鉄・鍛冶関連遺構 も確認さ

れなかった。なお、139で は鉄鍋破片が 1か所にまとまった状態で出土 した (第 99図 )。

(2)鉄関連遺物 (第90～ 104図 )

1～ 3区ごとにその出土遺物の概要を述べる。遺物についての個別の記述は表12を参照されたい。

なお、鉄関連遺物の分析資料の考古学的観察については第 9節に、分析結果については第 9章に掲

載 している。

1区出上遺物 (第90～100図)Fl～ 4は鍛冶炉の炉壁である。胎土には微細な石粒などを含み、

内面は弱 く津化 している。F4は羽口が装着された炉壁片である。F5～ F9は板屋型羽口で、F

5。 6・ 9は羽口成形時の貨巻き痕が残る。外径は、F5が17～ 18cm、 F6が12cm前後、F9が11

～12cmで、孔径はF6が3.5cm前後、F7・ 8は 3 cm前 後と推定される。このような羽口は精錬鍛冶

遺構に伴 うものと思われる。

F10は工具付着淳、Fllは工具痕流入淳である。F12～ F14は流出孔淳、F15は流出子L～溝で形成

された津、F16～ 18は流出溝淳、F19～ 20は 流動滓である。F12～ 201こ ついては、考古学的な観察で

は製錬炉、あるいは流出孔をもつ精錬鍛冶炉のいずれにも伴う可能性のある資料である。F21は炉

内淳 ?と しているが、大形の椀形鍛冶淳、もしくは製錬炉の炉底塊の破片とみられる。 F22は炉底

から流出了しにかけて形成された淳で、流出孔をもつ精錬鍛冶炉か製錬炉に伴う可能性が考えられる。

F23～ 30は不明淳と名付けているが、これについても極めて大形の椀形鍛冶津か、製錬炉の炉底塊

か断定 しづらいものである。椀形鍛冶津 と考えるには、中世初頭のものとしてはかなり大きく、淳

の密度が高 く、結晶も発達 している点で疑問があり、一方で製錬炉の炉底塊 とするには中世初頭の

ものとしては小さく、形状の面でも難があるように思われる。不明淳の中で最も大きい部類は、長
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第 3章  1～ 3区の調査

さ 。幅が25cm前 後、厚 さが 14cm程度 あ り、炉 の規模 を推測す る手がか りとなる。 また、F23・

F29・ F32の ように工具痕や工具痕流入淳部が観察できるものもある。

前述のようにF10～ F30に ついては、考古学的な観察では、製錬炉、あるいは流出孔をもつよう

な大型の精錬鍛冶炉のいずれにも伴う可能性のある資料であった。しかし、金属学的な分析の結果、

F18・ 22・ 29(分析資料No 2～ 4)はいずれも精錬鍛冶工程の派生物と判断されたことから、他の

ものも精錬鍛冶工程の可能性がより高 くなったと思われる。

F31～ 43は椀形鍛冶淳、 F44～ 471よ含鉄鍛冶淳、F48～ 61は 含鉄鉄津としているものである。椀

形鍛冶津は長さ13,4cmの 中型ものから、長さ5cm以下の小型のものまであるが、このような差は鍛

冶作業における工程の違いを示すものと考えられる。含鉄鉄淳の中には鍛冶工程で生成 した淳のほ

か、鍛冶原料 としてもたらされた製錬系鉄塊の可能性があるものも含まれる。F43・ 47・ 59・ 61

(分析資料No。 7～ 10)については分析から製錬系鉄塊 と判定された。

F62～ F73は 鍛造の鉄製品で、F62～ 64・ 67は釘、F65は板状鉄製品、F66・ 68・ 69,71・ 72は

楔、 F70は 鏃、F73は 棒状鉄製品である。 F74～ 79はタト見から鋳造品と判断した鉄製品だが、F79

(分析資料No。 12)については分析により鍛造品であることが分った。鉄製品のうち、 F66～ 68・

71・ 72・ 75'76・ 79は鉄床石周辺から出上 したものである。これらについては、再利用を目的とし

た廃鉄器 (故鉄)のほかに、F68。 69,70。 71の楔は、鉄生産に際して使用された道具や、鍛冶遺

構で生産された鉄製品であった可能性 も考えられる。

粒状津 (F80)、 鍛造剥片 (F81)は前述 したように鉄床石周辺のM37オ ー cで まとまって出土

してお り、鍛錬鍛冶作業がされたことを示 している。

F82～ 85の 再結合津はいずれも鉄床石周辺で出土 したものである。

F86-1～ 7は 139で 1か所にまとまって出土 した鉄鍋破片である。遺構に伴うものではないが、

出土状態や遺物の形状から同一個体の破片が集められたものと考えられる。故鉄 として再利用 しよ

うと意図されたのかもしれない。口縁部は屈折 して段をもち、短 く立ち上がるもので、底部から体

部にかけては緩やかに丸みをもっている。復元される口径は約34cm、 器高は約18cmである。遺物の

特徴から、この鉄鋼の製作年代は12世紀末から13世紀頃と推定される1。

2区出土遺物 (第 10卜 103図 ) F87は SK37か ら出上 した短刀である。両関のもので、茎には目釘

孔が 1つ穿たれている。また、柄や鞘の木質が部分的に残っていた。F88・ 89は鍛冶炉の炉壁 と思

われる。 F90は 流出孔淳、F91は 流出孔津もしくは椀形鍛冶淳である。 F92～ 95は椀形鍛冶淳で、

F92は破面を見ると3層 に分かれたようになっている。F96～ F105は含鉄鉄淳、F106は板状の鉄製

品で、鍛造品と思われる。

3区出土遺物 (第 102・ 104図 ) F l10,F■ 1は不明淳としたもので、 F l10は 下面の形状は椀形

であるが、上面は流動状になっている。なお、金属学的な分析では、F■0(分析資料No。 19)に つ

いては精錬鍛冶工程の派生物 と判定された。 F l121よ椀形鍛冶淳である。 F107～ 109。 113～ 121は

含鉄鉄津で、このうちF107～ F109は SD13か ら出土 した。 F122は 刀子状の鉄製品と思われるが、

刃部はやや湾曲したかたちになっている。F123は鉄刀で、切先と茎部の一部が欠損 している。

1 五十川伸失氏の御教示による。

-104-



― 〕 ｏ ９ １

S1
05

遺
構

外
グ

ド
取

り
上

Iず

鉄
製
品

(鏃
)

Sf
L(
△

)

炉
壁

(鍛
冶

)
羽

日
(板

屋
型

羽
口

)
工

具
付

着
滓

流
出

孔
澤

流
出

溝
滓

流
動

滓
炉

内
滓
?

不
明

滓

麟 Ｆ

餞 幾 (s
=を

)

先
端
部
・
策
巻
き
痕
付
き

◎ 日

6=
考

)

軽 ⑬ Ｆ‐３

a 6=
考

)
6=
を

)

6=
を

)

工
具
痕
流
入
滓
部
付
き

3a
t・

銹
化

(△
)

〈 岱 【 榊 呻 甥
杞

6=
考

)

(s
=ン

)

メ
タ
ザレ
度
な
し

(S
=

S1
06

先
端

部
工

具
痕

流
入

滓

鉄
製

品

(袋
状

鉄
斧

)

特
L(
☆

)

０ ‥ 曳 磯

の ″″  
  
Fl
l

6=
考

)

炉
底
塊
～
流
出
孔
滓

飾
No
3

(3
=考

)

43
1

6=
ン

)

郵
洪
・
H(
○

)

炉
壁

(鍛
冶
・

板
屋
型
羽
口
付
き

)

流
出

孔
～

溝
滓

(3
=考

)
6=
考

)

体
部
・
賛
巻
き
痕
付
き

幾 6=
考

)

第
90
図
 1
区

鉄
関
連

遺
M構

成
図

(1
)



― 牌 ｏ ｏ ｌ

遺
 

構
 

外
グ

リ
ッ

ド
取

り
上

lj
卜
39
鉄

鋼
破

片
―

括
出

土

椀
形

鍛
冶

滓
鍛

冶
滓

含
鉄

鉄
滓

鉄
製

品
(鍛

造
品

)
鉄

製
品

(鋳
造

品
)

粒
状

滓
聴

滓
(自

鉄
・
H(
○

))
鉄

製
品

(鋳
造

品
。 鍋

)

中
(メ

タ
ル

度
な

し
)

中
(宮

鉄
・
H(
○

))
種

」ヽ
極
小

(含
鉄
,M
(◎

))

含
鉄
・
L(
●

)
銹

化
(△

)
L(
●

)
特
L(
☆

)
銹

化
(△

)
L(
0)

特
L(
☆

)
H(
○

)

剛 卸

②
F8
2

分
析

No
 1
5

▼へ
、ガ

:さ
ギく ＼

｀

＼

q6
引

射
斤
No
 1
6

咆
F8
6-
2

6=
考

)

6=
を

)

翰 Ｆ３８ 6=
考

)

Ｇ 取

イ 罵
F4
5

Ｑ 聞 銑 郷 弟

勘 Ｆ４８ 尾 6=
考

)

唸 醸 Ｆ５ Ｑ 島 凸 Ｆ５ 曖 翁
9

6=
考

)

①
F6
0

旬 6=
考

)

歴2 6=
/)

司 判

Ｆ

団

Ｆ
６

Ｆ６

因 Ⅶ

‐
―

鰹

Ｆ
７

F7
2

分
析

No
 l
l

Ｒ 阿 悧 聞 ＝ ―
―― 悧 脚 Ｕ

Ｐ
戟

＠ 剛
鏡

1

G=
考

)

H(
○

)

町 牝 ‐
‐ ＝

剛 鬱
5

6=
/)

中
(含

鉄
。 M
(◎

))
種
小

(含
鉄
・
H(
O)
)

H(
O)

L(
●

)
(含

鉄
,M
(◎

))

珍
F5
0

頓 ″
 F
51

6=
考

)

め 醐 懺 疇 6=
″

)

思 Ｆ ⑫ 6=
堵

)

鋳
造

剥
片

中
(含

鉄
・
銹

化
(△

))

F8
1

分
析

No
 1
4

曰 Ｆ３３
小

(含
鉄

。 M
(◎

))
極

小

(含
鉄
・
L(
0)
)

M(
◎

)

蛾
7

6=
を

)

⑤
Ｆ 鐵

3

6=
を

)

M(
③

)

慟
3

G=
を

)

第
91
図
 1
区

鉄
関
連

遺
物
構

成
図

(2
)



′

ハ

日

偶

削

Ｖ

‐

‐▽
ド

ｂ

　

‐

I  F14

0               10cn

第92図  1区鉄関連遺物実測図 (1)(1～9・ 11～151S=1/3、 10:S=1/2)

-107-
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第 3章  1～ 3区の調査

第 9節 製鉄 関連遺物 (分析資料 )の考古学的観察

(1)調査の手順

製鉄関連遺物については、遺構の機能や工程を的確に把握するため、強力磁石 (TAJIMA PUP―

M)と 小型特殊金属探知器による抽出、および肉眼観察による考古学的な分類を行った。この中か

ら、各遺構の機能や工程を代表すると思われる資料を金属学的分析が必要なものとして抽出し、遺

物観察表と実沢1図 の作成、写真撮影を行った。

資料の抽出、遺物観察表の作成は穴澤義功氏の指導のもと行い(併せて分析資料の切断個所につ

いても指示をいただいた。また、金属学的な分析については (株)九州テクノリサーチ・TACセ

ンターに依頼した。

(2)遺物観察表の見方

遺物観察表は、新潟県北沢遺跡 1・ 島根県板屋Ⅲ遺跡2に おける製鉄関連遺物の検討で採用された

様式を基本とし、分析項目などを加えた様式を用いている。主な項目の見方は以下のとおりである。

(1)遺物種類 金属学的分析を行う前に、考古学的な観察によって判定した遺物の種類である。

(2)計 預J値 各遺物の長さ。幅・厚さ・重量を計測したものである3。

(3)磁 着 度 製鉄関連遺物分類用の「標準磁石」を用いて、 6 Hlmを 1単位として資料との反

応の程度を数字で表現したものである4。

(4)遺 存 度 資料が完形か破片かを記す。

(5)破 面 数 資料が破片の場合、破面がいくつあるかを記す。

(6)メ タル度 埋蔵文化財専用に整準された小型特殊金属探知器によって判定された金属鉄の

残留の程度を示すもので基準感度は次のとおりである。

H(○ ):Hは最高感度でごく小さな金属鉄が残留することを示す。

M(◎):Mは標準感度でHの倍以上の金属鉄が残留することを示す。

L(0):Lは 低感度でMの倍以上の金属鉄が残留することを示す。

特 L(☆):特 Lは ごく低感度でLの倍以上の大きな金属鉄が残留することを示す。

(7)分  析 どのような分析をどのような部分について行うかを○印で示す。

(8)所  見 外形や破面・断面の状況、木炭痕や気孔の有無、および付着物やその他の状況に

ついて記す。

(9)分析部位 資料のどのような部分をどのよう

第105図 の実測図の網掛け部分は、

な目的で、調査・分析するのか記す。また、

分析に供した資料の採取位置を示す。

うに生成されたと予想されるかなどについて記(10)備 考 資料がどのような場所で、どのよ

している。

1 新潟県豊浦町教育委員会『北沢遺跡群』1992

2 島根県教育委員会『板屋Ⅲ遺跡』1998

3 計測方法については、島根県教育委員会『殿淵山遺跡・獅子谷遺跡』(1)

4 小林信一「製鉄遺跡の発掘と整理について」『研究連絡誌』第32号 1991
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第 3章  1～ 3区の調査

第 3表 鉄関連遺物分析資料詳細観察表

資料番号 1

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No 閃

分

析

項  目 淳 胎 土

出上位置 1区 A/137 ア e 時期 :根拠 中世 :出土土器
口

鏡

クマ
検 ◎

試料記号

検 銃 :KI牛ユ

化 学 :KI牛 1

放射化 : ―

計
　
　
測
　
　
値

長さ   8.9cm

中冨     9.3cm

厚さ  4,2cm

目室看藍  184.6g

色 調

表 :黒色・褐
色～赤褐色

遺 存 度 破片
度

ＡＭ

硬

Ｃ

地 :黒色・褐
色～赤褐色

破 面 数 6
X線回折

化  学 ○

遺物種類

(名 称)

羽口 (板屋型羽
口・先端部・費巻
き痕付き)

磁着度 4 前 含 浸
耐 火 度

カロリー
○

メタル度 な し 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析吉Б分

備  考

外径の大きな板屋型羽回の先端部寄りの外面破片。内側の通風孔部は欠落しており、破片自保の狽I面 には破

面が連続する。破面数は6を 数える。外面には長軸方向に伸びる幅5～ 8mn程 の貨巻き痕が並走しており、表面
の大半は黒色ガラス化しつつある。また、その上に上方から垂れてきた幅7mm以下の細い流動津が乗る形とな
っている。羽回の先端部側は小さく欠落してしまっているが、本来の先端までの距離はわずかと考えられる。

羽国の外径は17～ 18cmと 推定される。タト面の津の垂れから見て、羽回の装着角度は-45° 強とかなり強い。胎
土は石英質の石粒を多量に含み、わずかにスサが混和された粗いものである。石粒と土との比率は半々程度で

はないかと推定される。石粒の大きさは5n411大以下となる。羽回の部位としては、先端部から見て右下の1/6程

度の破片である。色調は表面が黒色で、内面の破面が褐色から赤褐色、地は津化部が黒色で、胎上部分は黒褐

色から赤褐色となっている。

短軸端部 1/3を直線状に切断し、羽口として分析に用いる。残材返却。

外面に貨巻き痕を残す本遺跡出土品としては数少ない板屋型羽回の破片である。弧状の外形から見て頓原町
の板屋皿遺跡や梅ヶ迫遺跡出土の羽口に類似した、外径の大きな羽回の破片である可能性が高い。また、時期

的にも板屋型羽口の出現期に近いものと考えられ、中世の前半段階の精錬鍛冶に伴う可能性が高そうである。

胎土は製錬炉の炉壁と同様の耐火性の高いものと判断される。この面からも工人の背景が窺われるかもしれな
い。構成NoF 6か らF9も 板屋型羽口片である。

資料番号

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F18

分

析

項  目 津 メタル

出上位置 1区 卜137 ウ a 時期 :根拠 中世 :出土土器
マ ク ロ

検  鏡 ○

試料記号

検 鏡 :KIT 2

化 学 :KIT 2

放射化 : ―

計

　

測

　

値

長さ  7.5clm

幅   7.1帥

厚さ  4.5cln

重量  350.9g

色 調

表 :茶褐色～
黒褐色

遺 存 度 破片
度

ＡＭ

硬

Ｃ

○

地 :黒褐色 破 面 数 5
X線回折

化  学 ○

遺物種類

(名称)

流出溝淳

磁着度 3 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 な し 断面樹脂
放 射 化

X線 透過

観察所見

分析部分

備  考

樋状の形態をもつ流出溝津または流出孔津の破片。上面は半流動状で、左側の側面には大形の破面が残され

ている。それ以外の肩部にも小破面が確認される。破面数は5を 数える。短軸方向の断面形はやや深めの樋状
で長軸方向は右手に向かい急激に薄くなっている。右側の側部下半は小さな破面である。側面から下面はきれ
いな樋状で底面中央部には幅81nln程の低い突出部が左右方向に伸びている。これは流出溝底または流出孔底に

残された工具痕を反映している可能性が高い。また、手前側の側部左端にわずかながら土質の国着物が確認さ
れている。微細な石英質の石粒を含む土砂である。津は破面の結晶が発達しており、風化のためにかなり荒れ

ている。ガスはよく抜けており、下面沿いに散在する程度となる。津としては緻密な部類で、上皮沿いには横

方向に広がる気孔が層状に残されている。色調は表皮が茶褐色から黒褐色で、地は黒褐色である。

長軸端部 1/4を 直線状に切断し、淳部を分析に用いる。残材返却。

断面形を重視すれば流出孔津の出口付近の破片とも考えられ、ガスの残り具合の少なさからは流出溝淳的で

ある。こうした両者の特色を備える外観から、長い流出孔部をもつ板屋型鍛冶炉の流出溝または流出孔に関わ

る津と推定される。津の結晶が発達しているのは極めてゆっくり冷えているためと判断される。分析No lの板

屋型羽回との関わりが強い可能性があるものとして分析資料に加えている。
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第 9節 製鉄関連遺物 (分析資料)の考古学的観察

資料番号 3

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 Nα F22

分

析

項  目 津 メタ,レ

出土位置 1区 M38 時期 :根拠 中世 :出土土器
マ ク ロ

検  鏡

度

４

折

学

硬ＣＭ一蜘化

○

試料記号

検 鏡 :KI←3

化 学 :KIT 3

放射化 : 一

計
　
　
測
　
　
値

長さ  13.3cm

幅  10,3cm

厚さ  9。 lc14

目雪置き 1562.7g

色 調

表 :茶褐色～
黒褐色

遺 存 度 破片
○

地 :濃茶褐色
～黒褐色

破 面 数 5
○

遺物種類

(名 称)

炉底塊～流出孔

津 (含鉄)

磁着度 6 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 銹化 (△ ) 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整五角形をした炉底塊から流出孔津にかけての津。主体は後者の可能性が高い。上下面と側面の半

分ほどが生きており、上手側と左側面の一部が破面となっている。破面数は5を 数える。右側面は傾斜した流

動状の津表面で、淳としてはその位置で途切れたものである。全体に厚みをもった樋状で下面は粉炭痕と流出

孔の壁面の圧痕に覆われている。下面の中央部に厚さ1.5mn程 の管状の工具付着津を巻き込んでいる。また左

側は突出しており、工具による流出孔底の傷を反映したものではないかと考えられる。津はやや緻密で内部に

木炭痕や不規則な隙間も残されている。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、津部は黒褐色、地は濃茶褐色から

黒褐色である。右側面の表皮の一部は外気に触れているためか紫紅色となっている。

長軸端部 1/4を 直線状に切断し、淳部を分析に用いる。残材返却。

木炭痕や部分的に気孔の粗い半流動状の津である。流畠溝中で途切れた特色を残し、津底面の一部には工具

付着淳や工具痕流入津を確認できる。磁着は全般に弱めながら強い部分もあり、ややムラがある印象を受ける。

直径は異なるが分析資料No 2と 一連の板屋型鍛冶炉の流出孔津の可能性があるものと推定される。ただし、サ

イズのみからいえば製錬炉の流出子し津であっても特に問題はない。

資料番号 4

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F29

分

析

項  目 津 メタル

出上位置 M37 オーa 時期 :根拠 中世 :出土土器
口
鏡
一度

盗

折

学

）

検
一硬

Ｃ Ｍ
一獅

化

○

試料記号

検 鏡 :KIT 4

化 学 :KIT 4

放射化 : 一

計

　

測

　

値

長さ  23.9cm

幅  26.5cm

厚さ  10.Ocm

重量 6820.Og

色  調

表 :茶褐色～
黒褐色

遺 存 度
ぼ
形

ほ
完

○

○

地 :黒褐色 破 面 数 3
○

遺物種類

(名称)

不明津 (含鉄)

磁着度 5 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 銹化 (△ ) 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

平面、隅丸の不整三角形をした不明津。全体観は椀形鍛冶津に似ているが大型で、平面形も不整三角形と特
異である。ほぼ完形品で、左側肩部を中心にわずかに破面カド確認される。破面数は3を 数える。上面は木炭痕
を残す緩やかな波状で、外周部に沿うように中央部が 2 cm強窪んでいる。この窪みの部分の平面形も不整三角
形となる。表面には木炭痕が連続する。肩部は稜のように尖っている部分とやや乱れている部分の両者が認め
られる。側面から底面は椀形で、下手寄りが肥厚しており、立ち上がりが急である。全体的にはやや皿状で狽1

部の立ち上がりが強い。その表面には 1側大以下の木炭痕が広く残されている。また上手寄 りの右側部には、
灰黒色の微細な砂粒を含む炉床土が薄く固着している。右側部中央付近には縦方向に伸びる突出部が少なくと

も2条残されており、工具痕流入津の可能性がうかがわれる。上面にも工具痕流入津と同じような方向を示す
窪みが2ヶ 所確認され、右側部寄りの 1ケ 所は径 l cm程の斜め上方向から残された丸棒状の工具痕である。色
調は表面の酸化土砂が茶褐色で、淳部は黒褐色、地は黒掲色である。

長軸端部 1/10を 直線状に切断し、淳部を分析に用いる。残材返却。

製錬炉の炉底塊の一種とも大型の椀形鍛冶津とも判別しにくい椀形の津資料である。 1区出土品のうち、構
成No毘 4か らF30も 形態や大きさの一定しない同種の津である。そのため不明淳として取 り扱っている。本資
料のみから指摘できる点は、①斜め右上方向から径 1帥程の丸棒状の工具がさしまれていること、②炉床上の

被熱が弱いという特色をもつこと、③中央部が外周部に沿つて一段窪んでいること、④不整三角形をした椀形
の大型の津であるということ、などが大きな特色である。ただし、明瞭な流出子し津関係の破面などは残されて
いない。金属学的な分析調査により、分析資料No l～ 4、 さらにはそれ以降の分析資料との一連性があると判
断されれば、流出子し津の生成される場合とそうでない場合があるという想定がなされよう。
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第 3章  1～ 3区の調査

資料番号

資料番号

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F34

分

析

項   目 淳 メタル

出上位置 1区 M37 エーg 時期 :根拠 中世 :出土土器
マ ク ロ

検  鏡 ◎

試料記号

検 鏡 :KIT 5

化 学 :KIT 5

放射化 : 一

計

　

測

　

値

長さ   12,9cm

幅     9,8cm

厚さ  5。 3cm

重量 1037.9g

色 調

表 i茶褐色～
黒褐色

遺 存 度 破片
度

ＡＭ

硬

Ｃ

○

地 :濃茶褐色
～黒褐色

破 面 数 5
X線 回折

化  学 ○

遺物種類

(名称)

椀形鍛冶津

(中・含鉄・工具
痕付き)

磁着度 4 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 銹化 (△ ) 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整楕円形をした椀形の大型淳。側面と肩部に小破面を残し、破面数は5を 数える。上面の中央部に

短軸方向に向かい幅 4 cmを 越える工具痕が残されている。工具痕の右手前側は外に広がっており、複数の工具

痕が重なっているものと予想される。上面は通常の椀形鍛冶津とやや異なって肩部に向かいなだらかに傾斜し
ており、右側部寄りでは流動状に垂れている。側面から下面はきれいな椀形で、表面には粉炭痕が密集する。

右側部はわずかに乱れた形状で、小さな破面が酸化土砂の後に隠されているかもしれない。津は緻密で気孔が

まばらに残 り、結晶が発達気味である。含鉄部は上面寄りと推定される。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、

津部は黒褐色、地は濃茶褐色から黒褐色である。

長軸端部1/8を 直線状に切断し、津部を中心に分析に用いる。残材返却。

椀形鍛冶津の可能性が高いものと推定されるが、全体に横長で右側部がもう少し伸びる可能性もあり、流出

孔津的な要素も残る。工具痕も同様である。津としては緻密で、比重が高めとなっている。

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 酌 F42

分

析

項  目 淳 メタル

出上位置 1区 M37 ウーa 時期 :根拠 中世 :出土土器
口
鏡
一度

Ａ
一折

学

）

検
一硬

Ｃ Ｍ
一蜘

化

◎

試料記号

検 鏡 :KIT 6

化 学 :KIT 6

放射化 : 一

計
　
　
測
　
　
値

長さ   6.7cm

幅   7.8cln

厚さ  4.9伽

重量  284.5g

色 調

表 :茶褐色～
黒褐色

遺 存 度 ぼ
形

ほ
完

一〇

地 :濃茶褐色
～黒褐色

破 面 数 2
○

遺物種類

(名称)

椀形鍛冶淳

(小・含鉄)

磁着度 7 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 M(◎ ) 断面樹脂 ○
放 射 化

X線透過 ○

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整精円形をした小型の厚みをもった椀形鍛冶津。左側部が小破面となっているが、全体的には完形

品に近い。上面は不明瞭な木炭痕を残す平坦面で、一部が塊状に突出する。肩部から底面にかけては、きれい

な椀形で、その表面には l cm大以下の木炭痕が密に残されている。小さな錆膨れや酸化液の国化物も確認され

る。含鉄部は上面寄りに広がりをもち、わずかに黒錆のにじみや放射割れが生じている。津は気孔が粗 く、見
かけのわりには比重が高い。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、津部は黒褐色、地は濃茶褐色から黒褐色とな
っている。

長軸端部1/3を 直線状に切断し、津部を中心に分析に用いる。残材断面樹脂塗布。残材返却。

本遺跡では本資料のような典型的な小型の椀形鍛冶津が少数確認されている以外は、大きさや形状の一定し

ない津が多量に出土している。淳全般に表面の木炭痕が粗 く、形態的にも類例の少ない遺跡である。最も似た

淳を出土する遺跡は、同じ尾原ダム事業地内の原田遺跡 1区 である。時期的には中世と考えられる。津の特色

が地域の特性を示すものか、時代性を示すものかが注目される。古代や近世のような定形淳が全体に少なく、

新たに解明されるべき問題が含まれているのかもしれない。
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第 9節 製鉄関連遺物 (分析資料)の考古学的観察

資料番号 7

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F43

分

析

項  目 津 メタル

出土位置 1区 M37 エー c 時期 :根拠 中世 :出土土器
マ ク ロ

検  鏡

○

◎

試料記号

検 鏡 :KIT 7

化 学 : ―

放射化 : ―

計

　

測

　

値

長さ  3.6cm

幅   4.4cm

厚さ  2.4cm

目豆ξ聖   42.lg

色  調

表 :黄褐色～
濃茶褐色

遺 存 度 破片
度

ＡＭ

硬

Ｃ

○

地 :黒褐色 破 面 数 2
X線 回折

化  学

遺物種類

(名称)

椀形鍛冶津
(極小・含鉄)

磁着度 8 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタル度 L(0) 断面樹脂 ○
放 射 化

X線透過 ○

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整台形をした含鉄の椀形鍛冶津。長軸側の両側面が破面となっており、母体は極小の椀形鍛冶津と

推定される。破面数は2を 数える。上面は凹凸を残し、右方向が高くなっている。下面は浅い樋状で左方向に

向かい広がり気味である。含鉄部があるためか、黒錆のにじみや放射割れが生じ始めている。透過X線像によ

れば鉄部は左側部下面に沿って広がっている。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、津部は濃茶褐色、地は黒褐

色である。酸化土砂が全体に固着しているため、不明な点も多い。

長軸端部V3を直線】犬に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

極小の椀形鍛冶津としているが、含鉄の流出孔淳的な外観も残している。樋状の横断面形が右側部寄りでは

立ち上がりが急で、全体に九みをもっている点や含鉄部が下面沿いにあるという点など判断が難しい資料であ

る。分析結果を見て判断したい。

資料番号 8

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F47

分

析

項 目 津  :メタル

出上位置 1区 M37 イー c 時期 :根拠 中世 :出土土器
マ ク ロ

検  鏡

υ

◎

試料記号

検 鏡 :KIT 8

化 学 : 一

放射化 : 一

計

　

測

　

値

長さ  4.Ocm

幅   3.5cm

厚さ  2.7cm

重量   65.lg

色  調

表 :黄褐色～
黒褐色

遺 存 度 完形?

度

ＡＭ

硬

Ｃ

○

地 :黒褐色 破 面 数 2
X線 回折

化  学

遺物種類

(名称)

椀形鍛冶淳
(含鉄)

磁着度 8 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 L (0) 断面樹脂 ○
放 射 化

X線透過 ○

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整精円形をした塊状の含鉄の鍛冶津。表面には酸化土砂が広がり、分かりにくい点もある。上面は

平坦で、左側面は一部が小破面の可能性をもつがはっきりしない。破面数は2と しておく。短軸側の側面から

底面は立ち上がりの急な樋状で、底面は平坦気味である。中核部に含鉄部が存在しているためか、黒錆のにじ

みや放射割れが小範囲で生じている。見かけのわりには比重が高い。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、岸部

が黒褐色、地は黒褐色である。

長軸端部1/3を 直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

通常の含鉄の鍛冶淳は全体が九みをもつことが多いが、本資料は上面がきれいな平坦面で、下面が樋状か平

坦気味である。メタル度がL(0)で 含鉄部が中核部に残されているなどの特色をもっている。分析資料No5

と同様、遺物種類にやや幅をもたせて考えるべき資料である。
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第 3章  1～ 3区の調査

資料番号

資料番号

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F59

分

析

項  目 津 メタル

出上位置 1区 L37 イー j 時期 :根拠 中世 :出土土器
クマ

検
一硬

Ｃ

口
銃
一度

ＡM

○

◎

試料記号

検 鏡 i KIT 9

化 学 : ―

放射化 : ―

計
　
　
測
　
　
値

長さ   4.8cm

幅   5。 7cm

厚さ   3.6cm

達こど彗  107.Og

色 調

表 :責褐色～
黒褐色

遺 存 度 破片
○

地 :黒褐色 破 面 数 3
X線 回折

化  学

耐 火 度

カロリー

放 射 化

X線透過

遺物種類

(名 称)

含鉄鉄津

磁着度 9 前 含 浸

メタル度 L (0) 断面樹脂 ○
○

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整台形をした含鉄鉄津。表面は厚い酸化土砂に覆われており、端部には部分的に黒錆の吹いた津部

や鉄銹化物がのぞいている。上下面は生きている可能性があると考えられ、左側面は全面が破面と推定される。

破面数は3と しておく。全体観としては、中から小型の椀形鍛冶岸の肩部に似ている。右側面寄りの肩部はし

っかりした円盤状である。磁着傾向や透過X線像からは含鉄部が特に集中せず、全体に津中に広がっている傾

向を読み取れる。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、津部は黒錆の影響のためか表面、地とも黒褐色である。

長軸端部1/3を 直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

大きさは異なるが分析資料lWo10と 類似点をもっている。可能性としては、精錬鍛冶段階の含鉄の椀形鍛冶津

ではないかと見られるが、津と鉄の分離が悪く、操業失敗品かもしれない。本遺跡では構成資料金般に不定形

な含鉄の津が目立ち、きれいな形状をもつ銑鉄塊のような資料は確認できない。製錬工程で生産された鉄の炭

素量が低めで、岸の分離が悪く、後の銀冶工程にもそうした影響が現れたのかもしれない。

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F61

分

析

項  目 淳 メタ,レ

出上位置 1区 L37 時期 :根拠 中世 :出土土器
口
鏡
一度

Ａ
一折

学

）」硬ＣＭ一蜘化

○

◎

試料記号

検 鏡 :KIT-10

化 学 :KIT-10

放射化 : ―

計

　

測

　

値

長さ  7.2clm

幅   5,7cm

'享

さ   3.4cm

目豆蜃肇  213.6g

色 調

表 :黄褐色～
黒褐色

遺 存 度 破 片
○

○

地 :黒褐色 破 面 数
○

遺物種類

(名称)

含鉄鉄淳

磁着度 8 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

放 射 化

X線透過
メタリレ度 特 L (☆ ) 断面樹脂 ○

○

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整五角形をしたやや扁平な含鉄鉄津。右狽1部 は小さな破面で、下手側は弧状に連続しており、生き

ている可能性が高い。それ以外の側面は破面となっている。破面数は4以上を数える。上面は中央部が一段高

くなり、上面は平坦気味である。肩部沿いは欠けたように低 くなっており、破面となるかもしれない。下面は

ゆるやかな皿状の面で、上手側の中央部がやや突出し、下面全体に粉炭痕らしき窪みが連続する。表面の酸化

土砂の間に各所から津部がのぞき、銹化物や小さな放射害Iれ も生じている。含鉄部は磁着傾向や透過X線像か

らも全体に広がっていると判断される。比重も高い。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、津部は表面、地とも

銹化のためか黒褐色となっている。

長軸端部1/3を 直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

含鉄の椀形鍛冶滓の中核部から側部にかけての破片の可能性が高い。分析資料No 9と 同様、津中に鉄部が広

く散っているものと推定される。精錬鍛冶処理中に津中に鉄部が散ってしまったものであろうか。
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第9節 製鉄関連遺物 (分析資料)の考古学的観察

資料番号 11

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F72

分

析

項  目 津 メタル

出上位置 1区 L37 エー a 時期 :根拠 中世 :出 土土器
マ ク ロ

検  鏡

①

Ｏ

試料記号

検 鏡 :KIT-11

化 学 :KIT-11

放射化 : ―

計

　

測

　

値

長さ   4.7cm

幅   2.0帥

厚さ  0。 9cm

目三看藍   63.Og

色  調

表 :黄褐色～
濃茶褐色

遺 存 度
ほt会

完形

度

ＡＭ

硬

Ｃ

一〇

〇

地 :濃茶褐色
～黒褐色

破 面 数 0
X線 回折

化  学 ○

遺物種類

(名 称)

鉄製品

(鍛造品・楔 )

磁着度 7 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 (☆ )特 L 断面樹脂 ○
放 射 化

X線透過 ○

観察所見

分析部分

備  考

2 cmほ どの身幅をもつ完形の楔状の鉄製品。長さは4.7cmと 透過X線像から判断される。頭部の最大厚みは

9 mn弱である。外周部は酸化土砂と酸化物が分厚 くとりまき、放射割れも無数に走っている。頭部は表面の酸

化物が欠け落ちており、そのためか右側がわずかに低い状態となっている。体部の横断面形は長方形で、側部

に向かい厚み方向が薄くなっていく。頭部の角は直角に近く、側部の角はやや隅円方形である。左偵」の側部は

足寄りの部分がわずかに窪んでおり、整形のためか錆による欠けであるのかを区別できない。頭部は中央部が

厚みを増しており、これは使用による広がりなのか本来の形状なのかも不明である。少なくとも透過X線像で

は、頭部のつぶれや広がりは確認できない。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、鉄部は濃茶褐色である。

短軸端部 1/5を 直線状に切断し、メタル部を分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。表面の酸化物

の一部は放射割れから一旦分解したものをセメダインで接合している

小形ながら厚みを持つほぼ完形の楔である。頭部は使用によるつぶれはほとんど見られず、先端部は銹化が

進んでいる。M37グ リッドからは楔状あるいは止め釘状の鉄製品が複数出上しており、含鉄の鉄滓類や再結合

津の集中度も高く、楔が観 冶工房の製品の一部をなすことも十分考えられる。ただし、鍛冶加工のための藝と

しての役割や、鋳造の鉄鍋片などとも共伴する可能性があり、この場合には故鉄として再利用を目的とするこ

とを否定するものではない。なお分析資料としては、鉄関連遺物が鉄床石機能をもつ大形の自然石まわりに集

中して出上していることから、 1区の分析資料全16点 のうち13点 をM37グ リッド周辺出土品で構成している。

資料番号 12

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F79

分

析

項  目 津 メタル

出土位置 1区 M37 ウー a 時期 :根拠 中世 :出土土器
マ ク ロ

検  鏡

○

○

試料記号

検 鏡 :KIT 12

化 学 : 一

放射化 : ―

計
　
　
測
　
　
値

長さ  6.7cm

幅   3.6cm

厚さ  0.6cm

目雪看菖   73.6g

色 調

一
色

色
褐

褐
茶

黄
濃

表
遺 存 度 破 片

度

ＡＭ

硬

Ｃ

○

地 :濃茶褐色
～黒褐色

破 面 数
X線回折

化  学

遺物種類

(名称)

鉄製品

(鍛造品?)

磁着度 6 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 L (0) 断面樹脂 ○
放 射 化

X線透過 ○

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整六角形をした薄板状の鉄製品。割れ方や表面の酸化物の剥離の仕方から鋳造品の破片と仮に分類

しているが、透腟 線像的には鍛造品であつても問題はない。芯部の形状は幅1.9cm前後、最大厚みは 6 Halほ ど

である。長さは4 cmま では確実であるが、実測図左手のこぶ状の再結合津に妨害されて、かつ、上面寄りに別

の鉄片が重層しているためか、不明瞭になっている。重層する鉄片は長さ2,3cm、 幅は 7 Hal以上、厚みは l mn

前後のごく薄いものである。本体側の鉄部は表面に薄皮状の酸化物が発達して、剥離した部分や放射割れなど

も加わり全体に変形が進んでいる。再結合気味の酸化土砂中には1.0帥大以下の津片や木災粉を加えて、1.3nlnl

大の減状の津が確認できる。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、鉄部は濃茶褐色、地は濃茶褐色から黒褐色で

ある。

長軸端部1/6を 直線状に切断し、メタル部を分析に用いる。残材断面に樹脂塗布①残材返却。

もし、鍛造品であるとすれば、厚みや長さはやや違うが、分析資料Nollの楔と幅は似ていることになる。両

者とも幅1,9c14で 、厚みは本資料の方がひとまわり小さい。M37グ リッドからは幅や長さの微妙に異なる楔状

の鉄製品が複数確認されており、本遺跡の鍛冶工房の製品としてはややばらつきがありすぎ、故鉄の可能性も

残る。
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第 3章  1～ 3区の調査

資料番号

分析資/111Wo13   粒状津

資料番号 14

出土状況
遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F80

分

析

項  目 淳 メタル

出上位置 1区 M37 オー c 時期 :根拠 中世 :出土土器

マ ク ロ

検  鏡

硬  度

CMA
X線 回折

化   ≒|

○

○

試料記号

検 鏡 :KIT-13

化 学 : ―

放射化 : ―

計
　
　
測
　
　
値

長さ ― cm

中冨    ――  cm

厚さ 一 cm

重量  ― g

色 調

遺 存 度

破 面 数

遺物種類

(名 称)

粒状淳 (6点 )

磁着度 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタル度 な し 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

M37グリッドをlmメ ッシュで区分した内の、オーcメ ッシュの上砂からの出土品である。鉄床石に用いられた巨大な自然石
の周囲に、4× 2.5mの範囲に再結合津が広がっており、オーcはその北東の外周部にあたる。土砂を洗い出した上で粒状津・

鍛造剥片ともイこ出土量が多く、その大きさに幅があるメッシュから分析用に選択したものである。選定にあたっては、3剛大以
下の大きさをもつ個体のうち、磁石で強弱に2分した上で、大小の最大幅を考慮し、大。中・小の中からそれぞれ1点ずつを選
択している。粒度としては直径lmrl大 から1.8mm大、2.7剛大前後という配分である。色調は全て青黒く光沢のあるものばかり
である。

必要品を選択し、粒状津として分析に用いる。残材返却。

本資料を見る限り粒度の幅が狭く、1.Omm大 以下の小さな粒状津はほとんど確認されない。鍛造剥片がやや厚めで錆色
が強い傾向を示すのに対して、粒状淳側は通常の鍛冶遺跡から出土する平均的なものが多い。なお、再結合淳全体での
粒状淳の出土傾向は完全には解析しきれていないが、オーdまど多出したメッシュは確認されていないし、オーcそのものの出
土量も100点強と鍛造剥片の量と比べても格段に少ない。これは粒状津が多出するような、粗鉄に粘土汁をかけるという、丁
寧な鍛冶作業が行なわれていないという証明になるかもしれない。

呑 号 直 径 (mH 色 詞 形 状 及 び 表 面 磁 看 うミfし

3-イ ー1 黒褐色 や や い びつ な球 形 。月ヽ さな突 起 lケ 所 あ り。 光 沢 な し。 あ り

3-イ ー2 黒褐 色 ややいびつな球形。 やや光沢あ り あ り

3-イ ー3 黒褐 ■ きれいな球形ハ光沢あ り あ り

3-ロー 1 黒褐 色 やや い びつ な球 形 。月ヽ さな突起 lヶ 所 あ り。光 沢 な し。 強 あ り

3-ロー2 黒褐 色 ややいびつな球形6やや光沢あ り。 強 あ り
3-ロー3 黒褐色 ややいびつな球形。光沢あり。 強 な し

出土状況
遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F81

分

析

項  目 津 メタル

マ ク ロ

検  鏡

○

○出上位置 1区 M37 オー c 時期 :根型 中世 :出土土器

試料記号

検 鏡 :KIT-14

化 学 : 一

放射化 : ―

計

　

測

　

値

長さ ― clll

幅  一 c14

厚さ 一 cm

重量  ―  g

色 調

遺 存 度
硬  度

CMA

破 面 数
X線回折

化  学

遺物種類

(名称)

鍛造剥片 (6点 )

磁着度 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタル度 な し 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

M37グ リッドをlmメ ッシュで区分した内の、オーcメ ッシュの土砂からの出土品である。鉄床石に用いられた巨大な
自然石の周囲に4× 2.5mの範囲に再結合津が広がっており、オーcはその北東の外周部にあたる。上砂を洗い出した上で、
粒状淳・鍛造剥片ともに出土量が多く、その大きさや厚さに幅があるメッシュから、分析用に選択したものである。選定
にあたっては、5,8uul以 下大の大きさをもつ個体のうち、磁石で強弱を2分 した上で、厚さの最大幅を考慮し0.lmnか ら、
0,2nll、 0.4nll前 後と倍数になるようにそれぞれ1点ずつを選択している。そのため、大きさ自体はやや幅をもっている。
色調は表面が濃茶褐色の錆色で、裏面が濃茶褐色か青黒いもののどちらかである。比率としては前者が大多数である。

必要品を選択し、粒状津として分析に用いる。残材返却。

本遺跡出上の鍛造剥片は、最大厚さが0,4nnl、 最小の厚さが0,lmnと やや厚めの傾向をもち、色調は表裏面ともに濃茶褐
色の個体が目立つ。ただし、 l nm大 以下の粉末状の資料では表裏ともに青黒い光沢を持っている。分析資料用に3 ml大を
超える資料を選定した結果、厚めの個体が選択され、そのために表裏面が錆色の個体が主となってしまった傾向があるか
もしれない。なお、再結合淳全体での鍛造剥片の出土傾向は完全には解析しきれていないが、オーcほ ど多出したメッシ
ュは確認されていないし、遺跡全体の出土量もかなり限定的であったとは言えそうである。

分析 料 No14 鍛造剥片

番号 「
t洪 Jイ巨 (trll,

色調 表 一異 磁 着 気 孔
長 uFH 短 軸 厚 さ

4-イ ーユ マ ギ 四 山 め ワ。 マ マ苑 沢 め ワ 凹 凸 あ り。 光沢 な し。 な し

4-イ ー2 ゆ るや か な波】大。 光 沢 あ り。 凹凸あり。やや光沢あり。 孜 し

4-イ ー3 濃茶褐色～黒褐色 ゆるやかな波状。光沢あ り。 やや幽山あ り。やや光沢あ り。 な し

4-ロー ユ 辰 余 御 色 ～ 黒 約 也 ゆ るや か な波状 。 や や光 沢 あ り。 凹 凸 あ り。 や や 光 沢 あ り。 強 な し

4-ロー2 0.20 平清 で あ る。 光 沢 あ り。 やや凹凸あり。やや光沢あり。 懺 /iAし

4-ロー3 濃茶褐色～黒褐色 平滑である。光沢あ り。 やや 幽 凸 あ り。 や や 光 沢 あ り。 強 な し



第 9節 製鉄関連遺物 (分析資料)の考古学的観察

資料番号 15

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F82

分

析

項  目 淳 メタル

出上位置 1区 M37 ウー a 時期 :根拠 中世 :出 土土器
口

鏡

クマ
検 ○

試料記号

検 鏡 :KIT 15

化 学 :―
放射化 : 一

計

　

測

　

値

長さ   6.8cm

幅   6.4cln

)享 さ   3.8cm

重量  136.Og

色 調

表 :茶褐色～
濃茶褐色

遺 存 度 破片
度

ＡＭ

硬

Ｃ

地 :濃茶褐色 破 面 数 4
X線回折

化  学

遺物種類

(名 称)

再結合淳

(含鉄)

磁着度 6 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 H (○ ) 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整五角形をした再結合津。一見、小形の椀形鍛冶淳のような外観を持つ。上下面の大半と短軸側の

側部は生きている可能性が高く、左右の側部が破面と考えられる。破面数は現状で4と しておく。上面は平坦

で、津片や再結合淳の突起が残されている。また、上面左上手寄 りの再結合淳中に、青光りする薄手の鍛造剥

片が 8点以上確認される。左右の側面はゴツゴツした津片の露出する破面でやや層状になっている。中間層は

鍛造剥片まじりの土砂主体の層となる。下面は椀形または樋状で左右方向に長手となり、その表面には津片を

主客として鍛造剥片も確認される。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、津片や中間層の土砂は濃茶褐色、地は

濃茶褐色である。

長軸端部1/3を 直線状に切断し、再結合淳として分析に用いる。残材返却。

再結合淳自体の出土範囲がM37グ リッドを中心に3～ 4mの 範囲に及んでいる。しかし、鉄淳片や鉄津粉主体

で、鍛冶系の微細な津を含むものはまれであった。本資料は明らかに鍛造剥片を含み、やや粒状津に似た津も

確認されるために分析用に選択されたものである。鍛造剥片各々の厚みを直接ルーペで計測することはできな

いが、厚みは0.3mnか ら0。 lnul程 度ではないかと判断される。なお、鍛造剥片等を含む再結合淳が少ないという

ことは、鍛錬鍛冶の比率が低めで、精錬鍛冶主体の鍛冶工房の存在を窺わせるものかもしれない。もし、分析

資料中に故鉄が含まれているとすれば、さらに総合的な検討が必要となろう。

資料番号 16

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F86-1

分

析

項  目 淳 メタル

出土位置
1区  139

(鉄鍋破片一括出土)

時期 :根拠 中世 :出土土器
マ ク ロ

検  鏡

○

○

試料記号

検 鏡 :KI牛 16

化 学 :KIT 16

放射化 : ―

計
　
　
測
　
　
値

長さ  7.8cm

哺目      6.8cm

厚さ  0.6cm

目g看雪  142.6g

色 調

表 :黄褐色～
濃茶褐色

遺 存 度 破片
度

Ａ
一

Ｍ
一

硬

Ｃ
一X線回折

化  学

耐 火 度

カロリー

○

色
色

褐
褐

茶
黒

濃

一

地
破 面 数 6

○

遺物種類

(名称)

鉄製品(鋳造品・

鍋・体部)

磁着度 前 含 浸

メタ,レ度 特L(☆ ) 断面樹脂 ○
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

厚さ4.5mnほ どの鋳造品の破片。平面形はゆるやかな弧状で、表裏面には酸化土砂が不規則に広がっている。

内外面は生きている可能性が高く、側面にはシヤープな破面が連続する。内面から見て右上の角の部分は、放

射割れにより分解しかけている。透過X線像から見ると、放射割れや銹化による窪み以外に、径0,7Hm大以下

の明瞭な気孔が少ないながらも確認される。ただし、鋳造作業を失敗させるほどの状態ではない。厚みやカー

ブから見て鉄鍋T4k部下半で、底部に比較的近い部位を想定できる。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、鉄部は

銹化しているために濃茶掲色である。地は濃茶褐色から黒褐色。

長軸端部1/4を 直線状に切断し、メタル部を分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

やや厚手の鉄鍋の体部下半破片と推定される。本遺跡ではM37グ リッドから鉄淳片や鍛造剥片などの鍛冶関

連遺物が、鉄床石として用いられた巨大な自然石の周囲からまとまって出上している。加えて139グ リッドか

らは鉄鍋の大形破片が重層するように一括で出土している。このうち鋳造品には、4.5血 から7 1nlllほ どの厚手

のものが目立ち、本地域での中世前期の流通品や鍛冶工房に故鉄として持ち込まれた鋳造品の傾向を窺い知る

ことができる。
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第 3章  1～ 3区の調査

資料番号 17

資料番号

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 lWo F93

分

析

項  目 淳 メタル

出上位置 2区  D42 時期 :根拠 中世 :出土土器
口
鏡
一度

４

折

学

）

検
一硬

Ｃ Ｍ
一獅

化

◎

試料記号

検 鏡 :KrT-17

化 学 :KI牛 17

放射化 : 一

計

　

測

　

値

長さ  9.2帥

幅  13.1帥

厚さ  7.4帥

璧襲藝  810.Og

色  調

表 :茶褐色～
濃茶褐色

遺 存 度 破片

一〇

地 :濃茶褐色
～黒褐色

破 面 数 5
○

遺物種類

(名称)

椀形鍛冶津
(中・含鉄)

磁着度 7 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタル度 H (○ ) 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整五角形をした中型の椀形鍛冶津の肩部破片。上下面と左側の側部が生きており、右側面と手前側
の側部が破面となっている。破面数は5を 数える。上面は l cm大以下の木炭痕に覆われた凹凸のややはげしい

面で、肩部は一段低くなっている。左側面から下面は全体的には椀形となっており、底面の中央部と手前側の

2ヶ 所が小さく突出している。これは、鍛冶炉の炉床に残された鍛冶具による傷によるものであろう。なお、

突出部の横には津の底面をかすめるような幅1,3帥ほどの帯状の工具痕が残されている。底面は左右方向に弧

状が強く、上手側の側面形はやや溝状である。津全体としては緻密で、手前側の側部破面は重層した椀形淳の

ように3層 に分かれており、間には隙間が生じている。磁着傾向から見ると含鉄部は最上層主体である。全体

に比重の高い津で、下面は炉床上の圧痕主体となっている。色調は表面の酸化土砂が茶褐色、津部が濃茶褐色

で、地は濃茶褐色から黒褐色である。

長軸端部1/5を 直線状に切断し、津部を中心に分析に用いる。残材返却。

正位の判断の難しい椀形鍛冶淳である。現在の実測位置からすると左側部から肩部が平面的に直線状に近く、

鍛冶炉の炉壁の一部が直線状であった可能性も残されている。一方、工具痕や炉床に生じていたと推定される

工具による傷は斜め左上から残されたもので、左利きの鍛冶工人によるものかもしれない。椀形鍛冶淳として

は大きさのわりに厚みをもち、平面形も乱れている。なお、津の形成が 3層 に分かれている点は原料の投入単

位の情報を残すものとして注目される。

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F105

分

析

項  目 津 メタル

出上位置 2区  D44 時期 :根拠 中世 :出土土器
マ ク ロ

検  鏡

○

◎

試料記号

検 鏡 :KIT 18

化 学 :一
放射化 : ―

計

　

測

　

値

長さ  6.5cm

幅   4.6cln

厚さ  3.8cm

重量  129.7g

色  調

表 :茶褐色 遺 存 度 疲片 ?
度

ＡＭ

硬

Ｃ

○

地 :濃茶褐色 破 面 数
X線 回折

化  学

遺物種類

(名称)

含鉄鉄淳

磁着度 6 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 L(0) 断面樹脂 ○
放 射 化

X線透過 ○

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整楕円形をした分厚い酸化土砂に覆われた含鉄鉄津。かろうじて内部がのぞいているのは、上手側
の側面と下面右側の一部である。下手側の側面は立ち上がりが急で、破面の可能性があろう。破面数は2程度

か。上手側の狽I面の淳部は木炭痕を残す平坦な面で下面はきれいな椀形となっている。透過X線像によれば芯

部に隙間が多く、すかすかに近い。まとまった鉄部はなく、スポンジ状の津中にメタル部が分散しているよう

な状態を示す。そのためか比重が低い。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、地の淳部は濃茶褐色である。

長軸端部1/3を 直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

合鉄ではあるが分散的で酸化土砂にはげしく覆われた含鉄鉄淳である。下面が椀形になる点は小形の椀形鍛

冶淳に類似しているという程度で、実態のはっきりとしない資料である。 2区 出土の合鉄鉄津として構成され

た3点 の内の 1点である。
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第 9節 製鉄関連遺物 (分析資料)の考古学的観察

資料番号 19

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No Fl10

分

析

項  目 淳 メタル

出上位置 3区  SDH 時期 :根拠 中世 :出土土器
口
鏡

クマ
検 ◎

試料記号

検 鏡 :KIT 19

化 学 :一
放射化 : 一

計
　
　
測
　
　
値

長さ   14.5cm

幅   13.7cm

厚さ  7.0帥

重量 1474.lg

色 調

表 :濃茶褐色
～黒褐色

遺 存 度 破片
度

ＡＭ

硬

Ｃ

○

地 :黒褐色 破 面 数 7
X線 回折

化  学 ○

遺物種類

(名 称)

不明津 (含鉄)

磁着度 3 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 銹化 (△ ) 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整六角形をしたやや大型の不明淳。上面は不定方向に流れる流動津で、木炭痕も間には残されてい

る。上下面と下手側の側面が生きており、左右の側面と上手側の右半分が主たる破面である。破面数は7を 数

える。短軸方向の断面形は「U」 字形で、底面は左右方向にやや広がる皿状となっている。底面全体に炉壁土

の圧痕や粉炭痕が広がっている。淳はややガス質で破面には横方向に広がる気孔も確認される。含鉄部は津中

に4, 5ケ所に分かれて分散気味で、元からまとまった鉄部はなかったものと考えられる。色調は表面の薄い

酸化土砂が濃茶褐色で、淳部は表面 。地とも黒褐色である。

長軸端部1/7を 直線状に切断し、淳部を中心に分析に用いる。残材返却。

底面は椀形鍛冶淳的に似ているが、上面全体に小単位の流動津が横方向に流れはじめているため、はっきり

と椀形鍛冶淳とは判断しにくい。 3区SDll出土品で、 3区全保としては含鉄の小ぶりの滓が多い中での、最

も大形の分析資料である。

資料番号 20

出土状況

遺 跡 名 北原本郷遺跡 遺 物 No F121

分

析

項  目 淳 メタル

出上位置 上黒3区 G36 時期 :根拠 中世 :出土土器
マ ク ロ

検  鏡

○

◎

試料記号

検 鏡 :KIT 20

化 学 : 一

放射化 : 一

計

　

測

　

値

長さ  7.4帥

幅   5.5cm

厚さ  2.8cm

目邑看菖  117.2g

色 調

表 :茶褐色～
黒褐色

遺 存 度 破片
度

ＡＭ

硬

Ｃ

○

地 :黒褐色 破 面 数
X線回折

化  学

遺物種類

(名称)

含鉄鉄津

磁着度 6 前 含 浸
耐 火 度

カロリー

メタ,レ度 L (0) 断面樹脂 ○
放 射 化

X線透過 ○

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整多角形をした含鉄鉄津。上下面と側部の大半は生きており、右側部のみが銹化により破面となっ

ている。破面数は2と しておく。表面全体に酸化土砂が取り巻き、表面状態を読み取りにくい資料である。上

手側の右半分を破面とみれば、細い樋状の外形が想定できる。最大厚みは2.5clnほ どで、やや薄手である。上

面は平坦気味で、一見、流出孔淳のような雰囲気をもつ。含鉄部は右側2/3ほ どの志部で、破面の状態は銹化

がかなり進んでいることを窺わせる。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、含鉄部は表面・地とも黒褐色である。

長軸端部1/3を 直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

G36グ リッドからの出土遺物で、特に津類が集中する場所ではない。しかし、 2・ 3区では通常の淳類が少

ないのに対して含鉄の流出孔津や含鉄鉄淳がやや目立っている。本資料も含鉄の流出孔津の破片である可能性

もあろう。鍛冶関連の遺構がなく、こうした含鉄の淳が散在する意味については、今後とも検討が必要であろ

う。
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資料番号 2

鉄関連遺物分析資料 (1)
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資料番号 5

資料番号 6

資料番号 7

資料番号 8

写真 2 鉄関連這物分析資料 (2)
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写真 3 鉄関連遺物分析資料 (3)
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資料番号16

資料番号17

資料番号18

資料番号19

鉄関連遺物分析資料 (4)
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第10節 小

第 10節 小 結

北原本郷遺跡 1～ 3区では、斐伊川の氾濫による責色砂層とその間に形成された遺物包含層が確

認できた。このため各層位ごとに遺構の配置や遺物の分布を把握することができ、遺跡の変遷を理

解する上で大きな成果が得 られた。以下に各時代の様相をまとめておきたい。

縄文時代

黒色砂 4では縄文時代後期前葉以前の粗製土器片が少量出土 したのみである。しかし、黒色砂 3

から黄色砂 3上面にかけては、旧河道 1・ 2を 中心に縄文時代後期前葉の島式～布勢式期の土器が

まとまって検出された。島式の土器は大 きな渦巻文をもち、浅鉢には体部が屈曲する器形があり、

文様帯に赤色顔料が塗布されている点で特徴的である。このような特徴を持つ土器は、仁多町暮地

遺跡、出雲市三田谷 I遺跡などで見られる。有文の上器のほかに、粗製深鉢や無文の浅鉢などもあ

る程度器形が復元できるものが多 く、後期前葉という限られた時間幅の上器の器種・形態を示す良

好な資料である。旧河道 1・ 2では少数の石器のほかは土器以外の遺物は出上 しておらず、いわば

土器捨て場 として機能したと考えられる。黄色砂 3上面では土器埋設遺構 1が確認された。土器が

収まる程度の小さな土坑を掘 り、その中に無文の浅鉢を正位に埋設 したものである。埋設土器内部

の上は自然に堆積 したようであり、埋設土器内や周辺の上壌分析でも、埋葬に関係するものではな

いと考えられる。

黒色砂 2か ら責色砂 2上面では、後期中葉の沖丈式～権現山式新段階の上器が少量ながら出上し

た。黄色砂 2に は三瓶山太平山火山灰が含まれてお り、土器と火山灰の関係は志津見ダムの建設に

伴い調査された頓原町板屋Ⅲ遺跡などの様相と矛盾 しない。遺構は、黄色砂 2上面で平地式建物跡

1や土坑などが検出された。平地式建物跡 1は 円形の柱穴列を2重に配置してお り、内側の柱穴列

の直径は約 5m、 外側の柱穴列の直径は8m程度である。建物面積は内側の柱穴列で19,6♂ 、外側

の柱穴列で43.6♂である。山田康弘氏は中国地方の縄文時代の住居址を集成しているが、住居址の

面積は最大値で39,9♂、最小値で1.9♂、平均値は約12♂ となっている (山 田2002)。 外側の柱穴列

は建物跡 と考えるには大きすぎる感があり、形状 もややいびつで、内側の柱穴列との間隔が不均等

になっていることから柵列であつた可能性が高いと考えられる。

黒色砂 1か ら責色砂 1上面にかけては縄文時代晩期初頭～後葉の土器が出土 している。このほか

に、石器や黒曜石・安山岩などの剥片・砕片 も検出されてお り、これらの分布は縄文土器の分布 と

類似 している。このことから、石器などの多 くは縄文時代晩期 ものと推測される。このほか、黒色

砂 1で出土 した特徴的な遺物としては、C38か ら一括状態で出土 した不明土製品 2点 と磨石がある。

不明土製品の類例は管見に触れる限りでは見出せなかったが、出土状態から縄文時代後期以降のも

ので、形状からは実用的な機能を想定 しづらいことから呪術具 として用いられたものと考えたい。

山田康弘氏は調査指導会で、縄文時代の石製品には石冠などのように磨石 として使用されながら呪

術具に加工されるものがあることから、磨石自体も呪術的な意味合いを持つものであり、 2点の上

製品は磨石と共伴 していることから、祭祀具として磨石を模倣 したものではないか、という指摘を

している。このことについての当否を論ずるのは容易ではないが、 2点の土製品に磨られた、ある

いは削られた跡が見られることと、土製品と磨石はともに二次的に被熱 しているようであることか
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第3章  1～ 3区の調査

ら、これらは一つの祭祀的な行為において同じように使用されたと考えられる。このほか縄文時代

の呪術具と見られるものは独鈷石状石製品が 1点出上 してお り、これも被熱しているように見える。

これらの遺物は縄文時代の祭祀のあり方や精神生活を考える上で注 目される。

縄文時代晩期の遺構は土坑などが確認された。中には石が入れられたものや、礫 と大きな土器片

が混在するもの、焼上の入るものも見られたが、これらの性格については不明である。

弥生時代～古墳時代前期初頭

弥生時代～古墳時代前期初頭の遺構は竪穴住居跡・建物跡が13棟、掘立柱建物跡 4棟、加工段 1

か所、溝、土坑が確認された。竪穴住居跡 。建物跡で時期の分かるものは、中期前葉のものが 2棟

(S101,03)、 中期中葉のものが 3棟 (S102・ 04・ 07)、 後期のものが 1棟 (S106)、 古墳時代前期初

頭のものが 1棟 (S105)確認されている。竪穴住居跡は円形プランのものが多いが、S111はやや縦

長の隅円方形で、S101は隅九方形、S103は不整多角形の平面プランになりそうである。柱穴の配置

については、SIo2,03・ 07・ 09は 主柱穴が 2つ、S104・ 06は 主柱穴が 4つである。S108,■は主柱

穴が 5つ になる復元をしたが、主柱穴が 2つ になる可能性 もある。主柱穴が 2つ のものは弥生時代

中期のものと思われる。S112・ 13は柱穴をもたず、規模 も他の竪穴住居跡と比べ小さなものである。

このような小規模な竪穴建物跡は、邑智郡美郷町 (旧 邑智町)沖丈遺跡では弥生時代後期末から古

墳時代前期に見られることから、これらについても該期のものと考えられる。

なお、S106は 弥生時代後期中葉の焼失住居で、炭化材の出土状態や樹種同定から竪穴住居の構造

を復元する上で重要なデータが得られた。

遺物は、弥生時代前期から古墳時代前期初頭までの上器が出土しているが、時期によって出土量

や分布に差がある。弥生時代前期の上器はI-2～ 4様式のものが出土しているが点数は少ない。

中期前葉になると遺物量は増加し、特徴的な文様や器形のものが見られる。中期中葉～後葉の上器

は出雲地方沿岸部のものと大きな違いはないようであり、垣ノ内遺跡で出土したような「塩町系土

器」はほとんど見られなかった。後期の上器はV-2様式までは確認できるが、V-3様式の土器

はほとんどない。古式土師器は加工段の位置するD43・ D44・ E43・ E44に多く出土した。

古墳時代～中世

1～ 3区の古墳時代～中世の遺構 。遺物はあまり多くない。水田造成などにより、遺構や遺物包

含層が削平されたということも考えられるが、遺物の分布は希薄であり、集落の中心から外れた位

置だったのではないかと思われる。古墳時代～古代の土器は 1区の東側で比較的多く出土し、中世

の土器・陶磁器は 1区の北西側や 3区の北側で多く分布する。中世以降の遺構は、掘立柱建物跡 1

棟や、配石遺構、溝、土坑、それに鉄床石 1基が検出された。

鉄床石は自然石を利用したもので、その周辺では鉄津など鉄生産関連遺物が出土した。これらの

中には、鍛冶炉の炉壁や羽口、椀形鍛冶淳 (不 明津とされたものも含む)、 精錬鍛冶工程に伴う流

出孔淳・流出溝淳、粒状淳・鍛造剥片があることや金属学的な分析結果から、精錬～鍛錬鍛冶工程

の一貫した操業が行なわれ、特に不純物の除去を目的とした精錬鍛冶作業の割合が高かったと考え

られる。鍛冶原料は高チタン含有砂鉄を高温製錬した傾向を持つ銅系の鉄塊であったとみられる。

なお、鉄床石周辺で楔状の鉄製品や板状の鉄製品破片が出土し、鉄床石から離れた地点では鉄鍋の
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破片が1か所に集められた状態で検出されたことから、これらは鍛冶原料 として再利用される故鉄

の可能性 も考えたが、分析結果からそれを裏付けるデータは得られなかった。鍛冶炉は確認できな

かったが、出土遺物から、①外面に費巻き状の成形痕が残る大形羽口が使用され、②鉄淳を流し出

すための孔や溝をもつ構造であつたと考えられる。こうした構造の鍛冶炉は板屋型精錬鍛冶炉と呼

ばれ、古代末から中世初頭に出現する (角 田2004)。 本遺跡の鍛冶関連遺物は伴出した土師器から

12～ 13世紀のものと考えられ、中世の精錬鍛冶炉の出現期の資料として鉄生産技術の変革を考える

上で重要な意味を持つものといえよう。

第 4表 北原本郷遺跡 1～ 3区 鉄関連遺構・遺物主要要素一覧表

分

析

資

料

種 類 製  錬

精 錬

鍛   錬 鋳  造Ti02

(2%～ )

Ti02

(1～ 2%)

Ti02

(0～ 1%)

流出溝津
KIT-2

(5,30)

炉底塊～流出子し淳
KIT-3

(3.90)

不明津
KIT 4

(3,09)

KIT-19

(1.36)

椀形鍛冶淳
KIT-5

(5。 42)

KIT-6

①,70

KIT 17

(0.59

含鉄鉄淳

KIT-9

(■ 71)

KIT-10

(3.11)

鉄製品
KIT lユ

⑬.20

KIT-16

①.09

粒状津 KIT-13

鍛造剥片 KIT 14

遺

物

情

報

遺物種類別構成比
総重量428.63kg:炉 壁 (鍛冶)1.698kg、 羽口1.022kg、 鉄淳243.129kg、 再結合

津179.492地 、鉄製品3.289kg

メタ,レ度別構成↓ヒ

(含鉄鉄淳・含鉄再結合津)

特L(☆)0.329kg、 L(0)2,904kg、 M(◎)2.737kg、 H(○ )91.126kg

☆ : ● : ◎ : ○ = 0,3 : 3 : 2.8 : 93.9 %

鉄塊系遺物種別比
(メ タル度L(0)以 上の分析
資料)

工程 製錬5点 (56%)、 精錬 1点(■ %)、 鉄製品3点●3%)

種別
軟鉄系1点(11%)、 軟鉄～銅系1点 (11%)、 銅系6点(67均、

鋼～銑鉄系0点①り、銑鉄1点(11%)

羽 口

外面に費巻き痕の残る板屋型羽口。

外径は11～ 12cmの ものと17～ 18cmの もの、送風孔径は 3 cm前後のものと3.5cm

前後のものがある。

KIT-1の 耐火度は1060℃

炉 壁 胎土に微細な石粒など含む。内面は弱く津化。

分析資料内訳 20点 :羽 口 1、 流出溝津 1、 炉底塊～流出孔滓 1、 不明津 2、 椀形鍛冶津 3、

含鉄鉄津 6、 再結合淳 1、 鉄製品 3、 粒状津、鍛造剥片

遺
構
情
報

遺構概要 鉄床石 1基 を確認。周辺には鉄津が分布する。製錬炉や鍛冶炉は検出されず。

鉄床石

全長1.85m、 幅1.2m、 厚さ0.9mの 自然石

上面 (長 さ1.44m× 幅0.66m)を 作業面として使用

上面の周縁に鍛打痕、上面中央は緩やかな皿状に窪む。

操業年代 12～ 13世紀 (根拠 :出土土器)

操業内容

鋼系の製錬系鉄塊を主原料とした精錬～鍛錬鍛冶工程の一貫した生産体制。

原料となる鉄塊は高チタン含有砂鉄を高温製錬した傾向を持つ。

不純物を除去するための精錬鍛冶作業の割合が高かったと推測される。
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黒色砂2出土縄文土器

黒色砂1～表土出土縄文土器

第106図  1～ 3区出土遺物分布図 (1)

弥生土器合計



| |
弥生土器 (前期～中期前葉)

弥生土器 (後期)  |  |

第107図  1～ 3区出止遺物分布図 (2)
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土師器・須恵器

第108図  1～ 3区出土遺物分布図 (3)
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第 4章  6区の調査

調査前は田畑であった。盛り上を機械で除去した後、平成15年 8月 21日 から人力で掘削を開始し

た。遺物包含層を掘削した後、調査区の西側で弥生時代後期の遺構を検出した。また、平安時代の

掘立柱建物を調査区の西側で検出し、遺構の実測や測量を行った。遺物包含層からは縄文時代から

中世までの遺物が出上した。この遺物包含層は黒色を基調にしていたが、この遺物包含層の下位に

ある層からも縄文土器が出土したので、上下の三度にわたって測量を行った。また、調査区の西端

部分では縄文時代前期の上器が砂層中から出上したので、出土する範囲を約 lm深 く掘 り下げた。

全ての調査を12月 10日 まで行い、その後は遺構や遺物の整理を行った。調査面積は約2,300rである。

上層 (第 112・ 113図 )

遺物包含層である北壁第 5層 は調査区の北東側や南西側では削平されており、厚さが10cm以下の

ところがあったが、調査区の中央部分では最大で約1.2mの 厚さがあったので、色調や土質の細か

な差異から北壁の第112図では5a～ 5h、 南壁では4a～ 4cに細分した。遺物は第 5層 の上位

ほど多く出土し、下位ではほとんど出土しなかった。第 5層 は調査区の南東―北西の方向に存在し

た河道の部分に徐々に堆積した層と考えられる。第 5層から出上した土器には縄文前期や後期の上

器が少量あるが、最も多いのは晩期を中心とする粗製の上器である。第 5層の下位には、調査区の

端に近い部分では黄色 (第 13層 )、 中央付近では茶褐色を基調とする砂質の層 (第 7層)が堆積し
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第4章  6区の調査

ていた。第 7層からは縄文時代後期の上器 (崎 ケ鼻式～沖丈式)が出上 し、土坑やピットを調査区

の北側で検出した。この層を完掘すると大 きな円礫が多数露出し、掘削できなくなった上に遺物が

出土 しなくなったので、調査を終了した。測量は第 5層完掘時 (第 111図 )と 調査終了時 (第 110図 )

の三度行った。

第 1節 縄 文 時代 の遺構

1-(1)縄 文時代前期

グリッドV23やU23の第 5層 を掘削中、出土遺物の中に縄文時代前期の上器が混 じっていること

がわかつたので、この部分の第 5層 を完掘 した後に精査 したところ、砂層の中からも土器や黒曜石

が出土するので、前期の上器が出土する範囲を掘 り下げて、土器や石器の位置を記録 した。最終的

には12m X12mの範囲で約 lmの深さまで掘 り下げた。

出土遺物には、縄文土器、黒曜石製石器や剥片、安山岩製の石器がある。第113図 下側の上層GH
ラインでは、南側が高 く、北側へ向かって緩やかに傾斜 しており、遺物はこの傾斜に従って出上 し

ている。遺物は特に西端部分で多 く出土 した。深 く掘 り下げた部分の上層図を第113図 中央に載せ

ている。黄色を基調にした砂質の強い層と茶褐色を基調にした砂質の弱い層が交互に堆積 していた

が、遺物は土質や土色に関係なく出土 した。最大で2m離れて接合 した土器がある。出上 した土器

は縄文時代前期の西川津式が中心で、わずかに月崎下層式を含んでいる。第■5図・116図上の分布

図で見る限り、土器の分布に型式による偏 りは見られない。出上 した土器は縄文時代前期に限られ

るが、前期の中で時間幅があることから、これらの遺物は元々この位置にあったのではなく、調査

区外から流れてきたと考えられる。南側が高いことから考えて、これらの遺物は調査区の南側にあ

る道路の下側に本来あったのではないかと考えられる。

1-(2)縄 文時代後期

SK40(第 114図 )

調査区の北側、X28で検出した。平面形は楕円形である。長径88cm、 短径84cm、 深さは最大で26

cmで ある。土坑の上面から石錘が11点 出上 し、付近の黄色砂層から出土 したものとあわせて石錘が

17点 出上 した。土器は出土 しなかったが、第 5層の下位で検出したことから、縄文時代後期 と考え

ヽ

D                      50cm

第114図 SK40(S=1/20)

81阻
OSlご
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第4章  6区の調査

られる。

1-(3)縄 文時代後期後葉～晩期

第 5層からは多 くの上器が出土 したが、第 5層 を掘削後に検出した縄文時代の遺構は数基のピッ

トがあるだけである。V28を 掘削中に大きな角礫が集中する部分があった。第 5層 は黒色を基調 と

しており、水の流れた痕は確認できなかった。乾いた河原のような場所に徐々に堆積していったと

考えられる。

第 2節 弥 生 時代 の遺橋

SK41(第 118図 )

W24の第 5層 を掘削 している際に土器が形を保ったまま出土 したので、周囲を確認すると楕円形

の遺構を検出した。平面形は楕円形をしてお り、長径約3.Om、 短径約2.4m、 深さは検出面から約

40cmで ある。短径側の北東側や南西側は明瞭な段を持って掘 り込まれているが、長径側の北西側、

南東側はゆるやかに傾斜 して掘 り込まれている。遺構の床面は貼 り床などの特殊なものはなかった。

床面から小さなピットを6箇所確認 した。このピットは10cm以下で、下端が計測できないものもあ

った。

土器は土坑の床面や埋土中から出上 した。約60cm離れて接合するものもあった。器種は甕の他に

壼、高郭がある。完形になるものはない。SK41の 時期は弥生時代後期中葉 (出雲V-2様 式)と

考えられる。

SB06・ 土器溜 (第 119図 )

W24に位置する。 1間 × 1間の長方形の掘立柱建物に復元 した。P4のす ぐ西側で堅 く締まった

部分が長径約1.2m、 短径約0,9mの楕円形の範囲で検出した。その部分の北側から大形の甕と筒形

の上器が出上したので、土器溜とした。土器を取 り上げる際に三度実測を行った。筒形の上器は上

下がわからなかったが、甕は口を下にして、伏せた】犬態で出土 した。下位の部分からは奏 しか出土

しなかったことから、本来は口を下にした奏の上に筒形の土器を、広い部分を下にして置いていた

と想定される。SB06の 時期は、建物の柱穴から土器が出上 しなかったが、土器

'留

の上器から弥生

時代後期後葉 (出雲V-3様 式)と 考えられる。

SD14(第 118図 )

V24、 V25で検出した。掘立柱建物 1の東側、建物 2の南側に位置 し、直線的に伸びる溝である。

長さ約10m、 幅約70cmである。南東側では遺構の肩部が不明瞭であった。断面はゆるいU字形であ

る。埋土から916が 出上 したほか、SK41と 915の脚部が接合 したことから、SD14の 時期は弥生時代

後期中葉～後葉 (V-2～ V-3様 式)と 考えられる。

第 3節 古 代 か ら中世 の遺橋

SB07(第 120図 )

調査区西側の たヽ22、 W3、 U23に位置する。 1間 ×3間 の建物である。P5と P6の 間の柱穴は撹乱

を受けた部分があ り検出できなかった。桁間は9尺 と10尺 、梁間は13尺 と考えられる。柱穴から土

器が出上 しなかったが、P6付近で中世土師器958が出上 したので、SB07の 時期は平安時代末～鎌倉
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第3節 古代から中世の遺構

時代 と考えられる。

SA02(第 120図 )

調査区西側のV24に位置する。 3間の柵である。柱穴同士の間隔は8尺 と考えられる。柱穴から

土器が出土 しなかったが、SB07と の位置関係や主軸が似ることから平安時代末～鎌倉時代 と考え

られる。

なお、調査区の北側で東西や南北に伸びる細い溝を合計4条検出した。遺物が出土 しなかったの

で時期は不明である。

Ａ
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5 暗褐色土
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ヽ
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第120図  SB07・ SA02(S=1/80)
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第 4章  6区の調査

第 4節 遺 物

(1)縄文土器 (第 122図 795～第127図 906)

縄支時代前期の上器 (795～821)縄 文前期の上器のほとんどは調査区の西端、V22、 電 3、 U22、

U23で出上 した。出土層位には第 5層 と第13層 のものがある。

795～ 809は西川津式A類である。795～ 800は胴部外面に斜行する刺突文があるものである。刺突

文には半裁竹管状の工具や棒状工具 (795、 800)、 貝殻腹縁 (798)がある。798～ 800はわずかに外

反して口縁部へ至る。795、 796は口縁部に粘上を貼 り付ける。801、 802は 795～ 797の胴部下半と考

えられる。条痕調整である。803は斜行する沈線文と垂下する刻 目のある隆帯がある。804、 805は

胴部に弧を描 く沈線文と刺突文がある。条痕は他の上器に比べやや粗い。806は ナデにより弧を描

き、そのタト側に小 さな刺突文がある。807は垂下する隆帯 と沈線文がある。破片が小 さく文様は不

明である。808は斜行する押引文がある。810、 812は 口縁部に段があるもので、刺突文を持たない。

条痕が後述するB類 と同程度に粗い。813は その胴部 と考えられる。814～816は西川津式B類であ

る。814、 815は微隆起線文がある。814は 回縁部から微隆起線に向けて縦に隆帯がある。816は胴部

の屈曲部に小 さな刻みがある。811は 月崎下層式である。日縁部下に4列の押引文がある。前期の

上器の中で唯一口径が復元できる土器である。817、 818は無文であるが胎土から前期 と想定 した。

819は 2つ一対の刺突文があるので羽島下層Ⅱ式と考えられる。820は 口縁部にあった隆帯が剥落し

ている。前期 と考えられる。8211よ 隆帯の上を半裁竹管で刺突 している。里木 I式 と考えられる。

縄文時代中期の上器 (822) 822は 刻みのある突帯と撚 りに特徴のある縄文がある。船元式と考え

られる。

縄文時代後期の上器 (823～855) 後期の上器には第 5層 出土土器と第 7層以下から出土 した土器

がある。824は沈線の間に縄文があると考えられるが、摩滅 してお り不明である。826は沈線の内面

にもミガキがある。824～ 827は後期中葉の上器 と考えられる。いずれも第 5層 より下位の層位で出

上 した。828は 口縁内面に粘土を貼 り付け、その上はナデ調整である。このような粗製深鉢は崎ケ

鼻式～沖丈式に多いようである。829～832は第 7層から出土した粗製深鉢の胴部である。器壁が摩

滅 している。828と 同様の時期 と考えられる。833は 口縁部から垂下する隆帯を持ち、外面には貝殻

腹縁による沈線文がある。834はていねいなナデやミガキで調整されている。835は 口縁端部に粘土

を貼 り付けて、その上に刻みがある。835、 886は崎ケ鼻式～沖丈式と考えられる。837は弧を描 く

沈線があり、有文の深鉢 と考えられるが摩滅 している。838は注口土器である。胴部上位に斜めの

沈線を施 した後に列点文を施す。839は 口縁端部に縄文のある鉢である。887～839は

'中

丈式と考え

られる。841は外面に結節縄文がある。8421よ下向きの連弧文の間に縄文がある。843は沈線文の後

に縄文を施す。841～843は権現山式古段階と考えられる。846は沈線文の間に刺突文がある。847は

口縁端部内面に小さな刺突文がある。846、 847は権現山式新段階と考えられる。848～850は外面に

2条の凹線がある。凹線の幅が狭 く、元住吉山Ⅱ式の可能性がある。852～ 855は晩期の可能性があ

る。

第 5層 より下層から出土 した土器は崎ケ鼻式～沖丈式より古い時期のものである。また、第 5層

は権現山式より新 しい時期の縄文土器を含む。

縄文時代晩期の上器 (856～906) 晩期の土器は全て第 5層 出上である。856は胴部で緩やかに屈

曲する。858、 859が外面に文様を持つ。859は横方向の沈線と、波状口縁の波頂部に縦の沈線を持
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第4節 遺物

つ。滋賀里 Ⅱ式併行の可能性がある。860、 863～865は 口縁端部に刻みのある深鉢である。867は胴

部に稜を持って屈曲し、稜の上下で調整が異なる。868～886は突帯文深鉢である。870は外面に沈

線があり、突帯文 I期 と考えられる。871～ 874は古市河原田式である。器形は屈曲するもの (871、

872)と 砲弾型のもの (873)がある。874の 刻みは貝殻である。875～ 881は古海式である。878は胴

部が大きく張る。879～ 881は胴部の突帯である。879は突帯の間隔が狭い。880、 8811こ は胴部突帯

の上に沈線がある。882～ 886は 無刻 目突帯文土器である。突帯が口縁部から下がって付 くもの

(882、 883)と 口縁部に接するもの (884～ 886)がある。885、 886は878の器形に似る。886の 突帯

は大きく、上面に沈線がある。

887～906は浅鉢や壼である。887は 口縁部に段があ り、外面に2条の沈線で文様を描 く。晩期前

半と考えられる。888は胴部に稜がある。外面の顕部に炭化物が付着する。8901よ ヘラによるレンズ

状の文様がある。滋賀里 E式併行と考えられる。894は 口縁部の突起がリボン状である。895、 896、

899は 口縁部が短 く、胴部で屈曲する精製浅鉢である。898は胴部に稜があり、刻みと沈線がある。

900、 901は方形波状口縁浅鉢である。900は波頂部を両側からつまむ。902は底部である。905は 突

帯の下は赤彩である。906は 蓋状の上器である。胎土から縄文土器と判断した。

(2)弥生土器 (第 128図 907～第130図953) 遺構出土の上器から述べる。

SK41(907～915) 907は壼である。土坑内および周辺から出上 した。頸部から短 く口縁部へ至

る。口縁部の稜は突出しない。全体に軟質である。胴部の破片があるが接合せず、上下が不明なの

で図下 していない。908～ 913は奏である。908は 回縁部に櫛描文を施す。909～ 912は 回縁部に2～4

条の凹線文がある。909の 肩部には刺突文があり、下の方は押引風である。913は胴部最大径付近に

刺突文がある。914は杯部外面に稜のある高杯である。SI建 1の上面で出土したのでここに含めた。

915は 口縁部に凹線文があり、郭部内面に稜を持つ。脚柱部は太 く、外面と口縁部の内面には赤彩

を施す。杯部内面は風化 して剥落している。脚部とは接合 しないが、赤彩があることや胎土が似て

いることから同一個体と考えた。脚部の凹線文の間をヘラミガキやナデで調整している。これらの

上器は、口縁部の拡張の程度や回縁部に凹線文が2～4条あることや高杯の器形から後期中葉 (V―

2様式)と 考えられる。

SD14(916) 916は 器台の脚端部と考えられる。外面は強いヨコナデで、端部の稜は鋭い。端部

に炭化物 とは異なる黒色物が付着 している。外面ヨコナデで脚端部と脚部の稜の間が狭いことから

後期後葉 (V-3様式)と 考えられる。

土器溜 (917、 918) 917は 大形の甕である。口縁部は厚手で口縁部下の稜の突出はゆるい。肩部

には鋭い工具による波状文や直線文がある。直線文の間に波状文を描 く。底部がないが、打ち欠い

た可能性がある。918は筒形の上器である。体部は直線的である。外面の調整にはヘラケズリがあ

る。現存部に取つ手はない。内面の全体に炭化物が付着 している。917は 口縁部の特徴に古い様相

があるが後期中葉 (V-2様式)と 考えられる。

包含層出土土器 (919～ 953)

弥生時代前期の上器 (919～927、 938)919～ 925は壷である。919は頸部に段がある。922は 山形

の文様がある。923～ 925は木葉文がある。923は横方向の沈線が 2本ある有軸木葉文である。以上

の土器は前期前葉～中葉 (I-1～ 2様式)と 考えられる。926、 927、 938は 甕である。926は 明瞭

な段を持ち、段の部分には小さな刺突がある。927は 3条の沈線がある。926は前期前葉 (I-1様
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式 )、 927は 前期中葉～後葉 (I-2～ 3様式)、 938は 前期中葉 (I-2様式)と 考えられる。

弥生時代中期の土器 (928～987、 939、 940)928は 2本一組の櫛状の工具で直線を描 く。中期前

葉 (Ⅱ 様式)の上器である。929～ 932、 934は壷である。929は SK41か ら出土 したが、中期の土器

はこの 1点だけなので混入と判断した。931、 932は大形の広口壼の胴部である。932は 斜格子文が

雑に施されている。933、 935は甕である。933は頸部の下に段があり、ハケによる刺突文を施す。

935は摩減 しているが凹線文の上に刺突文がある。共に塩町式 と関連があると考えられる。939は椀

形の高郭である。940は脚柱部中ほどに鋭い沈線文がある。

弥生時代後期の上器 (941～953) 941～ 946、 949は甕である。941、 942は 口縁部下の稜があまり

突出しない。9441よ凹線文に強いナデを施す。945は 日縁部外面がヨコナデである。949は 月同の張 ら

ない器形である。948、 950、 951は壺である。948は顎部の屈曲が緩いので壼 と想定した。950は 凹

線文の下に刺突文がある。刺突文は工具を横に押 しあてている。951は櫛描で曲線を描いている。

流水文ではないかと考えられるi。 952は鉢である。947、 9531よ高杯である。953の直線は凹線より

も沈線に近い。その間に逆C字の刺突を施す。

(3)土師器 。須恵器・姿器系陶器 (第 130図 954～961)

土師器 (956) 956は 甕である。口縁端部は九い。古墳前期初頭 (草田 6期併行)と 考えられる。

須恵器 (954、 955、 957) 954の 当て具痕は細かい。957は 九底である。955は格子ロタタキを深 く

施す。やや軟質である。

中世土師器 (958、 959) 9581ま口縁部に炭化物が付いてお り、灯明皿に使用 したと考えられる。

959は 直線的な体部である。共に平安時代末～鎌倉時代 と考えられる。

盗器系陶器 (960、 961) 9601よ 備前焼の悟鉢である。放射状の指 り目がある。室町時代 と考えら

れる。961は口縁部に段がある陶器の指鉢である。江戸時代初頭まで下る可能性がある。

土製品 (962～ 967) 962、 963は縄文時代の耳栓である。962は全体にていねいなナデである。963

は片面に刺突文を施す。964は ミニチュア土器である。弥生時代の可能性がある。965は土製円盤で

ある。半円形で、ハケ調整があることから弥生時代 と考えられる。966、 967は焼土の塊である。共

に繊維の痕がある。966の実測図右側には硬 く掲灰色を示す部分がある。

(4)石器

北原本郷遺跡6区 から出土 した石器は全部で656′点であった。内訳は石鏃28′点、尖頭器 2′点、石錐

3点、スクレイパー類7点、加工痕のある剥片 (以下RF)33点 、使用痕のある剥片 (以下UF)8

点、異形石器 1点、楔形石器13′点、石核 6′点、打製石斧 6点、磨製石斧 3′点、石錘76点、磨石・敲

石類 6点、石皿 1点、石製品 1点、剥片類444点である。

I、 縄文時代前期の石器 (第 131図 )

第131図 には縄文時代前期 と考えられる石器を掲載 している。968は 黒曜石製の凹基式石鏃で、縁

辺から平坦な押圧剥離で連続的に加工 している。969はRFで、安山岩類製である。実測図裏面端部

と正面右側縁に加工 してお り、その後に折断している。970は黒曜石製の石錐で、小型剥片の端部

を加工 し錐部を作 り出している。剥片の打点部は折断されている。969、 974は UFで両者とも黒曜

石製である。使用の痕跡 と考えられる微細剥離痕が見られる。972は スクレイパーである。黒曜石

製で、両面から平坦な押圧剥離によって加工 している。973は石核である。黒曜石を素材 とし、多

1 飯南町板屋Ⅲ遺跡、同神原Ⅱ遺跡に同様の壺が出上している。
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第4節 遺物

方向から不定形剥片を剥離 している。975は頁岩製の打製石斧である。直接打撃によって加工され

ており、一部に磨痕が見られる。

Ⅱ、縄文時代前期以降の石器 (第 132図～136図 )

石鏃 (976～999)976～ 979が黒曜石製で、それ以外は全て安山岩類製である。黒曜石製の石鏃は、

ほとんどが快 りの深い凹基式で、押圧剥離によって全面を加工 している。976は透明度の低い黒曜

石を使用 してお り、丁寧に全面を加工 している。9791よ 基部から狽↓縁部にかけて折断が見られるこ

とから、未製品の可能性がある。安山岩類製の石鏃は、弱凹基式か大半は平基式である。また素材

面を残 し周縁のみを加工するものが多 く見られる。980～ 982、 985～ 991、 997、 998な どがその例で、

横長剥片を多用する傾向がある。983は基部の一部を欠損 している。ヒンジフラクチヤーが顕著で

全体的に厚みを持つ。984は先端部が細 く尖っており、石錐の可能性 もある。992、 993は最も小型

の石鏃で、いずれも平基式もしくは弱凹基式である。994は 凸基式に分類 され、本遺跡では唯―で

ある。995は ヒンジフラクチヤーが多 く、結果かなり厚みのある石鏃に仕上がっている。996は先端

部が欠損 している。珪質の高い安山岩を使用 している。997は一部に折断面が見られ、未製品の可

能性がある。998も 側縁部に折断面が見られ、そこから押圧剥離を入れているため製作途中の未製

品である可能性が高い。999は欠損 した石鏃の先端部である。

尖頭器 (1000、 1001) 1000は 安山岩類製で、実沢1図正面左狽1縁の折断面を除いて全周を加工 して

おり、特に先端部は細かく整形 している。1001は 黒曜石製の縦長剥片を素材 とし、実測図裏面のポ

ジ面側のみを平坦な押圧剥離によって加工 している。基本的に片面調整であることから、スクレイ

パーの可能性もある。

石錐 (1002、 1003) 石錐は全て安山岩類製であつた。1002は両側縁 と実測図上端を折断した後、

折断面より押圧剥離を行い、錐部を作 り出している。1003も 同様に3方向を折断した後に、錐部を

作 り出している。

スクレイパー類 (1004～ 1006) 1004は 黒曜石製で、剥片の打点部に押圧剥離の両面調整によって

刃部を作っている。1005は 両側縁から平坦な押圧剥離によつて刃部を作 り出している。上端部に一

部折断が見られる。黒曜石製である。1006は 安山岩類製で、剥片端部に押圧剥離を施すことによっ

て刃部を作 り出している。

RF(1007～ 1010) 1007、 1008は黒曜石製、1009、 1010は安山岩類製である。1008、 1010は 打面

の端部に細かな加工を施 している。1009は横長剥片の側縁部に刃部を作 り出した後、両脇を折断し

ている。

UF(1011) 黒曜石製の楔形石器の削片を素材とし、両側縁に微細剥離痕が見られる。

異型石器 (1012) 姫島産黒曜石製である。丁寧な押圧剥離によって狭 りを作 り出している。

楔形石器 (1013～ 1017) 1013～ 1016が黒曜石製、1017が安山岩類製である。1013は 実測図裏面に

は上下左右につぶれと両極剥離痕が認められる。1014は 上端部のつぶれは顕著であるのに対 して、

下端部のつぶれはわずかである。1015は 姫島産黒曜石製である。実測図左面左側縁に両極剥離痕を

切って直接打撃の痕が見られ、転用の意図がうかがえる。1016は 実測図中央に直接打撃による剥離

痕が見られ、石核として転用した可能性がある。1017の両極剥離痕は、実測図正面の中央部の縦長

剥離痕のみで、節理に直行した形で剥離されている。

石核 (1018、 1019) 1018は 黒曜石製である。厚めの剥片を素材としており、実測図左面、下面は
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第4章  6区の調査

折断面である。打面・作業面を適宜転移させながら剥離 している。1019は 安山岩類製で、実測図上

面と下面の折断面を打面として剥離を行なっている。実測図左面の剥離は節理に直行しておりやや

寸詰まりになっている。

磨製石斧 (1020～1022) 1020は 実測図正面と、右面の端部が大きく欠損 している。全面を丁寧に

研磨 してお り、一部に敲打の痕 も見られる。1021は先端部が欠損 している。一部に敲打痕が残る。

1022も 大 きく欠損 した小型の磨製石斧で、全面を丁寧に研磨 している。

打製石斧 (1023) 1023は大型剥片を素材としてお り先端部の両面を直接打撃によって加工 してい

る。また、使用によるものと考えられる微細な剥離痕も観察される。上端部が欠損 している。

石錘 (1025～1030) 1025は 切目石錘で、 6区では1点のみの出上である。1026～ 1030は SK40か ら

出土した打欠石錘である。いずれも円礫の長軸を打ち欠いている。

石製品 (1024) 1024は不明石製品で、円筒状を呈する。

第 5節 Jヽ結

縄文時代

遺構は縄文後期の上坑SI鯉 0の 1基のみである。石錘が多く出土したので、石錘を貯蔵してお く

ためのものと考えられる。SK40の あるグリッドからも石錘が出土している。縄文時代前期の土器

は西川津式から月崎下層式や里木 I式まで出土しており、時期幅がある土器群である。西川津式は

2式～ 5式が出上した。810、 812、 813の ように口縁部を拡張する無文の上器は、条痕が西川津式

A類の上器に比べて粗く、B類 と近い。これらの上器とともに出上した石器は黒曜石が多い。第121

図によれば、縄文前期の上器が調査区の西端で多く出土しており、黒曜石の分布と対応している。

縄文時代中・後期以降は調査区の中央や北よりの部分で出土するようになる。特に縄文時代後期後

葉～晩期が多く、第 5層の厚い部分と対応する。安山岩の分布は黒曜石と異なり、調査区の北西側

と中央部分に多い部分がある。

弥生時代

主な遺構は掘立柱建物 1棟、土坑 1基、溝 1つである。SB06で は硬化した部分が見つかり、甕

1点 と筒形土器 1点が出土した。この筒形土器は内面に炭化物が付着しており、後期後葉 (V-3
様式)以降見られる山陰型甑形土器の祖形になるのではないかと考えられる。SK41か ら出上した

土器は壼、甕、高杯のセットがあり、後期中葉 (V-2様式)の典型的な組成を示している。なお、

出土した前期の上器には木葉文のある壼や段のある甕など、前期前葉～中葉 (I-1～ 2様式)の

ものがある。斐伊川中上流域では古い時期の弥生土器である。

奈良時代～室町時代

6区では奈良 。平安時代の遺構は無く、遣物も少ない。平安時代末～鎌倉時代では掘立柱建物 1

棟、柵 1条 を検出した。この時期の遺構は、 6区の南側に位置する家の後Ⅱ遺跡 2区 に多く検出さ

れたので、 6区は当時の集落の周辺部分に相当すると考えられる。
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総 括

以下に2002・ 2003年 に実施 した 1～ 3・ 6区の発掘調査を通じて明らかになったことと、今後の

課題となる′点を挙げ、総括 としておきたい。

縄文時代

縄文時代の遺構は、平地式建物跡 1棟、土器埋設遺構 1、 土坑などが検出された。

平地式建物跡は 1区の責色砂 2上面で検出された。円形の柱穴列を2重に配置するもので、内側

の柱穴列は直径約 5mで建物本体となり、外側の柱穴列は直径約 8mで柵列になると思われる。縄

文時代の柵列は、県内では仁多町下鴨倉遺跡、邑南町郷路橋遺跡で確認されている。郷路橋遺跡F

区では建物跡や土坑などを取り囲むように全長約15mに も及ぶ柵列が巡っており、集落を区画する

意図があつたと思われる。本例もこれと同様に居住地を区画するための柵列であったと推測される。

北原本郷遺跡・家の後Ⅱ遺跡の位置する河岸段丘上では、縄文時代早期から晩期までの遺物が出土

しているが、縄文時代の住居跡と考えられるものは本例と家の後Ⅱ遺跡 1区で検出された竪穴住居

跡 1棟のみであり、居住域、居住形態について解明すべき点が多い。

土器埋設遺構は3区の責色砂 3上面で浅鉢を正位に据えた状態で検出された。時期は後期前葉と

推定される。浅鉢を埋設した例は可能性のあるものを含めても飯南町板屋Ⅲ遺跡56号土坑の 1例の

みである
1。

山田康弘氏は中国地方の上器埋設遺構について集成している。その中で、時期的には

後期前葉から中葉の事例と後期末から晩期中葉の事例に分けられ、後期前葉から中葉のものは逆位

のものが多く、後期末から晩期中葉のものは正位と斜位がほぼ半数ずつ見られると述べられている

(山田2001)。 しかし、その後の尾原ダム建設に伴う発掘調査では可能性のあるものも含めて新たに

19例 も確認されており
2、

それらがどのように位置づけられるか今後の検討課題となる。

土坑は、各調査区で後期から晩期のものが確認されている。中には礫を伴うものや、上部に焼土

が入るもの、礫とともに大きめの土器片が混在するものなどがあったが、これらの機能については

明らかでない。 6区では多数の石錘をともなう土坑が確認されており、石錘 (を付けた網)を収糸内

した土坑の可能性がある。なお、家の後Ⅱ遺跡 1区では貯蔵穴群が、同2区では縄文時代晩期の上

坑墓群が確認されており、特定の機能を持つ土坑が群をなしているが、北原本郷遺跡 1～ 3・ 6区

ではそのような傾向は見られないようである。

1～ 3区では斐伊川の氾濫に伴う砂層を挟んで、縄文時代後期前葉 (島 ～布勢式)、 後期中葉～

後葉 (沖丈式～権現山式新段階)、 晩期以降の遺物包含層が確認された。縄文時代後期前葉と後期

中葉～後葉の遺物包含層との間の砂層 (責色砂 2)に は三瓶太平山降下火山灰 (約 3,600年前)が

部分的に入っていた。志津見ダム建設に伴う発掘調査では崎ヶ鼻式が太平山火山灰降下前、沖丈式

の上器が火山灰降下後に位置づけられているが、今回の調査結果もこれと矛盾しない。また、 6区

ただし、土器は長さ2.4m、 幅1.3mの大形の上坑内におさめられている点で、本遺跡例と様相は異なる。

北原本郷遺跡 3例 (2002～ 2004年 、島根県教育委員会調査)、 家の後Ⅱ遺跡 5例 (2002,2003年 、島根県教育委員会

調査)、 仁多町原田遺跡 I区 4例 (島根県教育委員会2004)、 同2区 6例 (2004年、島根県教育委員会調査)、 前田遺

跡 1例 (2002年 、島根県教育委員会調査)で確認されている。

第 立早5
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では晩期を中心とする遺物包含層の下層で、縄文時代後期 (崎 ヶ鼻式～沖丈式)の包含層や、西川

津式を中心とする縄文時代前期の包含層が確認された。調査区によって状況は異なるが、北原本郷

遺跡や隣接する家の後Ⅱ遺跡では、斐伊川の氾濫により堆積 した砂層や三瓶山の噴火に伴う火山灰

が観察できる部分があり、遺構配置や遺物の分布が層位的に把握できる。

遺物の分布状況は調査区や地点によってかなり偏 りがあることが明らかになった。 1～ 3区では

中期以前に遡る遺物は出土 していないが、 6区では調査区の西端を中心に前期の上器が多 く出上 し

ている。一方で、 3区の旧河道 1・ 2では後期前葉の土器が大量に検出された。また、石器につい

てみてみると、 6区では石錘が76点 も出土 しているほか、同じ河岸段丘上に位置する家の後Ⅱ遺跡

2区では300点以上の石錘が出土 しているのに対 し、 1～ 3区では13点 しか出上 していない。この

ような遺物分布状況の違いは、時期によって人々の活動範囲が変化することや、地点ごとに空間利

用状況の差異や機能差があったことを示すものと思われる。

ただし、遺物の出土量のみから活動域を考えるには問題がある。例えば、旧河道 1,2は多量の

上器が廃棄された場所であり、この時期の本来の居住域・活動域は別の地点を想定 しなくてはなら

ない。他の調査区の遺構・遣物のあり方もふまえた上で検討する必要がある。

このほか、縄文時代の遺物には祭祀具や装身具もあり、 1～ 3区では不明土製品 2点 とそれと共

伴 した磨石や独鈷石状石製品が、 6区では耳栓 2点が出土している。北原本郷遺跡 5・ 8区や暮地

遺跡、林原遺跡で土偶が、原田遺跡では石棒 。線刻礫 。棒状土製品が、下鳴倉遺跡で線刻礫が見ら

れるなど、この地域では後期以降に出土例が目立つ。こうした遺物は縄文時代の人々の精神生活を

考える上で注目される。

弥生時代～古墳時代初頭

1～ 3・ 6区では弥生時代～古墳時代初頭の竪穴住居跡・建物跡13棟、掘立柱建物跡 5椋、加工

段 1か所、溝、土坑などが検出されている。竪穴住居跡・竪穴建物跡で時期の分かるものは、中期

前葉のものが 2棟、中期中葉のものが 3棟、後期中葉ものが 1棟、古墳時代初頭のものが 1棟であ

る。また、 6区のSB061ま後期中葉、 2区の加工段は古墳時代初頭のものである。このほか、北原

本郷遺跡 5。 8区で検出された 5棟の竪穴住居跡のうち4棟が後期前葉～中葉、家の後Ⅱ遺跡 2区

の竪穴住居跡 1棟が中期中葉に位置づけられる。以上のことから、この河岸段丘上では、中期前葉

以降に1時期に竪穴住居 2棟前後の単位で集落が営まれていたようである。しかし、後期後葉にな

ると竪穴住居跡は確認されておらず、この時期の遺物もわずかであるため、別の地点に集落が移動

したと考えられる。古墳時代初頭になると再び集落が営まれるが、古墳時代前期以降の建物跡は確

認されておらず、遺物も少ないことからこの継続期間は短期であったようである。

斐伊川中流域の弥生時代～古墳時代初頭の竪穴住居跡は、雲南市木次町平田遺跡、垣ノ内遺跡、

川平 I遺跡、仁多町暮地遺跡などで確認されているが、これらは中期後葉以降に営まれたもので、

垣ノ内遺跡をのぞいて居住期間は短期であったと考えられる。北原本郷遺跡は集落の形成が中期前

葉まで遡り、後期中葉まで長期間継続していたことは注目される。

S106は 後期中葉の焼失住居である。炭化材が放射状に焼け落ちた状態で検出されるなど、遺存状

態は良好であった。炭化材については出上位置の記録のほか、樹種同定を行っており、竪穴住居の

構造を復元する上で基礎的な資料が得られた。竪穴住居が火を受けた原因については①失火や、②
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争いなどによる放火、③住居の廃棄行為といった可能性が考えられるが、床面から出土した遺物は

底部を打ち欠いた甕 1点 と基部の欠損した袋状鉄斧 1点のみであることから、③の可能性が最も高

いと思われる。なお、斐伊川中流域では、垣ノ内遺跡、暮地遺跡でも焼失住居が確認されている。

遺物は、弥生時代前期から古墳時代初頭までの上器が出土している。中期前葉のものは、文様が

櫛描文のほかに、半載竹管状工具による直線文・波状文や、刺突文などが多用されている点、重に

は口縁部が逆 L字状になる器形があり、装飾の派手なものが多い点で特徴的である。このようなも

のは類例は乏しく、その編年的な位置づけや分布範囲については今後の検討課題となる
1。

古墳時代前期初頭のS105か らは鉄鏃 1点が検出された。類似したものは、S105と ほぼ同時期の、

平田遺跡 3区竪穴建物跡で出上している。平田遺跡では原始的な鍛冶による鉄器製作を行なってお

り、鉄器の生産と流通のあり方を考える上で興味深い。

吉代・ 中世

1～ 3・ 6区では、古墳時代～奈良・平安時代の遺構・遺物は少ない。水田造成などにより遺構

や包含層が削平されたということも考えられるが、全体として遺物分布の希薄さから考えると集落

の中心からはずれた地点であったと思われる。

古代末から中世の遺構は、 1～ 3区で掘立柱建物跡 1棟、配石遺構 1、 鉄床石 1な ど、 6区で掘

立柱建物跡 1棟、柵列跡 1条が検出された。隣接する家の後Ⅱ遺跡 2区では中世後半の遺構が確認

されており、北原本郷遺跡は集落の縁辺部であったと考えられる。鉄床石の周辺では鉄津など鉄生

産関連遣物が分布していた。遺物の種類や分析結果から精錬鍛冶から鍛錬鍛冶工程の操業が行われ、

特に鉄に含まれる不純物の除去を目的とした精錬鍛冶の割合が高かったと推測される。炉跡は確認

されていないが、タト径の大きな板屋型羽口を送風に用い、炉内に溜まった津を流し出すための子しや

溝を伴う構造であつたと考えられる。こうした構造のものは板屋型精錬鍛冶炉と呼ばれており、飯

南町板屋Ⅲ遺跡 2・ 3号炉などで類例が確認されている。板屋型精錬鍛冶炉の出現は12世紀後半か

ら13世紀前半で、この頃に製錬炉地下構造の大形化・複雑化に伴い銑鉄・鋼・軟鉄など炭素量に差

のある鉄塊が量産され、それに対応するための新しい鍛冶技術が導入されたと考えられている (角

田2004)。 本遺跡の事例もまさにそうした精錬鍛冶炉の出現期のものとして注目される。なお、中

世の精錬鍛冶遺構は製錬遺構と共存するものが多いようであるが、本遺跡では製錬遺構と離れて集

落に位置しており、鍛冶原料を供給した製錬遺跡との関係や、集落でどのような役割を果たしてい

たのか、中世における鉄生産 。流通を考える上で注目される。

北原本郷遺跡の調査は、斐伊川左岸の河岸段丘上に営まれた縄文時代～中世にかけての複合遺跡

である。面的な発掘調査により、遺跡の全体像が明らかとなり、各時代の河岸段丘上における空間

利用状況や景観の復元が可能になるのではないかと思われる。新たな調査成果もふまえた上で、検

討すべき課題である。

1 これらと同じ特徴のものについては家の後Ⅱ遺跡2区でも出土しており、島根県教育委員会『宮ノ脇遺跡 家の後E

遺跡 1』 2005刊行予定に詳しく述べられている。
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第 6章 土器埋設遺構の土壌分析結果

島根大学生物資源科学部土壌圏生態工学研究室

若月 利之、三浦 聡子

1.目 的

島根県埋蔵文化財調査センターより依頼された土壌標本 (標本No l～No 6)について、当該の遺

構が埋葬に関連するものかどうかを土壌の理化学分析により調べること。

2.方法

土色を観察 しその後、一般理化学分析を行った。炭素 (C)。 窒素(N)は ヤナコCNコ ーダーで測定

した。その他の無機元素は土壌を0.1規 定塩酸溶液 (土壌 :溶液=5 g i30ml)で 2時間抽出を3反

復後、100mlと して、抽出液を島津製作所 ICP2000(高周波プラズマ発光分析装置)で分析した。

3.結果と考察

表に、分析結果と土色を示 した。土色については、暗褐色、暗オリーブ褐色 (乾土)を示 してお

り、本土壌は黒ボク土的な性質が弱いことを示す。各元素の濃度は、105℃乾燥土当たりで計算 し

てある。遺構内の埋設土器内部及び遺構外の埋設土器周辺の上壊において、差はほとんど見られな

かった。

斐伊中山古墳群～西支群～ (1994年 )の調査の際に行った古墳の埋葬主体床面における屍体の位

置同定では、屍体のあった場所 と推定された土壌面では、可溶性リン濃度が著 しく高 くなっていた。

しかし、今回の分析結果では、どの土壌においてもリン濃度は低 く、土坑内外でも差はほとんど見

られず、土器に屍体が埋葬されていたことを示す見知は認められなかった。また、北原本郷遺跡 5

区の調査 (2004年 )では、 3区から100m程 の距離の 5区 において、比較的狭い範囲内に存在する

土坑内の土壌で屍体由来と考えられるリンを高濃度に含有 していた。 5区から100m以上離れた 3

区にも墓が分散 して設置されたとは考えにくい。また、この上器埋設遺構は、縄文時代の川跡から

非常に近いところに位置 してお り、これらのことから本遺構は食品などの保存や何らかの屍体埋葬

以外の目的で使用されていたと推沢1さ れた。

しかし、河川の氾濫による土坑内の上壌の流出や周辺の上壌の混入、河川水等の水分により屍体

由来のリンが溶脱 してしまったという可能性 も否定できない。

表 1 土壌サンプル

乾  土 湿   土

1 3区土器埋設遺構 坦設土器内 上部

2 3区土器坦設遺構 坦設土器内 下部

3 土器埋設遺構外 埋設土器周辺

4 土器埋設遺構外 坦設土器周辺

5 土器埋設遺構外 埋設土器周辺

6 土器坦設遺構外 埋設土器周辺

表 2 標本土壌土色

乾  土 湿   土

ユ 10YR5/4 にぶ い責褐 10V‐R3/4 暗褐

2 10YR5/3 にぶい責褐 10YR3/3 暗褐

3 101rR5/3 にぶい責褐 10YR3/3 暗褐

4 lllY酪/3 にぶい責褐 101FR3/3 日き褐

5 l∝R4/6 褐 10YR3/4 暗褐

6 2.5Y5/3 責褐 251r3/3 暗オリーブ褐

表3 標本土壌分析結果 (水分含量、T― C・ T― N、 0。1規定塩酸抽出法 )

水 分 含量 98 TN C/N Ca M宜 K Na S 卜In Iヽo Cu P

(%) (%) (%) ratio (cmol(十 )/kD (mg/kgl

l 24.17 0.31 0. 2 5,24 37.58 1096

2 25,73 004 6.27 0,12 0. l

3 0,03 5.28 0.35 0.19 0 2 3917 177

4 22.94 0.23 0 3 56.49 2.04 1251

5 2057 021 0.03 6.50 0. 3 1.74 と。23

6 1884 5,74 0. 2 0.95 16.38
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第 7章 放射性炭素年代測定

第 7章 放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所

1.試料 と方法

試料  採取地点    種類    前処理・調整      測定法

No l l区 S106    炭化物  酸―アルカリー酸洗浄 AMS(加 速器質量分析)法

No 2 1区 S110    炭化物  酸―アルカリー酸洗浄 AMS(加 速器質量分析)法

No 3 1区 M37ウーa  炭化物  酸―アルカリー酸洗浄 AMS(加 速器質量分析)法
鉄津分布範囲

2.測定結果

試料  ユC年代   δ BC  補正XC年
代    暦年代 (西暦)      測定h

(年BP)   (%。 )  (年BP)             (Beta― )

lfo 1   2000± 40   -23.8   2020± 40    交′点 :BC 30             176040
lσ :BC 50 ～ AD 30
2σ :BC l10～ AD 70

No 2  1500± 40  -27.1  1470± 40  交点 :AD 610        176041
l σ :AD 560～ 640

2 σ :AD 530～ 650

陥 3  現代の試料 176042

1)14c年代測定値

試料の14c/12c比から、単純に現在 (1950年AD)から何年前かを計算 した値。
14cの

半減期は、

国際慣例に従って5,568年 を用いた。

2)δ おC測定値

試料の測定“C/ワ C比比を補正するための炭素安定同位体比 (19Cれ
2c)。 この値 は標準物質

(PDB)の同位体比からの千分偏差 (‰)で表す。

3)補正 14C年代値

δBC測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、
MC/セ Cの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

占
〔　
σ
　
σ

一父

１

２
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4)暦年代

過去の宇雷1線強度の変動による大気中単C濃度の変動を補正|す ることに|よ り算出した年代謳職 。

補正には1年代既知|の樹木年輪の車0の詳細な測定値、お―よびサンゴのU‐Thl年代と■C年代の上較

により作成.さ れた政
=曲

線を使用した。最新の十デ‐タベ‐ス (・INTCAL98‐Radiocarb。■Age

Callbration'StuiveF et al,1998,IRadiocarbon 401311に よ―り、約1乳000年BPまでの換算が可能となっ

てい.る 。ただし、+10;0004BP以前のデータはまだ不完全であり、今後ヽ改善される可能性がある。

麿年代の交点と1ま、補正干C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。lσ 籠8%

確率)・ 2● 195%1確率)はょ、補PC年代値の偏差の幅を礫正曲線ιこ投影した暦年代の幅を示す。

したがうて、複数の交点が表記される場合や、複数の1,Ⅲ 2σ 値が表記される場合ヽある。
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第 8章 焼失住居の炭化材樹種同定

第 8章 焼失住居の炭化材樹種同定

パ リノ・サ ー ヴェイ株 式会社

はじめに

北原本郷遺跡は斐伊川左岸の河岸段丘上に位置する。発掘調査により、縄文時代晩期の遺物、弥

生時代中期前葉、中期中葉、後期中葉、古墳時代前期初頭の遺構・遺物等が検出されている。この

うち、弥生時代後期中葉の住居跡は焼失住屋であり、住居構築材に由来すると考えられる炭化材が

床面上から出土している。炭化材の中には萱材のような形状のものも認められる。今回の分析調査

では、弥生時代後期中葉の住居構築材の利用状況を把握するために、炭化 した構築材に由来する材

やカヤ状の植物遺体について樹種同定・灰像分析を実施する。

1.試料

試料は、 1区の弥生時代後期中葉の住居跡 (S106)か ら出土した炭化材20点 (試料番号 1・ 3-

21)と カヤ状の植物遺体 l′点 (試料 2)である。炭化材は樹種同定、カヤ状の植物遺体については

灰像分析・樹種同定を合わせて実施する。

2.分析方法

(1)樹種同定

木口 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)。 板 目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製 し、実体顕微鏡

および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察 し、その特徴から種類を同定する。

(2)灰像分析

植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は、珪化細胞列などの組織構造を呈 している。植物体が土

壌中に取 り込まれた後は、ほとんどが土壌化や撹乱などの影響によって分離 し単体となる。しかし、

出土 した植物遺体には組織構造が珪化組織片などの形で残されている場合があり、住居の構築材や

敷物に稲藁や他のイネ科植物が利用 されている例がある (例 えば、パ リノ・サーヴェイ株式会

社,1991)。 そのため、珪化組織片の産状を調査することで、構築材の種類等の情報が得られるもの

と考える。

今回の試料は、ほとんどが炭化 してお り、灰像の観察に障害となる有機物が含まれていたため、

前処理 として、試料を過酸化水素水で漂白・灰化 した。これを400倍 の光学顕微鏡下で観察 し、イ

ネ科業部 (葉身と葉鞘)に由来 した植物珪酸体を包含する珪化組織片を近藤・佐瀬 (1986)の 分類

に基づいて調べる。

3.結果

分析結果は、炭化材の樹種同定について記載する他、指定された試料呑号 2,12の 2点 について

は試料の外観的な特徴 と分析結果を合わせて記載する。

(1)樹種同定

樹種同定結果を表 1に示す。指定された試料番号 2,12を 除 く19点の炭化材は、全て広葉樹で、

4種類 (ノ グルミ・クリ・ミズキ属・ハリギリ)に同定された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

・ノグルミ (Ptatycarya strobitacea Sieb.et Zucc.)ク ルミ科ノグルミ属
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環孔材で、子し圏部は3-4ア 1、

孔圏外で急激に管径 を減 じた

後、多数が複合 して斜方向～火

炎状に配列する。道管は単穿孔

を有 し、壁孔は交互状に配列、

小道管内壁にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は異性、単

列15-20細胞高前後のものと、

4-6細 胞幅、20-30細胞高前

後のものとがある。

・クリ (Castanea crenata

Sieb.et Zucc.)ブ ナ科ク

リ属

環孔材で、孔圏部は2-4列、

孔圏外で急激～やや緩やかに管

径を減 じたのち、漸減 しながら

火炎状に配列する。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-

15細胞高。

・ミズキ属 (Cornus)ミズキ科

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では角張った楕円形、単独または2-4個が放射方向あるいは塊

状に複合 して散在する。道管は階段穿孔を有 し、壁孔は対列～交互状に配列する。放射組織は異性、

1-5細胞幅、 1-30細胞高。

・八リギリ (kalopanax pictus(Thunbう Nakai)ウ コギ科八リギリ属

環孔材で、孔圏部はほぼ 1列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減、塊状に複合 し接線 。斜方

向の紋様をなす。道管は単穿孔を有 し、壁了しは交互状または対列状に配列する。観察 した範囲では

小道管内壁にらせん肥厚は認められない。放射組織は同性、 1-5細 胞幅、 1-3餅田胞高。

(2)試料番号 2(取り上げ番号 4:屋根材 (カ ヤ ?))

試料は、径 5-74m程度の円柱状で内部は中空となる。一部に節が残存 している試料がある。横

断面では、維管束が基本組織中に散在する不在中心柱の配列が観察できることから、イネ科タケ亜

科に同定される。一方、灰像分析結果では、試料中に珪化組織は認められたが、特徴的な形態の植

物珪酸体は認められず、種類の同定には至らない。タケ亜科 (タ ケ・ササ類)は、秤鞘 (竹 の皮 )

が秤の伸長と共に節から脱落するタケ類 と、秤鞘が秤を包んで宿存するササ類 とに分けられる。今

回の試料における節の形状は、タケ類よりもササ類の形状に類似することから、ササ類に比定され

る可能性 もあるが、戊化し、組織構造が充分確認できないことから特定するには至らない。

(3)試料番号12(取り上げ番号63:柱 ?(柱穴上部から出土))

試料は角材状を呈するが、袋中で 4点 に割れていたほか、細片も多数認められる。また、これが

柱材 とすれば、使用時の大きさに比べて試料ははるかに小さく、形状等の復元は困難である。泥が

付着 し、出土時の最外面と考えられる面は板 目面であるが、試料は手で触れただけで年輪界が割れ

表 1.北原本郷遺跡の樹種同定結果

番号 出上位置 取上番号 部位・形状 樹種

1 匪こS106 1 柱状 ク リ

膠ζS106 4 屋根材 (カ ヤ ?) イネ科タケ亜科

区S106 垂木 ? ク リ

4 区S106 大型の材 ク リ

厘こS106 垂木 (丸い材 ) ノグルミ

匠ζS106 板状 ?(厚み不均等) ミズキ属

匠こS106 柱状 (角材 ) ク リ

彦こS106 柱状 ク リ

区S106 垂木 ? ク リ

区S106 板状 ク リ

11 区S106 板 状 ク リ

区S106 柱 ?(柱穴上部から出土) ク リ

区こS106 垂木 ? ク リ

擾こS106 垂木 ? ク リ

匪こS106 大型の材 ク リ

匠こS106 垂木 ? ク リ

17 区S106 板状 ク リ

区S106 垂木 ? ク リ

区S106 板状 ク リ

区S106 垂木 ? ハリ→Fリ

匠こS106 垂木 ? ハリギリ

-185-



第8章 北原本郷遺跡の自然科学分析

るほど脆い状態である。

試料は環孔材であり、孔圏部は2-4列、孔圏外の小道管は漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有 し、壁子しは交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-15細胞高。以上の特徴

から、クリに同定される。

4.考察

弥生時代後期中葉の住居跡S106は 、直径約5.5mの 円形を呈する竪穴住居跡で、 4本の柱穴が確

認されている。炭化材は住居のほぼ全面から出土 している。炭化材の軸方向が住居中心から放射方

向を向いているものが多い。また、南東の柱穴から柱材の可能性がある炭化材が出土している。今

回同定 した炭化材は、ノグルミ属・クリ・ミズキ属・ハリギリの広葉樹 4種類に同定された。この

中ではクリが多 く、20点中16点 を占めてお り、柱穴から出土 した柱材と考えられる試料 もクリであ

つた。クリ材は、強度や耐朽性に優れた材質を有 してお り、住居構築材 として適材といえる。

クリ以外の樹種は、いずれも住居の竪穴の壁に近い場所から出上している。ミズキ属 とノグルミ

が住居北北西側の壁際、ハリギリ2点が住居南西側の壁際から出上 してお り、これらの炭化材の軸

方向は概ね壁から住居中央方向を向いている。ノグルミとミズキ属は、比較的重硬で強度が高い材

質を有 しており、クリと同様の利用が可能である。一方、ハリギリは、他の 3種類に比較すると材

質が異なり、やや軽 く強度や保存性等もそれほど高 くない。材質の違いが何を意味するかは現時点

では不明である。

住居中央部付近から出土 した萱状の植物遺体は、灰像分析では種類を特定することができなかっ

たものの、横断面の組織観察からタケ亜科に同定された。タケ亜科にはササ類・タケ類があるが、

秤の形状 (特 に節の形状)や大きさからササ類に由来する可能性がある。ササ類だとすると、本植

物遺体が屋根を葺いた萱材等に由来する発掘調査時の所見とも矛盾するものではない。

以上のことから、弥生時代後期中葉の住呂S106で は構築材 としてクリが多用されており、その他

ノグルミ・ハリギリ・ミズキ属なども部材として利用されていることが確認された。クリは二次林

などに普通に見られる種類である。ノグルミ、ハリギリは陽向地で肥沃な環境に生育し、ミズキ属

も日当りの良い場所に生育している。このような現在の分布と本遺跡の立地環境を考慮すると、い

ずれの樹種も遺跡周辺に分布していた可能性が考えられる。構築材の入手経路として、遠方より持

ち込まれた可能性を全く否定できないが、遺跡周辺に生育していた樹木を利用している可能性が高

いように思われる。弥生時代後期前半の古植生については、沿岸部 (宍道湖のボーリングコア)で
はスギやアカガシ亜属を主とする植生であったことが推定されている (大西ほか,1990)が、本遺

跡周辺では不明である。今後、本地域における古植生情報が蓄積されることにより、より詳細な木

材の利用状況に関する検討が行うことが可能となるものと思われる。

引用文献

近藤 錬三・佐瀬 隆,1986,植物産酸体分析,そ の特性 と応用。第四紀研究,25,31-64.

大西 郁夫・干場 英樹・中谷 紀子,1990,宍 道湖湖底下完新統の花粉群.島根大学地質学研究報告,9,117

127.

パリノ・サーヴェイ株式会社,1991,自 然科学分析.東京都新宿区戸山遺跡―厚生省戸山研究舎 (仮称)建設に

伴う緊急発掘調査報告書一本文編,戸山遺跡調査会,13詐 168.
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図版 1 北原本郷遺跡の炭化材 (1)

1.ノ グルミ (試料番号 5)

2.ク リ (試料番号13)

3.ミズキ属 (試料番号 6)

a.木口、b.柾日、C.板目

■■■1 200μ m i a

■■■■■ 200μ m:bi c
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図版 2 北原本郷遺跡の炭化材 (2)

4.八リギリ (試料番号20)

a.木回、b.柾日、c.板目
…

 200μ rn: a

■■■■■■ 200μ m:b, c
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図版 3 北原本郷遺跡・試料番号 2の外観と組織

1.外観

2.横断面の組織 (イネ科タケ亜科)

3.組織片 (種類不明)

4.組織片 (種類不明)

■■■■■■■■ lCm:la

lcm:lb

■■1 200μ m:2
50μ m:3,4a

■■■ 25μ m:4b

lbla
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図版 4 北原本郷遺跡・試料番号12の外観と組織

1.外観
2.断面の組織 (ク リ)

a:木口、b:柾日、c:板目

…

 lClm:1

200μ m i2a

H 200μ m:2b、 c
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第9章  1～ 3区出土鍛冶関連遺物の金属学的調査

九州テクノリサーチ・TACセ ンター

大 澤  正 己 ・鈴 木  瑞穂

1,いきさつ

北原本郷遺跡は島根県大原郡木次町大字北原に所在する。当遺跡内では、全体から鉄生産に関連

する遺物の出土がある。特に 1区の自然石を利用 した鉄床石の周辺に、分布が集中している。遺跡

内での生産の実態を検討するため、金属学的調査を実施する逗びとなった。

2.調査方法

2-1。 供試材

Table.1に示す。鍛冶関連遺物計20点の調査を行った。

2-2.調 査項目

(1)肉眼観察

分析調査を実施した遺物の外観上の特徴を記載 した。

(2)マ クロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察 した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を、

投影機の 5倍・10倍・20倍で撮影 したものを指す。基調査は、顕微鏡検査によるよりも広い範囲に

わたって、組織の分布状態、形状、大きさなどの観察ができる利点がある。

(3)顕微鏡組織

津中に晶出する鉱物及び鉄部の調査を目的として、光学顕微鏡を用い観察を実施 した。観察面は

供試材を切 り出した後、エメリー研磨紙の+150、 +240、 +320、 #600、 #1000、 及びダイヤモンド

粒子の3μ と lμ で順を追って研磨 している。なお金属組織の調査では腐食 (Etching)液 に 50/O

ナイタル (硝酸アルコール液)を用いた。

(4)ビ ッカース断面硬度

鉄津中の鉱物 と、金属鉄の組織同定を目的として、ビッカース断面硬度計 (Vickers Hardness

Tester)を 用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨 した試料に186° の頂角をもったダイヤモ

ンドを押 し込み、その時に生 じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値 としている。

試料は顕微鏡用を併用 した。荷重は特に記載のない場合、200gfで 測定 している。ただし一部100gf

で測定したものもあり、その場合には本文中に荷重を記載した。

(5)EPMA(Electron Probe Micro Analyzer)調 査

化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定を目的とする。

分析の原理は、真空中で試料面 (顕微鏡試料併用)に電子線を照射 し、発生する特性X線を分光

後に画像化 し、定性的な結果を得る。更に標準試料 とX線強度との対比から元素定量値をコンピュ

ーター処理 してデータ解析を行う方法である。

(6)化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施 した。
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全鉄分 (Total Fe)、 金属鉄 (Metallic Fe)、 酸化第一鉄 (FeO):容量法。

炭素 (C)、 硫黄 (S)、 :燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化准素 (Si02)、 酸化アルミニウム (A1203)、 酸化カルシウム (CaO)、 酸化マグネシウム

(MgO)、 酸化カリウム (乃 0)、 酸化ナ トリウム (Na20)、 酸化マンガン (MnO)、 二酸化チタン

(Ti02)、 酸化 クロム (Cr203)、 五酸化燐 (P205)、 バナジウム (V)、 銅 (Cu)、  :ICP
(Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer)法 :誘導結合プラズマ発光分光分析。

(7)耐火度

主に炉材の性状調査を目的とする。耐火度は、溶融現象が進行の途上で軟化変形を起こす状態度

の温度で表示される。胎土をゼーゲルコーンという三角錐の試験片に作 り、 1分間当り10℃ の速度

で1000℃ まで温度上昇させ、それ以降は 4℃ に昇温速度をおとし、試験片が荷重なしに自重だけで

軟化 し崩れる温度を示 している。

3,調査結果

KIT-1:羽 口

(1)肉 眼観察 :外面に費巻き状の痕跡が残る、板屋型羽日の先端部破片である。外面表層は溶融

黒色ガラス質化が進む。胎土は石英粒を多量に含み、僅かにスサを混和 している。

(2)顕微鏡組織 I Photo.l① ～⑤に示す。①～③は外面表層部分である。灰褐色多角形結晶マグネ

タイト (Magnetite:Fe304)が 凝集気味に晶出する。鍛冶処理中の金属鉄が一部酸化して生じた

派生物である。

④③は試料内部である。全体に熱影響が強く、黒色ガラス質淳化している。ただし胎土中に混

在する石英等の鉱物は、外周が僅かに溶融するものも多いが比較的本来の形状を保つ。写真中央

の明色粒は胎土中に混在する砂鉄粒子である。

(3)ビ ッカース断面硬度 :Photo。 l③の灰褐色多角形結晶の硬度を測定した。硬度値は588Hvであ

った。マグネタイトの文献硬度値500～ 600Hv(注
1)の

範囲内であり、マグネタイトに同定され

る。

(4)化学組成分析 :Table.2に 示す。強熱減量 (Ig loss)0。 15%と 低値であった。強い熱影響を受

けて結晶構造水のほとんどが飛散 した状態での分析である。鉄分 (Fe203)7.460/0と 高 く、酸化

アルミニウム (赳203)は 15,18%と 低めで、耐火性には不利な成分である。

ただし当試料は熱影響の少ない胎上部分がほとんど採取できず、ガラス質淳部分 も含めて分析

している。このため本来の羽口胎土より、鉄分が高 くなっている可能性が高い。

(5)耐火度 :1060℃ であった。化学成分を反映して、耐火性の低い性状であった。

KIT-2:流出溝津

(1)肉 眼観察 :流出溝淳ないしは流出孔津の破片である。上面は弱い流動状で、側面から下面は

きれいな樋状を呈す。また破面上層には横方向に広がる気孔が、層状に確認される。下面側にも

微細な気孔が散在するが、全体に緻密で重量感のある滓である。

(2)顕微鏡組織 :Photo.l⑥～③に示す。淡茶褐色多角形結晶はウルボスピネル (Ulvbspinel i

2醍O・ Ti02)と へ~シナイト (Hercynite:FeO・ A1203)の回溶体 に2)に 同定される。また白色粒

状結晶ウスタイト (Wustite i FeO)、 淡灰色盤状結晶ファイヤライト (Fayalite i 2FeO'Si02)
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も暗黒色ガラス質津中に晶出する。更にウスタイ ト粒内には微細な淡褐色結晶が散在 してお り、

こちらもウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体である。

これは含チタン (Ti)砂鉄を始発原料とした、精錬鍛冶淳にみられる一般的な組成である。

(3)ビ ッカース断面硬度 I Photo。 l⑦③中央の結晶の硬度を測定した。⑦の白色粒状結晶の硬度値

は481Hvであった。ウスタイトの文献硬度値450～500の範囲内であり、ウスタイトに同定される。

また①の淡茶褐色多角形結晶は706Hvと 硬質であった。この硬度値から当結晶はウルボスピネ

ルとヘーシナイトの固溶体と判断される。

(4)化学組成分析 :Table,2に示す。全鉄分 (Total Fe)51,72%に 対して、金属鉄 (Metallic Fe)

0。 020/O、 酸化第1鉄 (FeO)57.03%、 酸化第2鉄 (Fe203)10.540/Oの 割合であつた。造津成分

(Si02+A1203+CaO+MgO+K20+Na20)23.740/Oで 、このうち塩基性成分 (CaO+MgO)3.140/O

である。製鉄原料の砂鉄に含まれる二酸化チタン (Ti02)5,30%、 バナジウム (V)0.180/0と 若干

高めで、また酸化マンガン (MnO)も 0.620/0と 多い。銅 (Cu)イ よ0。01%である。

当試料は鉄分の高値傾向が著しく、砂鉄由来の脈石成分 (Ti,V,Mn)も若干高めである。

鉱物・化学組成の特徴から、当資料は鍛冶原料 (製錬系鉄児)の付着淳 (製錬津)な ど、不純

物を除去する工程で派生した精錬鍛冶淳に分類される。鍛冶原料鉄は、主にチタン (Ti)含有量

の高い砂鉄から造られた鉄塊が搬入された可能性が高い。

KIT-3:炉底塊～流出孔淳

(1)肉眼観察 :炉底塊から流出孔滓にかけての津である。平面は不整五角形をして全体に厚手で

樋状を呈する。上下面と側面の約1/21よ 本来の自然面で、表面は部分的に弱い流動痕が残る。破

面には木炭痕や不規則な隙間があるが、比較的緻密である。

(2)顕微鏡組織 :Photo。 2①～③に示す。①は試料表層部である。写真左端の試料表面に沿って広

がる灰色部は銹化鉄、微細な白色粒は遺存する金属鉄粒である。

淳中の淡褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体、これに白色粒状結晶ウス

タイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトが暗黒色ガラス質津中に晶出する。更にウスタイト粒内

には、微細な淡褐色結晶が散在し、これもウルボスピネルとヘーシナイトの回溶体である。

(3)ビ ッカース断面硬度 I Photo.2② ③中央の結晶の硬度を測定した。②の白色粒状結晶の硬度値

は523Hvで あった。ウスタイトの文献硬度値の上限を上回る値であった。若千Ti,Alな ど他の元

素を固溶して、硬質化している可能性が高い。

また、③の淡褐色多角形結晶は762Hvと 硬質で、ウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体である。

(4)化学組成分析 :Table.21こ 示す。全鉄分 (Total Fe)51,97%に 対して、金属鉄 (Metallic Fe)

0,040/O、 酸化第1鉄 (FeO)56.810/0、 酸化第2鉄 (Fe203)11.11°/oの 割合であった。造淳成分

(Si02+A1203+CaOtt MgOttK20+Na20)は 24.230/Oで 、このうち塩基性成分 (CaOttMgO)は

2.62%を 含む。また製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 3.90%、 バナジウム (V)

が0。 18%で あった。更に酸化マンガン (MnO)は 0。42%、 銅 (Cu)は <0.01%であつた。芸試料

は鉄分の高値傾向が顕著で、砂鉄由来の脈石成分は若干低めである。

鉱物・化学組成の特徴から、当資料もKIT-2流出溝津と同様、精錬鍛冶淳に分類される。

KIT-4:不明淳

(1)肉 眼観察 :6820gを 測る大型の椀形鍛冶淳様の鉄淳である。ほぼ完形に近い。上面は中央が
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やや窪み、全体に木炭痕が残 る。側面から下面にかけては皿状 を呈するが、側面の立ち上が りは

比較的急である。 また側面には九棒状の工具痕を残す。

(2)顕微鏡組織 :Photo。 2④ に示す。淡茶褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘーシナイ トの固溶

体である。また白色粒状結晶ウスタイ ト、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライトが暗黒色ガラス質

淳中に晶出する。更にウスタイ ト粒内には、微細な淡褐色結晶が散在 してお り、これもウルボス

ピネルとヘーシナイ トの回溶体を析出する。

なお各結晶の組成に関しては、EPMA調査の項で詳述する。

(3)ビ ッカース断面硬度 I Photo.2④ の淡茶褐色多角形結晶の硬度を測定した。硬度値は737Hvで 、

ウルボスピネルとヘーシナイ トの固溶体が同定される。

(4)EPMA調査 I PhOto.24の 1段 目に反射電子像 (COMP)を 示す。 1の番号をつけた白色粒状結

晶の定量分析値は98,90/OFeO-1.10/OTi02で あつた。ウスタイ ト (Wustite:FeO)に 同定される。

ただ し微量Tiを 固溶する。2の 番号をつけた淡茶褐色多角形結晶の定量分析値は69.90/OFeO―

22,7%Ti02~7.40/OA1203で あつた。ウルボスピネル (Ulv6spinel:2FeO・ Ti02)と へ~シ ナイ ト

(Hercynite:FeO・ A203)の回溶体に同定される。

また 3の香号をつけた、白色樹枝状結晶の定量分析値は101,1%FeOであつた。これもウスタイ

ト (Wustite i FeO)に 同定される。そして 5の香号をつけた、白色結晶内の微小晶出物の定量

分析値は72.10/OFeO-19,70/OTi02~6.9%A1203で あつた。マグネタイ ト (Magnetite:FeO・ Fe203)

及びウルボスピネル (Ulvё spinel i 2FeO・ Ti02)、 へ~シ ナイ ト (Hercynite:FeO・ A1203)を端

成分とする固溶体に同定される。

さらに 4の番号 をつけた、淡灰色木ずれ状結晶の定量分析値 は70。 10/OFeO-1.2%CaO―

29.80/OSi02で あつた。Caを微量固溶するがファイヤライ ト (Fayalite:2FeO oSi02)に 同定され

る。また 6の番号のついた素地のガラス質淳部分の定量分析値は39,80/OSi02~18.3%A1203~

7.00/OCaO-7.4%脆 O-17.8%FeOで あった。珪酸塩である。

(5)化学組成分析 :Table。 2に示す。全鉄分 (Total Fe)52,770/0に 対 して、金属鉄 (Metallic

Fe)<0.01°/o、 酸化第1鉄 (FeO)56.670/O、 酸化第 2鉄 (Fe203)12.470/Oの 割合であった。造淳成

分 (Si02+A1203+CaO+MgO ttK20+Na20)は 24.600/Oで 、このうち塩基性成分 (CaottMgO)

は1.930/Oである。主に製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 3.090/0、 バナジウム (V)

が0.120/0で あった。また酸化マンガン (MnO)0.330/O、 銅 (Cu)が <0.01%である。当試料 も鉄

分の高値傾向が著 しく、砂鉄由来の脈石成分は若干低めであった。

当資料の鉱物・化学組成の特徴はKIT-2、 3と 酷似する。該品も、精錬鍛冶工程での派生物に

分類される。

KIT-5:椀形鍛冶津 (含鉄 )

(1)肉 眼観察 :平面不整楕円形を呈 して、1037gを 測る椀形鍛冶津である。上面や側面にごく小

さな破面が見られる。上面中央には複数の工具痕が重なって残る。また表面は一部流動状を呈す

る。側面から下面はきれいな椀形を呈 し、細かな木炭痕を密に刻む。破面には気了しが散在するが、

緻密な津である。

(2)顕微鏡組織 :Photo。 2⑤～⑦に示す。⑤の灰色部は淳中のごく微細な銹化鉄である。金属組織

痕跡は残存せず、戊素含有量などは不明である。
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また滓中の淡茶褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体、白色粒状結晶ウス

タイト、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライトも暗黒色ガラス質淳中に晶出する。更にウスタイト

粒内には、微細な淡褐色結晶が散在しており、これもウルボスピネルとヘーシナイトの回溶体で

ある。

(3)ビ ッカース断面硬度 :Photo.2⑥⑦中央の結晶の硬度を測定した。⑥の白色粒状結晶の硬度値

は498Hvであった。ウスタイトに同定される。

また⑦の淡褐色多角形結晶の硬度値は728Hvで、ウルボスピネルとヘーシナイトの回溶体に同

定される。

(4)化学紅成分析 :Table.2に示す。全鉄分 (Total Fe)46.11%に 対して、金属鉄 (Metallic Fe)

0。 100/0、 酸化第1鉄 (FeO)42.90%、 酸化第2鉄 (Fe203)18.HO/Oの 割合であった。造津成分

(Si02+A1203+CaOttMgOttK20+Na20)は 27,760/Oで 、このうち塩基性成分は (CaO+MgO)

2.46%で ある。また主に製鉄原料の砂鉄に含まれる二酸化チタン (Ti02)は 5.42%、 バナジウム

(V)0.210/0と 高めである。また酸化マンガン (MnO)は 0.440/O、 銅 (Cu)を 0.01%含む。

当資料もKIT-2～ 4と 類似する鉱物・化学組成が確認された。やはり精錬鍛冶工程での派生物

に分類できる。

KIT-6:椀形鍛冶津 (含鉄)

(1)肉 眼観察 :平面が不整楕円形を呈する、厚手で小型 (285g)の含鉄椀形鍛冶津である。側面

に一部小さな破面がみられるが、ほぼ完形に近い。上面は瘤状の突出部をもつが、他は平坦で木

災痕が残る。さらに表面には黒銹の滲みや放射割れが発生し、鉄部を内包する。側面から下面は

きれいな椀形で、細かい木炭痕を密に刻む。

(2)顕微鏡組織 :Photo。 3①～⑨に示す。①～③は津部である。白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色

木ずれ状結晶ファイヤライトが暗黒色ガラス質淳中に晶出する。①②の個所ではウスタイト粒内

に晶出物はみられないが、③の個所では微細な淡褐色結晶が散在しており、ウルボスピネルとへ

―シナイトの回溶体を析出する。

また、分析試料を採取した切断面では、試料上面寄りに15× 7mm程の偏平な鉄部が確認され

た。④～⑨は金属鉄部を50/Oナ イタルで腐食した組織である。④⑤及び③は若干針状フェライト

が析出する亜共析 (<0。77%C)組織、⑥⑦及び③は全面パーライトの共析 (0,770/OC)組 織部分

を示した。

(3)ビ ッカース断面硬度 I Photo。 3③⑨の金属鉄部の硬度を測定した。③の亜共析組織部分では2

個所調査を行った。測定荷重は左側の圧痕が200gf、 右側の圧痕が100gfである。硬度値は152Hv、

142Hvと 大差ない。また⑨の亜共析組織部分の硬度値は216Hvであった。それぞれ組織に見合っ

た値といえる。

(4)化学組成分析 :Table.2に 示す。淳部主体の分析値である。全鉄分 (Total Fe)56.910/0に 対し

て、金属鉄 (Metallic Fe)は 3。 180/0、 酸化第1鉄 (FeO)29,34%、 酸化第2鉄 (Fe203)44.22%で

あった。酸化第 2鉄の高値傾向が著しく、かなり銹化鉄を含むと推測される。

造淳成分は (Si02+A1203+CaO+MgOttK20+Na20)10,790/0と 低めで、このうち塩基性成分

(CaO tt MgO)は 0.62%で ある。また主に製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は

0.70%、 バナジウム (V)が0.030/0と 低値であった。また酸化マンガン (MnO)は 0,080/O、 銅 (Cu)
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が0,010/0で ある。

当資料の鉱物・化学組成をみると、ともに製鉄原料の砂鉄に由来する不純物 (Ti,V,Mn)
は少ない。精錬鍛冶工程末期ないしは鍛錬鍛冶初期の派生物であろう。

また当試料上面には比較的まとまりのある亜共析～共析銅を残す。この鉄部は未鍛錬であり、

鍛冶処理中途の鉄塊が津中に取 り残されたものと推測される。

KIT-7:含鉄鉄淳 (製錬系 )

(1)肉 眼観察 :平面不整台形をした、42gの含鉄鉄津である。長軸の両側面が破面である。上面

には凹凸があり、下面は緩やかな樋状を呈する。また表面には黒銹の滲みや銹化割れが発生す

る。

(2)マ クロ組織 I Photo.19に示す。表面に沿って若干津が固着するが、ほぼ鉄主体の遺物であっ

た。金属鉄の内部には中小の不定形の気孔が多数散在する。また上面表層が一部脱炭 してお り、

この部分は亜共析組織を呈する。それ以外の部分では共析～過共析組織であった。

(3)顕微鏡組織 I Photo.4① ～⑨に示す。①は試料表層に固着した津部の拡大である。淡茶褐色多

角形結晶ウルボスピネル、白色針状結晶イルミナイト (IImenite:FeO・ Ti02)、 淡褐色片状結晶

シュードブルーカイト (Pseudobrookite i Fe203・ Ti02)な いしルチル (Rutile i Ti02)が 素地の

暗黒色ガラス質津中に晶出する。これは砂鉄製錬津の晶癖である。さらにイルミナイト、シュー

ドブルーカイトないしルチルといった、酸化チタンの割合の高い結晶は高温製錬
帷3)で

派生し

た津と指摘できる。

②～⑨は金属鉄を50/Oナ イタルで腐食した組織である。鉄中の炭素含有量の偏析状態を示すた

め、炭素量の低い個所から順に写真を提示した。当試料は②～④は亜共析組織、⑤～⑨は過共析

組織の拡大である。これらの金属組織から、炭素含有量は0。 25～ 1.50/O程 度と推測される。また⑦

の中央の黄褐色異物は硫化鉄 (FeS)、 その周囲の黒色点状の共晶組織はステダイト (Steadite i

Fe― Fe3C~Fe3P)で ある。高炭素域の旧オーステナイト粒界では、複数個所で同様の硫黄 (S)、

燐 (P)偏析が確認された。これらの不純物の存在は、鉄塊が高温製錬で生成されたことを裏付

ける
(注 4)。

(4)ビ ッカース断面硬度 :Photo.4③ ⑤③⑨の金属組織の硬度を測定した。いずれも荷重は100gf

である。③亜共析組織部分のフェライト結晶の硬度値は141Hvで あった。組織から予想される値

より非常に硬度が高い。燐 (P)な どの不純物を微量固溶して、硬化した可能性が高い は5)。

また⑤はごく僅かに針状フェライトが析出する亜共析組織部分で、素地のパーライト部分の硬

度値は220Hvで ある。更に③③は過共析部分で、①の板状セメンタイトの硬度値は644Hv、 ③の

パーライト組織の硬度値は228Hvで あった。それぞれ組織に見合った値である。

以上の調査の結果、当資料は製鉄遺跡から搬入された鍛冶原料鉄 (製錬系鉄塊)と 推定される。

また金属鉄中には硫責 (S)、 燐 (P)の影響がみられる。これらの元素は熟間・冷間加工時の脆

化、鍛接不良等の原因となるため、鍛錬鍛冶作業や製作された製品への悪影響が懸念される。

KIT-8:含鉄鉄淳 (製錬系)

(1)肉 眼観察 :平面不整楕円形をした65gと小型の含鉄鉄津である。厚みのある塊状で、上下面

は比較的平坦である。表面には黒銹の滲みや放射割れを生じている。

(2)マ クロ組織 :Photo。 19に示す。当資料もほぼ鉄主体の遺物であった。金属鉄の内部には中小
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の不定形の気孔が多数散在する。ほぼ全面過共析組織の鉄塊であった。

(3)顕微鏡組織 I Photo.5① ～⑨に示す。①は試料表層に固着した淳部の拡大である。白色針状結

晶イルミナイト、淡褐色片状結晶シュードブルーカイトないしルチルが素地の暗黒色ガラス質淳

中に晶出する。砂鉄製錬津の晶癖で、当資料も高温製錬で生成された鉄塊に分類される。

②～③は金属鉄を50/Oナ イタルで腐食した組織である。全面に過共析組織が確認された。②③

中央の球状暗色部は非金属介在物である。淡褐色片状結晶シュードブルーカイトないしルチルが、

素地の暗黒色のガラス質津中に晶出する。表層の付着津とほぼ同質の組成であった。当鉄塊中に

はこうした介在物が複数散在していた。

また④⑤の中央黄褐色異物は硫化鉄で、その周囲の共晶組織はステダイトである。さらに⑥⑦

中央の黒色点状の共晶組織もステダイトである。KIT-7含鉄鉄津と同様、当資料でも硫黄、燐

の影響が顕著であった。

(4)ビ ッカース断面硬度 I Photo.5③ ⑨の過共析組織部分の硬度を測定した。硬度値は①の板状セ

メンタイト部分が542Hv、 ⑨素地のパーライト組織部分が263Hvであった。それぞれ組織に見合

った値である。

当資料もKIT-7含鉄鉄淳と同じく、製鉄遺跡から搬入された鍛冶原料鉄 (製錬系鉄塊)と 推

定される。付着津と鉄中非金属介在物の特徴から、やはり高温で製錬された鉄塊と判断される。

KTT-9:含鉄鉄津 (製錬系)

(1)肉眼観察 :平面不整台形をした107gを 測る含鉄鉄淳である。表面は厚く酸化土砂に覆われる。

試料端部では黒銹に覆われた銹化鉄部が観察される。

(2)マ クロ組織 :Photo.20に 示す。表面に沿って若千津が固着するが、ほぼ鉄主体の遺物であつ

た。金属鉄の内部には中小の不定形の気孔が多数散在する。また試料上面側の炭素含有量が比較

的高く、共析組織を呈する。これに対して試料下面側では炭素含有量が下がり、表層部ではほと

んど炭素を含まないフェライト単相の組織であった。

(3)顕微鏡組織 :Photo.6① ～③に示す。③②は試料表層に固着した滓部の拡大である。①では淡

茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、②は淡褐色片状結晶シュードブルーカイトないしルチルが素

地の暗黒色ガラス質津中に晶出する。砂鉄製錬淳の晶癖で、当試料も高温製錬で生成された鉄塊

である。

また③の中央は、非晶質珪酸塩系の介在物である。明暗 2相で構成されるが、固溶する元素の

違いによって色調差が生じている。

④～⑨は金属鉄を50/Oナ イタルで腐食した組織である。④⑤は試料下面側のフェライト単相部

分の拡大である。また⑥⑦は亜共析組織部分、③③は資料上面側の共析組織部分を示した。なお

広範囲でパーライトの不完全球状セメンタイト化が確認される。

(4)ビ ッカース断面硬度 I Photo.6⑤ ⑦⑨の金属組織の硬度を測定した。⑤のフェライト結晶の硬

度値は88Hvであった。組織に見合った値であり、燐 (P)な どの不純物の固溶はほとんどなかろ

う。また⑦の亜共析組織部分の硬度値は184Hvで 、これも組織と比較して矛盾のない値である。

更に⑨の共析組織部分の硬度値は156Hvあ った。比較的軟質の値となったのは、不完全球状セメ

ンタイト化が進んだ個所のためである。金属組織の特徴から該品は、製錬操業後、製鉄炉内で徐

冷された後に取り出された可能性が指摘できる。
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第 9章  1～ 3区出土鍛冶関連遺物の金属学的調査

(5)化学組成分析 :Table.21こ示す。全鉄分 (Total Fe)51.91%に 対 して、金属鉄 (Metallic Fe)

0.23%、 酸化第 1鉄 (FeO)13.63%、 酸化第 2鉄 (Fe203)58.740/Oの 割合であった。鉄 (本来は

金属鉄)主体の遺物のため、銹化鉄の影響で酸化第 2鉄が高い割合を示 したと考えられる。

造津成分 (Si02+A1203+CaO+MgO ttK20+Na20)は 15,08%で あるが、これは試料表層の上

砂 による汚染の影響が大 きい。また主に製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)イよ

1.710/0、 バナジウム (V)が0.060/Oで あった。表層に付着 した製錬津の影響が現れている。酸化マ

ンガン (MnO)は 0.16%、 銅 (Cu)が0.020/Oで あった。

さらに硫黄 (S)イま0。 100/O、 五酸化燐 (P205)が 0,27%で、共に高値傾向が窺われる。ただし、

これらは土砂等の汚染の影響も加わっている可能性が高い。

当資料 も製鉄遺跡から搬入された鍛冶原料鉄 (製錬系鉄塊)と 推定される。ただしKIT-7・ 8

含鉄鉄淳と比較すると金属鉄中の炭素含有量が低い。

KIT-10:含鉄鉄津 (製錬系 )

(1)肉 眼観察 :平面不整五角形を呈する、やや偏平な含鉄鉄津で214gを 測る。表面は黄褐色の酸

化土砂に覆われるが、その隙間から茶掲色の銹化鉄や小さな放射割れが覗いている。上面は中央

が一段突出するが、その表層は平坦気味である。また下面は緩やかな皿状を呈 してお り、全面に

粉え痕が薄 く残る。

(2)マクロ組織 I Photo.21に 示す。下面表層に薄 く淳や微細な木炭片が固着するが、ほぼ鉄主体

の遺物である。全面過共析組織の鉄塊であった。また内部にはやや気子しが散在 してお り、不整楕

円状の微細な津部も観察された。

(3)顕微鏡組織 I Photo.7① ～⑨に示す。①は試料下面の付着淳部分である。淡掲色片状結晶ルチ

ルが素地の暗黒色ガラス質淳中に晶出する。砂鉄製錬津の晶癖で、当資料も高温製錬で生成され

た鉄塊であろう。

②③は資料下面の微細な木炭片の拡大である。②は木回面で、発達した道管が複数観察される。

③は板目面で中央の白色部は道管に銹化鉄が侵入した痕跡、その右側は広放射組織の痕跡であろ

う。いずれも小破片のため樹種の同定までは困難であるが、製鉄用木炭に広葉樹材を利用してい

る。

④～⑨は金属鉄を50/0ナ イタルで腐食した組織である。ほぼ全面で過共析組織が観察された。た

だし③のように、一部板状セメンタイトをもつ白鋳鉄なりかけの個所も見られる。また⑤⑦③の

黒色′点状の共晶組織はステダイトで、燐 (P)の偏析が顕者であった。

(4)ビ ッカース断面硬度 I Photo.7③ ⑨の金属組織の硬度を測定した。①のステダイトの硬度値は

849Hv、 ⑨の針状セメンタイト及びステダイト部分の硬度値は780Hvで あった。何れも硬質で組

織に見合った値である。

(5)EPMA調 査 I Photo.24の 2段 目に非金属介在物と周囲の地鉄の反射電子像 (COMP)を示し

た。12の番号をつけた暗色結晶の定量分析値は76.8%FeO-32.2%b03~3.5%P205~1.2%Ti02で

あった。鉄 (Fe)と バナジウム (V)を主成分とするスピネル鉱物である。総計が100°/。 を超え

ているのは、周囲の地鉄の影響を受けているためと考えられる。また13の番号をつけた不整台形

状介在物は52.80/OMnO-24。 8%FeO-1。 80/OV203~36.0%Sであった。硫化マンガン (MnS)と 硫化

鉄 (FeS)の 固溶体に同定される。更にVの微量検出があった。
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さらに金属鉄中の燐 (P)偏析の調査を実施 した。特性X線像を見ると、中央の円形の共晶組

織 と対応 して燐の偏析が確認された。また14の番号をつけた個所の定量分析値は、125。 1%FeO―

22.30/OP205で 、ステダイ ト (Steadite:Fe― Fe3C~Fe3P)に 同定される。

もう1視野Photo.24の 3段 目に、金属鉄及び内側に含まれる微細な淳部の反射電子像 (COMP)

を示 した。淳と接触する金属鉄表層部分に、黒色点状の共晶組織が観察される。そして特性X線

像を見ると、この共晶組織 と対応 して燐偏析が認められた。15の番号をつけた個所の定量分析値

は130.60/OFeO-15.50/OP205で あつた。やはリステダイ ト (Steadite i Fe― Fe3C~Fe3P)に 同定さ

れる。

また淳部の組成調査 を実施 した。16の 番号 をつけた素地部分の定量分析値は50,70/OSi02~

13.70/OA1203~15。 10/OCaO-4.0%MgO-3.1%K20~7.40/OTi02~1.4%MnOで あった。チタン (Ti)、

マンガン (Mn)な ど砂鉄に由来する脈石分を比較的多 く固溶 した珪酸塩である。17の番号をつ

けた片状結晶の定量分析値は93。20/OTi02~4。 10/OMgO-1.7V203~1.1°/OA1203で あつたO Mg,V,Alな

ど他の元素を若干固溶するが、ルチル (Rutile:Ti02)に 同定される。

(6)化学組成分析 :Tれ le.21こ 示す。全鉄分 (Total Fe)40,720/0に 対 して、金属鉄 (Metallic Fe)

0,750/O、 酸化第1鉄 (FeO)11.610/O、 酸化第 2鉄 (Fe203)44.250/Oの 割合であった。鉄 (本来は金

属鉄)主体の遺物のため、銹化鉄の影響で酸化第 2鉄が高い割合を示す。

造淳成分 (Si02+A1203+CaOttMgOttK20+Na20)は 25。37%で ある。ただしこれは試料表層

の土砂による汚染の影響も含む値 となろう。また主に製鉄原料の砂鉄に由来する、二酸化チタン

(Ti02)は 3.110/0、 バナジウム (V)が 0,09°/0と 若干高値傾向を示 した。また酸化マンガン (MnO)

も0.240/0と やや高めである。銅 (Cu)は 0.01°/0と 差異はない。

さらに硫黄 (S)イ よ0.130/0、 五酸化燐 (P205)が0.450/0と 高値傾向が顕著であった。ただし、こ

れらは土砂等の汚染の影響 も含んでいる可能性が高い。

当資料 も製鉄遺跡から搬入された鍛冶原料鉄 (製錬系鉄塊)と 推定される。付着淳中には

EPMA調査の結果、ルチル (Rutile:Ti02)が確認されて、高温・強還元雰囲気で製錬された鉄

塊 と判断される。また硫化マンガンを主体とする非金属介在物や鉄中の燐偏析の状態など、鉄都

の調査結果を見ても高温製錬の特徴が著 しい。

KIT― ll i鉄製品 (鍛造品)

(1)肉 眼観察 :現存長さ4.7cm、 身幅2.Ocm、 最大厚み0。9cmを測る完形の楔状の鉄製品である。

表層には酸化土砂が分厚 く固着 しており、銹化による放射割れが多数発生する。体部の横断面は

長方形で、足部に向かい厚み方向を減 じる。供試材は基部側から1,Ocmを採取 した。

(2)マ クロ組織 I Photo。21に 横断面の状態を示す。合せ鍛えが想定される鉄製品であり、残存金

属鉄部の上側から3/4程 の所に大きな鍛接線を残す。写真の明色部は麻の葉状のマルテンサイ ト

組織、黒色部はパーライ ト組織である。当試料はパーライ ト変態点 (727℃ )以下まで、温度が

下がつた状態から、水冷されている。

(3)顕微鏡組織 I Photo。8①～⑤、Photo.9①～⑤に示す。Photo.8①は鍛打により展伸状を呈する

非金属介在物である。淡褐色片状結晶ルチルが素地の暗黒色ガラス質津中に晶出する。砂鉄の高

温製錬で派生する、チタン酸化物主体の結晶である。また②～⑤は金属鉄を5%ナ イタルで腐食

した組織を示す。②の写真上側はやや鉄中炭素含有量が低 く、ほぼパーライ ト主体の組織、写真

-199-



第9章  1～ 3区出土鍛冶関連遺物の金属学的調査

下側は炭素含有量が高 く、網目状のセメンタイ トが析出する。また局部的に麻の葉状の島状マル

テンサイトが分布する。なお写真下側表層は一部鍛接時の加熱により脱炭現象を起 しており、亜

共析組織を呈する。

Photo.9①～⑤は、よリマルテンサイト組織の割合が高い個所の拡大である。①の写真上側は

微細パーライト及びマルテンサイト組織を示す。この個所は、徐冷されれば共析組織になろう。

また写真中央下側よりには、マクロ組織で指摘した鍛接線が走る。その周囲は僅かに脱炭してお

り、針状フェライトが析出する。更に試料下面表層は炭素含有量が高くパーライト素地に、網目

状セメンタイトが析出する過共析組織であった。また②～⑤は①の拡大である。

なお③・⑤の中央暗色部は介在物であるが、内部には淡褐色片状結晶ルチルが晶出している。

鍛冶原料鉄に固着した津部 (砂鉄製錬淳)が、除去しきれずに鉄器中に残存したものと推定され

る。繰返し鍛打はあまりなく、九鍛えに近い製品で、捲込みスラグの除去が不充分の証であろ

う。

(4)ビ ッカース断面硬度 :Photo.8③ ～⑤の金属組織の硬度を測定した。硬度値は③中央のマルテ

ンサイト組織は923Hvである。さらに④の過共析組織の素地部分が298Hv、 ⑤の亜共析組織部分

の硬度値は195Hvで あった。

(5)EPMA調査 I PhOto.24の 5段 目に鉄中非金属介在物の反射電子像 (COMP)を 示す。9の番号

をつけた淡褐色多角形結晶の定量分析値は86.10/OTi02~5.4%MgO-4,4%h/‐ 203~1.0%MnOで あっ

た。また10の番号をつけた淡褐色柱形結晶の定量分析値は91.20/OTi02~5。 50/OMgO-1.20/OV203~

1.1%食 1203で あつた。どちらもMg,V,Mn,Aな どの元素を若干固溶するが、ルチル (Rutile:Ti02)

に同定される。

また11の 番号を付けた素地のガラス質淳部分の定量分析値は45,7%Si02~11.70/OA1203~

17.00/OCaO-3.10/OMgO-3。 4%K20~10。30/OTi02~2.2%MnOであった。チタン (Ti)、 マンガン

(Mn)な ど砂鉄に由来する脈石分を固溶した珪酸塩組成である。

(6)化学組成分析 :Table。 2に示す。酸化物定量である。全鉄分 (Total Fe)52.440/0に 対して、金

属鉄 (Metallic Fe)0.040/O、 酸化第1鉄 (FeO)10。 810/O、 酸化第2鉄 (Fe203)62.910/0の 割合であ

つた。試料端部を供試材としたため、銹化鉄主体の分析値となった。

造淳成分 (Si02+A1203+CaO+MgO+K20+Na20)は 9.59%で あるが、資料表層の土砂によ

る汚染の影響も含む値である。また主に製鉄原料の砂鉄に由来する、二酸化チタン (Ti02)が

0。 260/O、 バナジウム (V)0.020/0を 含む。酸化マンガン (MnO)は 0.020/O、 銅 (Cu)が 0.02%で あ

った。また硫責 (S)は 0.070/O、 五酸化燐 (P205)が0,230/0と 、共に高値傾向にある。ただし、こ

れらは土砂等の汚染の影響も含む可能性が高い。

当資料中の非金属介在物には、ルチル (Rutile i Ti02)の 晶出があった。当遺跡から出土した、

製錬系鉄塊 (KIT-7～ 10)の 表層付着淳と鉱物組成が共通するなど、これらと同質の鍛冶原料

をもとに作られた鉄製品と想定しても矛盾は無い。また、故鉄 (廃鉄器)の再利用品としての位

置づけも全面否定することも出来ない。

KIT-12:鉄製品 (鍛造品)

(1)肉 眼観察 :複数以上の鉄片が 2次的に重層した薄板状の鉄製品である。表面は茶褐色の上砂

に厚く覆われる。また銹化による放射割れが著しく、端部では表層の剥落が顕著である。供試材
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は長軸端部1/6を 直線状に切出した。

(2)マ クロ組織 :Photo.22に 示す。横断面が長方形の板状 (4.Omm厚み)に成形された鍛造品で

ある。また当試料は部位により炭素含有量のばらつきが大きい。白色部が低炭素域、黒色部は高

炭素域である。

(3)顕微鏡組織 I Photo.10① ～⑤、Photo.1l①～⑤に示す。Photo.10① ②の暗色部は非金属介在物

である。白色粒状結晶ウスタイト (Wustite:FeO)粒 内に、淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネ

ルが素地の暗黒色ガラス質淳中に晶出する。鉄チタン酸化物の結晶が若千内蔵されるところから、

当資料の始発原料は砂鉄と推定される。

③～⑤はマクロ写真右側端部の高炭素域の拡大である。ただし試料表層は初析フェライトの割

合が高く、やや炭素含有量が低い。金属組織からはこの部分の炭素量は0.4～ 0,70/0程度と推定さ

れる。

Photo。 1l① ～⑤はマクロ写真左側端部の低炭素域の拡大である。①の写真上下面には、部分的

にパーライト組織主体の炭素含有量の高い個所をもつ。しかし写真下半部では、ほとんど浸炭し

ていないフェライト単相の個所が広い範囲で確認される。

金属組織の特徴から、当試料は、前述した鍛造品 (KIT-11)の ように水冷はされず、そのま

ま放冷された可能性が高い。

(4)ビ ッカース断面硬度 :Photo。 10⑤及びPhoto.1l④⑤の金属組織の硬度を測定した。Photo。 10⑤

は高炭素域で、旧オーステナイト粒界に若干初析フェライトが析出する、亜共析組織部分である。

素地のパーライトの硬度値は241Hvで あった。

またPhoto.1l④⑤は低炭素域である。④のフェライト単相部分の硬度値は92Hv、 ⑤の亜共析

組織部分の硬度値は105Hvで あつた。それぞれ組織に見合った値であった。

当資料は部位により炭素含有量のばらつきが大きい鉄製品であつた。炭素の偏析状態と大型介

在物の分布が一致していないため、炭素量の異なる鉄素材を鍛接したというより、元々炭素量の

偏析が大きい鍛冶原料 (製錬系鉄塊)を 、粗 く鍛錬して鉄器を作った可能性が高いと考えられる。

また介在物の鉱物組成から、始発原料は砂鉄と推定されて、遺跡内での製作品の可能性は十分に

肯定できる。

KIT-13:粒状淳
に6)

KIT-13 イー1 2.7mm径 :磁着ヨ司

(1)肉眼観察 :光沢のない黒褐色で、やや歪な球状を呈する。表面には小さな突起が1個所あり、

ごく微細な気孔が散在する。

(2)マ クロ組織 I Photo.12① に示す。写真左側に長径1。7mm程の不整精円形の空洞がみられる。

またその他にも最大0.5mm程 の中小の気孔が散在する。内部の微細な白色粒は金属鉄である。

(3)顕微鏡組織 I Photo.12② に示す。中央は微小金属鉄粒を5%ナ イタルで腐食した組織である。

亜共晶組成の白鋳鉄粒らしい。

鉱物組成は白色樹枝状のウスタイトが素地の暗黒色ガラス質淳中に晶出する。

KIT-13 イー2 1.8mm径 :磁着弱

(1)肉眼観察 :やや光沢のある黒褐色で、僅かに歪な球状を呈する。表面は非常に平滑である。

(2)マ クロ組織 I Photo.12③ に示す。試料中央には、複数の気孔が接合して生じたような不定
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形の空隙が存在する。また他にも最大0。2mm程の気孔が多数散在する。

(3)顕微鏡組織 I Photo.12④ に示す。白色粒状のウスタイト結晶が凝集気味に晶出する。

KIT-13 イー3 1.Omm径 :磁着弱

(1)肉 眼観察 :光沢のある黒掲色で、きれいな球状を呈する。また表面には微細な凹凸がみら

れる。

(2)マ クロ組織 :Photo.12⑤ に示す。外周部の大部分の鉱物相は風化を受けて消滅し、遺存白

色鉱物相は僅かである。内部には最大0.45mm程 の気孔が複数みられる。

(3)顕微鏡組織 I Photo.12⑥ に示す。白色樹枝状のウスタイトが素地の暗黒色ガラス質津中に

晶出する。

KIT-13 ロー1 2,7mm径 :磁着強

(1)肉 眼観察 :光沢のない黒褐色で、やや歪な球状を呈する。表面には部分的に茶褐色が付着

しており、若千微細な気孔が散在する。

(2)マ クロ組織 I Photo.12⑦ に示す。内部にはきれいな球状 (1.8mm径 )の空洞が発生してい

る。

(3)顕微鏡組織 :Photo。 12③に示す。白色樹枝状のウスタイトが凝集して晶出する。

KIT-13 ロー2 1.8mm径 :磁着強

(1)肉 眼観察 :やや光沢のある黒褐色で、僅かに歪な球状を呈する。表面には微かな凹凸がみ

られるが、比較的平滑である。

(2)マ クロ組織 I Photo.12⑨ に示す。外周部の鉱物相は風化消滅し、白色鉱物相は空洞外縁部

に遺存する。中央部には複数の気孔が集まって生じた、不定形の空洞がみられる。

(3)顕微鏡組織 :Photo。 12⑩に示す。白色粒状のウスタイトが素地の暗黒色ガラス質滓中に晶

出する。

KIT-13 ロー3 1.Omm径 :磁着強

(1)肉 眼観察 :光沢のある黒褐色で、やや歪な球状を呈する。表面には微かな凹凸がみられる

が、比較的平滑である。

(2)マ クロ組織 I Photo。 13①に示す。試料調整時に2片 に割れたため、 2破片の断面を提示 し

た。内部には0。lmm前後の気孔が複数散在する。

(3)顕微鏡組織 I Photo。 13②に示す。白色多角形結晶マグネタイトが凝集して晶出する。

分析調査を実施した粒状津 6点 (KIT-13-1～ 6)には、いずれも鉄酸化物の結晶が確認さ

れた。鍛冶作業に伴い派生した微細遺物と認定される。

KIT-14:鍛造剥片
∝7)

KIT-14 イー1 4.3× 3.lXO.4mm:磁着弱

(1)肉 眼観察 :地の色調は黒褐色で、部分的に茶褐色の上砂が付着する。表面は比較的滑らか

で、裏面は細かい凹凸がある。

(2)マ クロ組織 :Photo.13③ に示す。厚手の鍛造剥片である。剥片の左右で組織に乱れをもつ。

右側裏面白色化は、2次被熟によるヘマタイト化であろう。裏面側の凹凸に伴う厚みの変動が

著しい。

(3)顕微鏡組織 I Photo。 13④に示す。王水腐食により、外層ヘマタイト (Hematite:Fe203)、
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中間層マグネタイト (Magnetite i Fe304)、 内層ウスタイト (Wustite:FeO)の 3層が明瞭に

現れた。また内層ウスタイトは非晶質であり、鍛打作業の後半段階の派生物である。

KIT-14 イー2 5,8× 3.5× 0.2:磁着耳司

(1)肉 眼観察 :色調はやや光沢のある黒褐色である。また表面は緩やかな波状の凹凸が見られ

るが、比較的平滑である。これに対して裏面は微細な凹凸が著しい。

(2)マ クロ組織 I Photo.13⑥ に示す。やや薄手の鍛造剥片である。やはり裏面側の凹凸に伴う

厚みの変動が著しい。

(3)顕微鏡組織 I Photo.13⑥に示す。当試料も鉄酸化物の3層構造が明瞭に確認された。内層ウ

スタイトは非品質で、鍛打作業の後半段階の派生物である。

KIT-14 イー3 2.7× 1.8× 0。 lmm:磁着耳弓

(1)肉眼観察 :色調はやや光沢のある黒褐色である。表裏面とも波状の凹凸が著しい。

(2)マ クロ組織 :Photo.13⑦ に示す。薄手で、僅かに「へ」の字状に彎曲した剥片である。

(3)顕微鏡組織 I Photoo① ～⑩に示す。当剥片では表裏面に外層ヘマタイト、中間層マグネタ

イトが確認された。鍛打作業により派生した鍛造剥片が、鍛冶炉内に飛散するなどして再度加

熱された可能性が考えられる。また当試料も内層ウスタイトは非晶質で、鍛打作業の後半段階

の派生物である。

KIT-14 ロー1 3.5× 2.8× 0。36mm i磁着強

(1)肉 眼観察 :地の色調はやや光沢のある黒褐色で、部分的に茶褐色の土砂が付着する。表面

は比較的平滑であるが、裏面には緩状の凹凸がみられる。

(2)マ クロ組織 :Photo。 14①に示す。厚手で、僅かに「へ」の字状に彎曲する剥片である。

(3)顕微鏡組織 :Photo.14② ～④に示す。外層ヘマタイトの発生は微弱ながらも鉄酸化物の3層

構造が明瞭に表われた。内層ウスタイトは非晶質で、当試料も鍛打作業の後半段階の派生物で

ある。

KIT-14 ロー2 3.5× 2.8× 0,2mm i磁着強

(1)肉 眼観察 :色調はやや光沢のある黒褐色である。ごく緩い波状に鸞曲する。また表裏面と

も比較的平滑である。

(2)マ クロ組織 :Photo。 14⑤に示す。やや薄手で平坦度を保つ剥片である。

(3)顕微鏡組織 :Photo.14⑥～③に示す。表裏面に外層ヘマタイト、中間層マグネタイトが確

認された。当試料も鍛打作業により派生した鍛造剥片が、鍛冶炉内に飛散するなどして再度加

熱されている。

また王水で腐食した結果、内層ウスタイトは微かに結晶粒界の痕跡をもつが、非品質化が進

む。やはり鍛打作業の後半段階の派生物である。

KIT-14 ロー3 3.1× 1.8× 0。lmm:磁着強

(1)肉 眼観察 :色調はやや光沢のある黒褐色である。表面は比較的平滑であるが、裏面には微

細な凹凸がみられる。

(2)マ クロ組織 I Photo.14⑨に示す。薄手で平坦な剥片であった。

(3)顕微鏡組織 I Photo.14⑩に示す。鉄酸化物の3層構造が明瞭に確認された。内層ウスタイト

は非晶質で、当試料も鍛打作業の後半段階の派生物である。
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分析調査を実施 した鍛造剥片 (KIT-14-1～ 6)イよ、全て鉄酸化物の3層構造が明瞭に表わ

れた。また内層ウスタイ トは非品質であ り、粗鍛打を受けた鉄素材を鍛打 した際の派生物と推

測される。

KIT-15:再結合淳

(1)肉 眼観察 :平面が不整五角形を呈する再結合津である。茶褐色の上砂中に微細な淳片や銹化

鉄粒、木炭片及び鍛造剥片様遺物が混在する。鍛打作業に際して排出された微細遺物を酸化土砂

が取 り込んだ2次堆積層である。

(2)顕微鏡組織 I Photo.15①～⑨に示す。①②は微細な製錬淳片である。①は白色針状結晶イル

ミナイト、②は茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライトが素地の

暗黒色ガラス質津中に晶出する。砂鉄製錬津の晶癖である。鍛冶作業の前に、鍛冶原料 (製錬系

鉄塊)の表層に固着した淳を叩いて落とすなどして、派生した微細遺物であろう。

また③は微細な鍛冶津片で、白色粒状結晶ウスタイトが凝集して晶出している。このため不純

物 (製錬淳)の除去が終了した後の、鍛錬鍛冶工程の派生物と推定される。

④～⑦は銹化鉄粒である。黒色部は板状セメンタイト、蜂の巣状レデブライトの痕跡である。

これらの組織痕跡から過共析銅～白鋳鉄なりかけの鉄粒であったと判断される。

③⑨は厚手の鍛造剥片様遺物を示した。③は表層に白色のヘマタイト層が確認されるが、内部

には粒状のウスタイト結晶が凝集気味に晶出する。当試料は鍛打で派生した鍛造剥片とすれば、

鍛打工程の前半で派生した可能性が考えられる。しかし鍛錬鍛冶津の表層部破片の可能性も高い。

③は鉄酸化物の3層構造をもつ剥片である。内層ウスタイトは非晶質で、鍛打工程の後半段階の

派生物に分類できる。

当資料中には、鍛冶作業前段階から鍛錬鍛冶までの各工程で派生する微細遺物が確認された。

KIT-16:鉄製品 (鋳造品)

(1)肉眼観察 :鉄鋼の下半部の破片と推測される、板状の鋳鉄片である。厚さは4.5mm程度で、

断面は緩やかな弧状を呈する。

(2)マクロ組織 :Photo.22に 示す。厚さ4mm程の白鋳鉄片である。短軸両端は銹化による破面と

判断される。また内部には最大0.5mm程の微細な気孔が、ごく僅かに散在する。

(3)顕微鏡組織 I Photo.16① ～④に示す。①は鉄中の非金属介在物を腐食なしの状態で示した。

中央の微小黄褐色異物は硫化鉄 (FeS)で ある。

②～④は5%ナ イタルで腐食した組織を示す。白色柱状のセメンタイト、蜂の巣状のレデブラ

イト及び黒色のパーライト組織が確認される。亜共晶組成白鋳鉄であった。

(4)ビ ッカース断面硬度 :Photo。 16④中央のレデブライトの硬度を測定した。硬度値は757Hvと

硬質で、組織に見合った値である。

(5)化学組成分析 :Table.21こ 示す。銹化鉄含みなので酸化物定量を行った。全鉄分 (Total Fe)

61,700/0に 対して、金属鉄 (Metallic Fe)22.36%、 酸化第1鉄 (醍0)25。密%、 酸化第2鉄 (Fe203)

27.640/0の 割合であった。金属鉄の遺存度の高い試料であった。また造津成分 (Si02+A1203+

CaO+MgOttK20+Na20)は 9,61%で あったが、これは土砂等の汚染物質の割合が高いと推定さ

れる。炭素量 (C)は有機物含みで、信頼度は今一つであろうが3.660/Oを含む。顕微鏡組織と矛

盾するものではない。
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また主に砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 0.08%、 バナジウム (V)が0.01°/0と 微量の含

有だった。酸化マンガン (MnO)は <0.010/0、 銅 (Cu)を ooo20/0含 む。さらに硫責 (S)が0.050/O、

五酸化燐は0.22%と 共にやや高め傾向にある。燐は湯流れ目的の添加であろうか。

KIT-17:椀形鍛冶津 (含鉄 )

(1)肉眼観察 :平面不整五角形をした椀形鍛冶淳の破片である。上下面と側面の一部が生きてい

る。上面にはlcm以下の木炭痕が多数残 り、表面の凹凸が著 しい。また上面側は磁着が強 く、こ

の部分に鉄部を内包する可能性が高い。下面には広い範囲で鍛冶炉の炉床上の圧痕が残る。全体

に緻密で、重量感のある淳である。

(2)顕微鏡組織 :Photo.16⑤ ～⑦に示す。⑤の写真上側の灰色部は銹化鉄である。金属組織の痕

跡は残存しないため、本来の金属鉄中の炭素含有量を推測することはできない。また供試材を採

取した切断面では、まとまった金属鉄乃至銹化鉄部は残存しなかった。

⑥⑦は淳部である。白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトが素地の暗黒色

ガラス質津中に晶出する。またウスタイト粒内の暗褐色微小晶出物は、色調からヘーシナイト

(Hercynite:FeO・ A1203)の可能性が高い。チタン (Ti)を 固溶するとしても、その割合は低い

と判断される。

(3)ビ ッカース断面硬度 I Photo.16⑦ の白色粒状結晶の硬度を測定した。硬度値は440Hvで あっ

た。ウスタイトの文献硬度値の下限を僅かに下回るが、誤差の範囲内と考えられる。

(4)化学組成分析 :Table.2に 示す。全鉄分 (Total Fe)54.84%に対 して、金属鉄 (Metallic

Fe)<0.01°/o、 酸化第1鉄 (FeO)59。 48%、 酸化第2鉄 (Fe203)12.310/0の 割合であった。造淳成

分 (Si02+A1203+CaO+MgO ttK20+Na20)は 25。27%で、このうち塩基性成分 (CaO ttMgO)

は1.75%を 含む。また主に製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 0。 590/O、 バナジウ

ム (V)が 0.040/Oで あった。酸化マンガン (MnO)も 0.07%と 低い。また銅 (Cu)イよ0.01%で あっ

た。

当資料の鉱物・化学組成をみると、製鉄原料の砂鉄に由来する鉄チタン酸化物の影響がほとん

どみられない。該品は鍛錬鍛冶工程での派生物と推測される。

KIT-18:含鉄鉄淳

(1)肉 眼観察 :平面不整楕円形をした含鉄鉄津で、下面は椀形を呈する。表面は全体に厚い酸化

土砂に覆われて、破面には中小の気孔が多く散在する。

(2)マ クロ組織 I Photo.23に示す。白色部は淳中に散在する金属鉄である。断面は広範囲に微細

な金属鉄部が残る。また淳中には不定形の気孔が多数発生し、流動性の悪い状態のまま冷え固ま

つた可能性が考えられる。

(3)顕微鏡組織 :Photo.17① ～⑤に示す。①は滓部の拡大である。淡茶掲色多角形結晶ウルボス

ピネル、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite:2FeO oSi02)が 素地の暗黒色ガラス質

津中に晶出する。比較的低温域で生じた砂鉄製錬津である。

また②～⑤は津中に散在する微細な金属鉄を示した。いずれもほとんど吸炭していないフェラ

イト単相の組織となる。

(4)ビ ッカース断面硬度 I Photo。 17⑤の金属鉄部 (フ ェライト結晶)の硬度を測定した。硬度値

は83Hvで、組織に見合った値といえる。
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当資料中の金属鉄は未凝集のフェライ トであり、鍛冶原料として使用 し得る品位ではなかった。

該品は鍛冶原料 (製錬系鉄塊)に混入した製錬滓であり、鍛冶処理前に廃棄されたのだろう。

KIT-19:不明淳 (含鉄)

(1)肉 眼観察 :平面が不整六角形で1474gを 測る淳である。上面表層は若干流動状を呈する。ま

たその隙間には木炭痕が残 り、下面は皿状で、炉床土の圧痕や粉炭痕を刻む。破面には不定形の

中小の気孔が多数散在する。

(3)顕微鏡組織 :Photo.17⑥～③に示す。淡褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘーシナイトの

固溶体である。更に白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライトが素地の暗黒

色ガラス質津中に晶出する。砂鉄を始発原料とした精錬鍛冶淳の晶癖である。

⑦①の中央は、微細な金属鉄粒である。50/Oナ イタルで腐食したところ、炭素を含まないフェ

ライト単相の組織が観察された。当試料中には他にも微細な金属鉄が散在しているが、やはり炭

素量の少ないフェライト単相～亜共析組織で占められる。なお供試材を採取した切断面では、ま

とまった金属鉄乃至銹化鉄部は遺存しなかった。

(4)ビ ッカース断面硬度 :紙面の構成上、硬度測定を実施した圧痕の写真を割愛したが、白色粒

状結晶の硬度を測定した。硬度値は487Hvで 、ウスタイトに同定される。

(5)化学組成分析 :Table.2に示す。全鉄分 (Total Fe)52.320/0に 対 して、金属鉄 (Metallic Fe)

0,040/0、 酸化第1鉄 (FeO)47.800/O、 酸化第2鉄 (Fe203)21,630/Oの 割合であった。造津成分

(Si02+A1203+CaO+MgO+K20+Na20)23。 72%で、このうち塩基性成分 (CaO+MgO)は
2.220/Oで ある。また砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02)は 1,360/O、 バナジウム (V)が 0。 120/0と

僅かに含む。さらに酸化マンガン (MnO)は 0.31%、 銅 (Cu)がo,020/0で あった。

当資料の鉱物・化学組成を見ると、製鉄原料の砂鉄に由来する鉄チタン酸化物の影響が認めら

れる。ただ脈石成分 (Ti,V,Mn)の 数値は、他の精錬鍛冶津 (KIT-3～ 5)と 比較すると若干

低めのため、精錬鍛冶工程末期の派生物の可能性が高い。

KIT-20:含鉄鉄津 (鍛冶系 )

(1)肉 眼観察 :平面不整多角形をした含鉄鉄津である。試料表面に厚 く酸化土砂が付着する。上

下面と側面の大半は生きているが、側面の一部は銹化による破面であろう。

(2)マ クロ組織 :Photo.23に 示す。供試材を採取した切断面には、まとまった鉄部を残す。酸化

雰囲気に曝されて脱炭したのか、試料上面 (写真左側)は低炭素域で亜共析組織を呈する。これ

に対して試料下面側は炭素量が高く、ほぼ全面パーライトの共析組織であった。

(3)顕微鏡組織 :Photo.18①～③に示す。①は試料表層の淳部である。淡掲色多角形結晶ウルボ

スピネルとヘーシナイト、さらに白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト

が暗黒色ガラス質淳中に晶出する。砂鉄を始発原料とした精錬鍛冶津の晶癖である。

②③の中央は鉄中非金属介在物である。②は非晶質珪酸塩系の介在物である。明暗2オロに分か

れ、固溶する元素の違いから色調差が生じている。また③では淡褐色片状結晶シュードブルーカ

イトないしルチルが、素地のガラス質淳中に晶出する。こうしたチタン酸化物の害」合の高い結晶

は、砂鉄の高温製錬からの生成鉄塊であった履歴を示すものである。

④～⑨は金属鉄を50/Oナ イタルで腐食した組織である。④～⑦は試料上面側の亜共析組織部分

の拡大、③⑨は試料下面側の共析組織部分の拡大である。
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(4)ビ ッカース断面硬度 I Pttto。 18⑤⑦⑨の亜共析組織の硬度を測定した。⑤の発達したフェラ

イト結晶の硬度値は83Hvで ある。また⑦の黒色層状のパーライト素地に、発達した板状のフェ

ライトが析出する個所の硬度値は120Hv、 更にほぼ全面パーライト組織部分の硬度値は192Hvで

あった。

4.まとめ

北原本郷遺跡の出土鍛冶関連遺物を調査した結果、次の点が明らかになった。

(1〉 分析調査を実施した含鉄鉄淳のほとんどは、表層に薄く製錬淳が固着した鉄塊 (KIT-7～ 10)

であった。これらは製鉄遺跡から搬入された鍛冶原料鉄と推定される。また鉄塊の断面組織では、

亜共析組織から過共析組織までが観察されて、当遺跡には主に銅が搬入されていた傾向を残す。

鉄塊に固着した製錬淳には、イルミナイト (1lmenite:FeO・ Ti02)、 ルチル (Rutile:Ti02)

など、チタン (Ti02)の 割合が高い晶出物で構成されて、高温製錬からの生成鉄塊の特徴が顕

著であった。さらに金属鉄中に硫黄 (S)、 燐 (P)の偏析を内蔵する鉄塊も多く、成分からの高

温・強還元雰囲気を傍証する鉄塊が遺跡内に搬入されている。

なお鉄中の硫黄や燐は、鍛冶加工時の鍛接不良や製品の脆化といった影響を及ぼすため、鍛造

製品への悪影響が懸念される。

(2〉 板屋型羽口 (KIT-1)の耐火度は1060℃ と、耐火性の低い性状であった。これが本来の耐火

性であれば、精錬鍛冶作業での羽口先端の溶損は著しかろう。ただし羽口全体が強い熟影響を受

けており、ガラス質淳化が進んだ状態での分析であり、胎土本来の性状を示していない点も配慮

すべきだろう。

(3〉 分析調査を実施した淳の大半は (KIT-2～ 5、 19)精錬鍛冶淳であった。当遺跡では鍛冶原

料 (製錬系鉄塊)に固着した製錬淳などの不純物を除去する、精錬鍛冶作業の割合が高かった。

またこれらの淳のチタン (Ti02)含有率は1。36～ 5.42%と 高めで、当遺跡に鍛冶原料 (製錬系鉄

塊)を供給した産地では、高チタン含有砂鉄の製錬が想定される。

ただし尾原ダム建設予定地内に所在する、他の製鉄・鍛冶遺跡の調査事例をみると、上垣内た

たら出土砂鉄が1.850/OTi02伽
D、

槙ケ峠遺跡出土砂鉄1.360/OTi02帷
の

と低チタン砂鉄に依存する。

これまでの分析調査事例の範囲内に限ると、当地域では低チタン含有砂鉄を利用する傾向が強い。

今回調査の出土鉄淳は化学分析値のみを見る限り、こうした低チタン砂鉄を製錬した淳の可能性

も考え得る組成であった。しかし、製錬系鉄塊 (KIT-7～ 10)は上述の特徴より、高チタン含

有砂鉄を高温製錬した傾向を留めている。当遺跡では主にその不純物除去を目的とした精錬鍛冶

が行なわれたものと推定した。

今後、周辺地域の製鉄遺構に伴う砂鉄及び製錬淳の成分傾向が明らかになってくれば、当遺跡

のように、その後工程に想定される遺跡も、より詳細な検討が可能となる。分析調査事例の蓄積

が待たれる。

(4〉 当遺跡では鍛錬鍛冶津 (KIT-17)、 粒状淳 (KIT-13)、 鍛造最J片 (KIT-14)な ど、鍛打作

業に伴って派生する一連の遺物も出土する。鍛冶一貫体制がとられたと見てよかろう。

(5〉 鍛造品 (KIT-11、 12)の始発原料は砂鉄と推定される。共に遺跡内で製作された鉄製品と

想定しても矛盾のないものであった。特にKIT―■の介在物中にはルチル (Rutile i Ti02)が晶
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出しており、鍛冶原料 (KIT-7～ 10)と の共通性が高い。

またKIT-11は亜共析～過共析銅を用いて、成形後に水冷を施 し、部分的にマルテンサイ ト組

織を析出して強度改善を計る。これに対 して、KIT-12は 、より炭素含有量の低い純鉄 (フ ェラ

イ ト単相)～亜共析鋼を用いてお り、成形後は放冷 したと推測される。製作する鉄製品の用途に

応 じて、鉄中の炭素量や成形後の熱処理などの選択が指摘できる。

(6〉 鋳造鉄鋼破片の大量出土があった。亜共晶組成の白鋳鉄である。廃鉄器 (故鉄)の再生鍛冶

が想定できるが、これが単なる下げ用原料鉄に留まるのか、なめかけ浸炭用原料にまで進展する

のか注目される。ただし、今回調査鉄製品からは熱処理素材 としての裏付けはとれなかった。

(注 )

(1)日 刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968

磁鉄鉱 (鉱石)は 530～ 600Hv、 ウスタイトは450～ 500Hv、 マグネタイトは500～ 600Hv、 フア

イヤライトは600～ 700Hvの 範囲が提示されている。またウルボスピネルの硬度値範囲の明記は

ないが、マグネタイトにチタン (Ti)を 固溶するので、600Hv以上であればウルボスピネルと同

定している。それにアルミナ (Al)がカロわり、ウルボスピネルとヘーシナイトを端成分とする固

溶体となると更に硬度値は上昇する。このため700Hvを 超える値では、ウルボスピネルとヘーシ

ナイトの固溶体の可能性が考えられる。

(2)黒 田吉益・諏訪兼位 F偏光顕微鏡と造岩鉱物 [第2版 ]』 共立出版株式会社 1983

第5章 鉱物各論 D.尖晶石類・スピネル類 (Spinel Group)の 記載に加筆

尖晶石類の化学組成の一般式はXY204と 表記できる。Xは 2価の金属イオン、Yは 3価の金属イ

オンである。その組み合わせでいろいろの種類のものがある。 (略 )

スピネル (Spinel:MgA1204),へ ~シナイト 〔鉄スピネル〕(Hercynite i Fe2+A1204),マ グネ

タイト 〔磁鉄鉱〕(Magnetite:Fe2+Fe23+。4),ク ロム磁鉄鉱 (ChrOmite:Fe2+cr204),マ グネ

シオクロマイト (Magnesiochromite I MgCr204), ウルボスピネル (Ulv6spinel i TiFe23+。 4)ま

たこれらを端成分とした固溶体をつくる。

(3)」.B,Mac chesney and A.Murau:American Mineralogist,46(1961),572
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〔イルミナイト(1lmenite:FeO・ Ti02)、 シユ~ドブルーカイト(Pseudobrookite i Fe203・ Ti02)、

ルチル (Rutile:Ti02)の 晶出はFeO― Ti02二元平衡状態図から高温化操業が推定される。〕

(4)新井宏「古代日本に間接製錬法があったか」『ふえらむ』Vol.5(2000)No.10

5鉄淳 。銑・鐸間のP分配理論

〔鉄津と溶銑の間にPがどのように分配されるか、Turkdoganの 方法を用いて熱力学的に検討し

た結果、Pの配分には温度の影響が極めて大きく、1250℃ 以下では鉄淳に、1300℃ 以上では溶銑

に配分されることを明らかにした。

さらに生成鉄が製鉄炉内で溶融状態の銑鉄であったか、固相のγ (オ ーステナイ ト)鉄であっ

たかでPの 固溶状態は異なり、γ鉄では銑鉄に比べ1/3程度 しかPを 固溶 しないことを指摘 してい

る。〕

(5)門 間改三『鉄鋼材料学』1972

〔(銅中の)P含有量が増すにつれて、強さ。かたさはしだいに上昇する。〕

(6)粒状津は鍛冶作業において凹凸を持つ鉄素材が鍛冶炉の中で赤熟状態に加熱されて、突起部

が溶け落ちて酸化され、表面張力の関係から球状化したり、赤熟鉄塊に酸化防止を目的に塗布さ

れた粘土汁が酸化膜と反応して、これが鍛打の折に飛散して球状化した微細な遺物である。

(7)鍛造剥片とは鉄素材を大気中で加熱、鍛打したとき、表面酸化膜が剥離、飛散したものを指

す。俗に鉄肌 (金肌)やスケールとも呼ばれる。鍛冶工程の進行により、色調は黒褐色から青味

を帯びた銀色 (光沢を発する)へ と変化する。粒状津の後続派生物で、鍛打作業の実証と、鍛冶

の段階を押える上で重要な遺物となる。
(注0

鍛造剥片の酸化膜相は、外層は微厚のヘマタイト (Hematite i Fe203)、 中間層マグネタイト

(Magnetite:Fe304)、 大部分は内層ウスタイト (Wustite i FeO)の 3層から構成される。

鍛造剥片を正水 (塩酸3:硝酸1)で腐食すると、外層ヘマタイト (Hematite i Fe203)は 腐食

しても侵されず、中間層マグネタイト (Magnetite:Fe304)は 黄変する。内層のウスタイト

(Wustite i FeO)は 黒変する。鍛打作業前半段階では内層ウスタイト (Wustite i FeO)が 粒状

化を呈し、鍛打仕上げ時になると非品質化する。
(注の 鍛打作業工程のどの段階が行われていた

か推定する手がかりともなる。
(注⊃

(8)①大澤正己「奈良尾遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『奈良尾遺跡』 (今宿バイパス関

連埋蔵文化財調査報告第13集)福岡県教育委員会1991

②大浮正己「重留遺跡鍛冶工房跡出土鉄関連遺物の金属学的調査」『重留遺跡第4地点』～若

園線住宅移転用地整備事業関係埋蔵文化財調査報告4～ (北九州市埋蔵文化財報

告書第303集 )(財 )北九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財調査室 2003.3

(9)森 岡ら「鉄鋼腐食化学」『鉄銅工学講座』11 朝倉書店 1975
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(10)大澤正己「房総風上記の丘実験試料と発掘試料」

年度)千葉県房総風土記の丘 1992

第 9章  1～ 3区出土鍛冶関連遺物の金属学的調査

『千葉県立房総風土記の丘 年報15』 (平成3

敏造剣片3層分離裂模式田

ヘマタイト、

マグネタイト

弊贔贅陰懇>ヴスタイト

O twt%〕

Fe-0系 平衝状態図

村川義行「上垣内たたら跡および茶屋の廻遺跡出土鉄津等の分析報告書」F上垣内たたら跡

北原I遺跡 茶屋の廻遺跡』木次町教育委員会 1999

大澤正己・鈴木瑞穂「槙ヶ峠遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」『槙ケ峠遺跡』～尾原ダ

ム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書3～ 島根県教育委員会 2004.3

蜘い
〔巳

盤

襲

９

留

全
確

ｏ
“
〓

や
ヽ
併
で

細
（・”ＳＬΣ
ャふ柴ヽ
，

-210-



― ］ Ｆ Ｉ

Ta
bl
e.
1供

試
材

の
履
歴

と
調

査
項

目

符
号

遺
跡

名
出
上
位

置
遺
物

名
称

推
定
年
代

計
測
値

磁
着
度

メ
タ
リレ
度

調
査

項

備
 

考

大
き
さ

(a
un
)

重
量
(g
)

マ
ク
ロ

組
織

顕
微

銃
組

織

ビ
ッ
カ
ー
ス

断
面
硬
度

X線
回
折

EP
Ⅲ
ンL
A

化
学
分
析

耐
火
度

カ
ロ

リ
ー

KI
Tユ

北
原
本
郷

1区
M3
7ア

ー
e

羽
口

(板
屋

型
羽

日
)

中
世

89
×

4
な

し
○

○
○

○

KI
「

-2
1区

M3
7ウ

ー
a

流
出
溝

津
75
×

71
×

35
09

3
な

し
○

○
○

KI
T-
3

孔
区
M3
8

炉
底
塊

～
流

出
孔

津
(含

鉄
)

13
3×

10
3×

91
15
62
.7

銹
化

(△
)

○
○

○

KI
T 
4

1区
M3
7オ

ー
a

不
明
津

(含
鉄

)
23
9×

26
5×

10
0

,姦
化

(△
)

○
○

O
○

KI
T-
5

1区
M3
7エ

ー
g

椀
形
鍛

冶
津

(中
 

含
鉄

)

12
9×

98
×

酪
10
37
9

4
銹

化
(△

)
○

○
○

KI
T 
6

1区
M3
7ウ

ー
a

椀
形
鍛

冶
淳

(小
・
含

鉄
)

67
×

78
×

28
45

7
M

(◎
)

○
○

○

KI
T 
7

l 
tt
M3
7エ

ー
c

含
鉄

鉄
津

36
×

44
×

24
L(
●

)
○

○
○

KI
T 
8

l 
tt
M3
7イ

ー
c

含
鉄
鉄

津
35
×

L(
●

)
○

○
○

KI
T-
9

1区
L3
7イ

ー
J

含
鉄
鉄

津
48
×

57
×

10
7.
0

L(
●

)
○

○
○

○

KI
T 
10

1区
L3
7

合
鉄
鉄

滓
72
×

57
×

21
3.
6

特
L

(☆
)

○
○

○
○

○

Kr
 l
l

l 
tt
M3
7エ

ー
a

鉄
製

品
(鍛

造
品
 
楔

)
47
×

20
×

9
7

特
L

(☆
)

○
○

○
○

○

KI
T 
12

l 
tt
M3
7ウ

ー
a

鉄
製

品
(鍛

造
品

)
67
×

36
×
 6

73
.6

6
L(
●

)
○

○
○

KI
T-
13

1区
M3
7オ

ー
c

粒
状
津

(6
点

)
な

し
○

○

KI
T 
14

l 
tt
M3
7オ

ー
c

鍛
造
剥

片
(6
点

)
な

し
○

○

KI
T 
15

1区
M8
7ウ

ー
a

再
結
合

淳
68
×

64
×

13
60

6
H(
O)

○

KI
T 
16

1[
I1
39

鉄
製

品
(鋳

造
品

)
78
×

68
×
 6

14
26

8
特

L
(☆

)
○

○
○

○

KI
T 
17

2区
D4
2

椀
形
鍛

冶
津

(中
・
含
鉄

)

92
×

13
1×

 7
4

7
H

(○
)

○
○

○

KI
T 
18

2区
D4
4

含
鉄

鉄
津

65
×

46
×

12
9.
7

6
L(
●

)
○

○
○

KI
T 
19

3区
S 
Dl
l

不
明
淳

(含
鉄

)
14
5×

13
7×

招
Э

14
74
.1

3
銹

化
(△

)
○

○
○

KI
T 
20

3区
G3
6上

黒
含
鉄
鉄

淳
74
×

55
×

28
6

L(
●

)
○

○
○



Ta
bl
e,
2供

試
材
の
組
成

**
**
**

― 〕 牌 Ю Ｉ

符
号

遺 跡 名
出
上
位
置

遺
物
名
称

定 代

推 年

全
鉄
分

lT
ot
al Fe

l

金
属
鉄

Mc
』

hc

Fe
)

酸
化

第
1鉄

lF
eO
)

酸
 
化

第
2鉄

lF
e2
0
0

瑚 嚇 　 勲

酸
 
化

ア
ル
ミユ
ウム

lA
12
03
)

化 冽 　 ａＯ
チ

酸 励 　 Ｃ

酸
 
化

マ
グ ネ
シ ウ
ム

lA
Ig
Ol

酸
化

カ
リ
ウ
ム

礎
0)

酸
 
化

ナ
トリ
ウ
ム

lN
a2
01

酸
化

マ
ン
ガ
ン

lh
4n
Ol

二
酸
化

チ
タ
ン

lT
i0
21

酸
 
化

ク
ロ
ム

lC
r2
03
1

硫
黄

⑥

瓢 燐 　 醐

戊
 
素

lC
)

バ
ナ
ジ

ウ
 
ム

⑦

飼 　 ∩

耐
火
度

(℃
)

造
津

成
分

造
津

成
分

To
ta
l 
Fl

Ti
02

ro
ta
l 
Fl

注

KI
T 

ユ
原 郷

北 本

1区 M3
7ア

ー
e

羽
口

(板
屋
型
羽
口

)
中

世
65
,0
5

15
.1
8

0.
74

<0
01

<0
01

0.
14

囃 ０ ・‐５
ll
16
11

86
.1
5

ll
.2
03

0.
13
1

KI
T 
2

l区 M3
7ウ

ー
a

流
出
溝
津

51
72

0,
02

57
.l
13

10
.5
4

21
2

0.
62

53
0

<0
01

0.
02

0迎
0.
05

0,
01

23
74

0.
10
2

KI
T-
3

区 ３
８

ｌ Ｍ
炉
底
塊
～
流
出
孔
津

(含
鉄

)

51
,9
7

0.
餌

56
81

11
16
.2
0

3.
90

<0
01

0.
03

0.
34

く
0.
01

24
.2
3

0.
07
5

KI
T 
4

1区 M3
7オ

ー
a

不
明
津

(合
鉄

)
52
,7
7

<0
.0
1

56
.6
7

12
.4
7

16
.9
9

0.
63

0.
80

3.
09

<0
01

0,
03

0.
12

<0
.0
1

24
60

0■
66

0.
05
9

KI
T 
5

l区 M3
7エ

ー
g

椀
形
鍛
冶
津

(中
・
含
鉄

)

46
.1
1

0.
10

42
.9
0

18
.1
1

18
.8
2

5.
lX
l

l,
70

0,
76

09
4

0.
54

0迎
<0
01

0.
飩

0.
26

27
,7
6

0.
60
2

0.
11
8

KI
T 
6

1区 M3
7ウ

ー
a

椀
形
鍛
冶
津

(小
・
含
鉄

)

弱
.9
1

44
.2
2

7.
56

0.
38

0,
27

0.
23

0.
08

0,
70

<0
01

00
6

0■
6

0.
03

10
,7
9

0.
19
0

KI
T 
9

区 ３
７

含
鉄
鉄
津

51
.9
1

0.
23

13
.6
3

58
.Й

10
■
8

2.
73

0.
42

0.
16

0.
27

0.
51

0,
02

15
.0
8

KI
T 
10

区 ３
７

含
鉄
鉄
滓

40
.7
2

0,
75

l■
61

44
.2
5

16
.7
9

4.
64

1,
77

0.
88

0.
68

0.
24

<0
01

0.
13

04
5

1.
43

0,
01

0,
07
6

KI
T 
ll

1区 M3
7エ

ー
a

鉄
製
品

(鍛
造
品
・
模

)

52
.4
4

10
.8
1

17
9

00
2

02
6

く
00
1

0,
07

0.
23

0,
02

0,
02

0,
18
3

0,
ll
l1
5

KI
T 
16

区 ３
９

鉄
製
品

(鋳
造
品
・
鍋

)

61
,7
0

22
.3
6

25
.質

27
64

6.
69

0.
27

く
0.
01

0.
08

<0
01

02
2

3.
66

00
2

0.
15
6

KI
T-
17

区 ４
２

椀
形
鍛
冶
津

(中
含
鉄

)

54
.8
4

<0
.0
1

59
■
8

12
.3
1

17
.3
3

0■
3

0,
76

00
7

く
00
1

0.
02

00
4

25
.2
7

0.
01
1

KI
T 
19

3区 S 
Dl
l

不
明
津

(合
鉄

)
52
32

0.
04

47
.8
0

21
.6
3

16
.1
3

1■
3

0,
79

0.
34

く
00
1

0.
04

0.
02

23
72

0,
45
3

0.
02
6



Ta
bl
e.
8 
 
出
土
遺
物

の
調

査
結

果
の

ま
と
め

― ］ 牌 ∞ ―

符
号

遺 跡 名
出
上
位

置
遺
物

名
称

定 代
推 年

顕
微

鏡
組
織

化
学
組

成
(%
)

所
見

娩 醍
Fe
20
3

性 分
基

塩 成
Ti
02

V
Mn
O

ガ
ラ
ス

質
成
分

Cu

KT
-1

原 郷
北 本

1区
M3

7
ア
ー
e

羽
口

(板
屋

型
羽

口
)

中
世

外
面
表
層
M凝

集
、が

ラス
質
淳

7.
69

00
2

耐
火
度
■
06
0℃

、耐
火
性

の
低

い
性

状

�
牛

2
1区

M3
7

ウ
ー
a

流
出
溝

津
津

部
:U
と
Hの

国
溶
体

+W
tt
F、

微
小

金
属
鉄

散
在
ω

粒
内
析

出
物

)

51
.7
2

10
.5
4

5.
30

0.
62

23
.7
4

精
錬
鍛

冶
工
程

の
派
生

物
(始

発
原
料

:砂
鉄

)

KI
T 
3

1区
M3

8
炉
底
塊

～
流

出
そ
し
淳

(合
鉄

)

津
部

:U
と
Hの

固
溶
体
十
Wt
tF
、

微
小

金
属
鉄

散
在

51
.9
7

11
2.
62

04
2

24
.2
3

<0
.0
1

精
錬
鍛

冶
工
程

の
派
生
物

(始
発

原
料

:砂
鉄

)

KI
T■

1区
M3

7
オ
ー
a

不
明

津
(含

鉄
)

津
部

:U
と

Hの
回
溶
体
+W
+F

52
.7
7

12
.4
7

1,
93

03
3

24
60

<0
01

精
錬
鍛

冶
工
程

の
派
生
物

(始
発

原
料

:砂
鉄

)

KI
T-
5

1区
M3

7
エ
ー
g

椀
形
鍛

冶
津

(中
・
合
鉄

)

淳
吉
RU
と

Hの
固
溶
体

+W
tt
F、

銹
化
鉄

46
.1
1

18
.1
ユ

2.
46

5.
42

0坐
27
76

精
錬
鍛

冶
工
程

の
派
生
物

(始
発

原
料

:砂
鉄

)

KI
T-
6

1区
M3

7
ウ
ー
a

椀
形
鍛

冶
津

(小
・
含
鉄

)

津
部
:W
(粒

内
微
小
Uと

Hの
国
溶
体

)+
F、

金
属

鉄
:亜

共
析

～
共
析

組
織

44
.2
2

0.
62

0.
70

精
錬
鍛

冶
工
程

終
盤

な
い

し
鍛
錬
鍛

冶
初
期

の
派
生
物

鉄
部

:未
鍛
錬

の
亜
共
析

～
共
析

鋼

KI
T 
7

1区
M3

7
含
鉄

鉄
津

付
着
津

:U
+I
+P
so
rR
、

金
属

鉄
:亜

共
析

～
過

共
析

組
織

(P
偏

析
孫
テ
タ
｀ イ

ト )
、

介
在

物
:F
eS

鞍
雛
尋
醐

伍
ζ揚
麹
乳

�
牛

8
1区

M3
7

イ
ー
c

含
鉄

鉄
津

付
着

津
I+
Ps
or
R、

金
属
鉄

:過
共
析
組
織

(P
偏

析
ヌ
テ
タ
｀ イ

ト )
介
在
物

:F
eS

KI
T 
9

Ｌ Ｊ

返 イ ．
含
鉄
鉄
津

付
着
淳

:U
tt
Ps
or
R、

金
属

鉄
:亜

共
析

～
共
析

組
織

51
91

58
74

09
9

0.
06

15
,0
8

00
2

製
錬
系
鉄
塊
=鍛

冶
原
料

、工
共
析

～
共
析
鋼

(始
発
原
料

:砂
鉄

、高
温
製
錬

)

KI
T-
10

1区
L3
7

含
鉄
鉄
津

付
着
津

:R
、
木
炭
片

:広
棄
樹
材
、金

属
鉄

:過
共
析
組
織

(P
偏
析

孫
テ
が
イ
ト )

、
介
在
物

:6
涎
n,
Fe
)S

40
72

23
8

0.
24

25
,3
7

費霧
粂警
尋
昴瑶
斎冒
略撞
堀季
鉦
岬
の 影
響大

)

KI
T 
ll

1区
M3
7

鉄
製

品
(鍛

造
品
 

楔
)

介
在
物

:R
、

金
属

鉄
:亜

共
析

～
過
共
析

組
織

(一
部
マ
ル
テ
ン サ
イ
ト )

52
44

62
91

04
3

0.
02

鍛
接
線

を
も
つ
が

九
鍛

え
に
近

い
鉄
製

品
、亜

共
析

～
過
共
折

銅
(水

冷
痕

跡
)(
始

発
原
料

:砂
鉄

、
高
温
製
錬

)

KI
T 
12

1区
M3
7

ウ
ー
a

鉄
製

品
(鍛

造
品

)

介
在
物

:U
と

Hの
固
溶
体
+W
、

金
属
鉄
フ
ェ
ラ
イ
ト 単

相
～
亜

共
析

組
織

霧 締
栞 冥
急
窯 i

覆
瑶
相 ィ
隷

尋
鱗

に
よ
り炭
素

KI
T-
13

1区
M3
7

オ
ー
c

粒
状
淳

(6
点

)
イ
■
～
口

2:
W、

口
3:
M

鍛
錬
鍛

冶
工
程

で
派
生

し
た
微
細

遺
物

KI
T-
lJ

1区
M8
7

オ
ー
c

鍛
造
三
I片

(6
点

)
イ
1～

口
3:
Ht
tM
tt
W(
内

層
∇ 監

非
晶
質

)
鍛
打

工
程

後
半
段

階
で
派
生

し
た
微
細

遺
物

Ш
牛

15
1区

M8
7

ウ
ー
a

再
結
合

津
製
錬

津
片
I+
U+
F、

鍛
冶
津
片

:W
、
銹
化
鉄

:過
共
析

～
白
傍
鉄

組
織

、鍛
造
剥

片
様

遺
物

精
錬
鍛

冶
の
事
前

処
理

～
鍛
錬
鍛

冶
工

程
で
派
生

し
た
微
細
遺
物

KI
T 
16

l 
Et
t 
1 
39

鉄
製

品
(鋳

造
品

)
金
属

鉄
:正

共
晶
組

成
白
鋳

鉄
、介

在
物

:F
eS

61
,7
0

27
.6
4

<0
.0
1

鋳
造
鉄
器
片

K」
T-
17

2区
D4

2
椀

形
鍛

冶
津

(中
・
合
鉄

)

岸
部
:W
(粒

内
微
小
H)
+F
、

銹
化

鉄
54
.8
4

12
.3
1

0.
04

0.
07

25
.2
7

鍛
錬
鍛

冶
工
程

で
の
派
生
物

(始
発
原
料

:砂
鉄

)

KI
T 
18

2区
D4

4
含

鉄
鉄

津
津
音
脱

U 
tt
F、

金
属
鉄
フ
ェ
ラ
イ
ト 散

在
製
錬
系
含
鉄
鉄

津
、金

属
鉄

は
未
凝

集
で
鍛

冶
原
料

に
な

り
得

る
品

位
で

は
な
い

ld
T 
19

3区
SD

H
不
明
津

(含
鉄

)
津
部

:U
と
Hの

固
溶
体
+W
+F
、

微
小

金
属
鉄
散
在

52
32

21
63

2.
22

1.
36

0.
31

23
,7
2

00
2

精
錬
鍛

冶
工
程

の
派
生
物

(始
発

原
料

:砂
鉄

)

KI
T-
20

3区
G3
6

上
黒

含
鉄
鉄

津
淳
部

:U
と
Hの

固
溶
体
十
Wt
tF
、

金
属
鉄

:亜
共
析

～
共
析

組
織

精
錬

鍛
冶

中
途

の
鉄

塊
、
亜

共
析

～
共
析

鋼

卜
I:
A/
1a
gn
et
it
e(
Fe
30
4)
、

 U
:U
lv
6s
pi
ne
l(
2F
eO
 T
i0
2)
、

 H
:H
er
cy
ni
te
(F
eO
・

A1
20
3)
Ⅵ
「

:M
「
us
ti
te
(F
eO
)、

 F
:F
ay
al
it
e(
2F
eO
・

Si
02
)、

 I
 I
 I
Im
en
it
e(
Fe
O・

Ti
02
)、

 P
S 
I 
Ps
eu
do
br
oo
ki
te
(F
e?
03
 T
i0
2)
、

 R
 I
 R
ut
il
e(
Ti
02
)



KIT-1
羽回
①×50② ×100 タト面表層 :マ
グネタイト晶出
③×200硬度圧痕 :588Hv、 マ
グネタイト
④×50⑤ ×100 ]]口胎土 :ガ
ラス質津化、明色部 :砂鉄粒子

KIT-2
流出溝津
⑥×200 ウスタイト (粒内微
小晶出物)・ ウルボスピネルと
ヘーシナイトの国溶体、ファイ
ヤライト
⑭③×200 硬度圧痕 :

①481Hv、 ウスタイト
③706Hv、 ウルボスピネルとヘ
ーシナイトの国溶体

騒

稔
塾と

'事

を葦

photo.1 羽回・流出溝滓の顕微饒組織
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